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　　　第一章　　　俺おれミーツ俺×２







「……どうしよう」

　小学校の入学と同時に買ってもらった木製の机の上には一枚のプリント。

　夏休みの終了と共に配布された『進路希望調査』と書かれたこの紙きれの下半分、その枠線内にたった数文字書くだけで、俺の人生は大きく変わっていくことになる。

　俺は迷っていた。

「大学デビューをするか、もっと上の大学を目指すか」

　幸い、成績はまあまあだから今のままでも推すい薦せんがもらえるらしい。推薦を選ぶのであれば何もこれ以上勉強に時間を割く必要はない。

　それならば、俺には悔しいことにこの三年間、彼女はおろか女子と楽しく遊んだりした記き憶おくすらない。という事実に目を向けるべきだ。

　青春の代名詞とも言える高校生活。そこに女子との輝かしい思い出が一いつ切さいないというこの悲ひ劇げき。それを大学から一気に巻き返すために今からアルバイトをしてお金を稼かせぎ、髪型なり服装なりを整えておくのがいいだろう。

　そうすることで、入学した時点で周りに差を付けてやるんだ。

　そう、大学デビューというやつだ。

　親しん戚せきのお兄さん曰いわく、入学直前の春休みに突然デビュー狙ねらいでがんばり始めると、靴や鞄かばんにまでお金が回らなくなってそこだけ浮いてしまったり、美容室で作ってもらった髪型を家で再現できなかったりするらしい。

　どうしてもオシャレに慣れていない感じが出てしまうんだとか。

　そのうえ、一、二年生は単位を取るためにほぼ週四日から五日で大学に通うらしく、持っている服の種類が少ないと「あの人いつも同じ服だよね」となってしまうらしい。

　そんなことになったら結局暗い高校生活の焼き直しになってしまう。

　さらに、「大学デビューに成功したか否かは大学生活最初の夏休みで分かる。スタートダッシュがいかに大切かということだ」とも、お兄さんは遠い目をしながら言っていた。

　準備するなら早いに越したことはない。

　……でも。

　父さん母さんは、もっと勉強してより上の大学に入ってほしいって言ってるんだよな。

　その時に父さんが渋い顔で言っていた「今の努力がそのままその後の人生のレベルにつながる」という言葉はかなり気になっている。

　重々しい口調で語る父さんの言葉には、まだ社会というものを知らない俺おれでさえ、危機感を覚えるほどの十分な迫力があった。

　思い切ってペンを取ってはやっぱり何も書けずに下ろす。そんなことを何度も何度も繰くり返かえす。

　ガタガタ。

　悩む俺の背後がバタバタと騒さわがしい。

「ちょっと今考え事してんだから静かにしてよ」

　俺は机に突っ伏したままそう告げた。どうせ母さんが切れかけた廊下の電球でも替えてるんだろう。

　バタバタバタッ。

「ああもう、気が散るなあっ」

　それじゃなくても考えがまとまらなくてやきもきしてるところなのに、そのうえ騒そう音おんかよっ。

　文句を言ってやろうと振り返ると、ちょうど交換し終えたのか、もう誰だれもいなかった。

　……まったく、なんでこのタイミングなんだよ。昼間やればいいのに。

「あれっ、て言うかもうこんな時間？」

　気が付けば、いつの間にか日をまたいで考え込んでしまっていたようだ。

「はあ……」

　ため息が漏もれる。こんなに真剣に何かに悩んだのは初めてのことだ。

　たった一枚の紙きれでここからの長い人生の行き先が決まってしまうなんて、考えてみれば恐ろしい話だ。

　こんな難むずかしい選択をおいそれと決められるわけがない。

　誰か、誰か俺に教えてくれればいいのに。何を選んだら、どっちを選んだら自分はどうなるのか。

「教えてくれ……誰か」

　しかしその言葉に答える者はいない。

　俺は天井を見上げた。

　うーん。でもやっぱり大学生活は楽しく過ごしたいよなぁ。

　この三年間で生まれた心残りは、やはり捨て去ることができない。

　将来なんて誰にも分からない。でも、この三年で送ることのできなかった楽しい青春を取り戻せるかどうかは、一年目の夏休みまでという極ごく々ごく限られた期間で決まってしまう。

　……切ない大学生活を送るのは……嫌いやだ。

「よし！　推すい薦せんでいこう！　そして女の子と楽しい大学生活を送るんだ！」

　迷いを振り切るように声を上げる。いざ往ゆかん、青春大学不純異性交遊学部！

　そして俺は『推薦』と書くためにペンを取った。

「やめろっ！」

「ぶっはー！」

　なんだなんだいきなりっ！　驚おどろいて調査書に変な線を引いちゃったじゃないか！

　背後からの突然の声。大慌てで振り返るとそこには見たことのない一人の男……見たことのない？　……チャラチャラした……感じの……。

「コレって奇跡って感じィ？　さっすがオレェ」

　肩口まで伸ばされたサラサラの茶髪。書道家が細筆で書いたかのような流りゆう麗れいな山なりに整えられた眉まゆ。そして軽薄そうな顔付きに胸元を開けた黒のシャツ、細身のダメージジーンズといういかにも遊んでそうな格好がそのチャラさに拍車をかけるこの男。

　誰だれだよお前！　と、言葉にしようとして、不意に覚える妙な感覚。

　なんだろう。こいつ、どこかで見たような気がする……。

「お、俺おれだ！　俺に……すごく似てる」

　いつも鏡で見ている毎度お馴な染じみの顔。それをものすごくがんばって髪と眉をいじってから、軽薄の滝で一晩水行させたら出来上がる。そう、要するに俺、桜さくら井い真まさ人とだ。

「キミはァ、桜井真人。親父は正まさ行ゆき、母さんが翠みどり。今は学校からもらった推すい薦せん枠わくで大学に行くかどうか悩んでたところォ。でっしょ？　でも、それはやめとけって」

　それは何一つ間違っていない俺の現状だった。

　驚く俺を尻しり目めに、俺っぽい誰かは不敵かつ浅薄な笑みを浮かべている。

　なんだコイツ気持ち悪い。

「あんた……何者なんだ？　なんでそんなに俺のことに詳しいんだ？」

「分かってるくっせにー」

　イラッ。

「オレもォ、桜井真人。トモダチからはマサって呼ばれてっけど」

「どういうこと？」

　意味が分からない。俺も桜井真人って。一体どういうことなんだよ。

「いやー。オレもよく分かんねーけどォ、気が付いたらキミの後ろに立ってた。みたいな？」

　啞あ然ぜんとしてしまって声も出ない。

　俺に似ているとかじゃない。見れば見るほど俺だ。何から何まで。

　顔付きだけじゃなく立ち姿まで全く同じだ。

「じゃ、じゃあ桜井真人だっていう証拠、何かあるのかよ？」

　どう考えてもおかしな話だ。それなのにどうしても目の前のチャラい桜井真人が他人とは思えない。

　とは言ってもだ、さすがにおかしい。

　世界には自分に似た人が三人はいると聞いたことがある。それを利用した新手のオレオレ詐欺ってこともあり得るか……？

　もしもこれがオレオレ詐欺の進化系の一つだったら、個人情報として手に入れることが不可能な情報。例えば俺おれだけが知っている俺自身のことなんかは答えることができないはずだ。

　俺は疑惑と困惑の混ざった視線を自称桜さくら井い真まさ人とに向けた。

「オーケー」

　しかし自称桜井真人は、俺のそんな視線なんてどこ吹く風。自信あり気に本棚へと向かうと、図ず鑑かんや古雑誌が並ぶ一番下の段に手を掛けた。

「えーっとエロ本はァ、ここ。ベッドの下とか机の一番下の引き出しなんてベタなところに置くとかえって見つかりそうだからァ、あえて目に付くところに自然に置くみたいな？」

　硬直する俺を差し置いて、自称桜井真人は余裕顔のままテレビ台を開ける。

「同じ方法でェ、ＤＶＤはここ。これの右端はしから五本目まで。お気に入りはこの三本目。中でも四十一分十八秒のシーン」

「もうやめてーっ！　分かった信じるから！　信じるからぁ！」

　個人情報うんぬんっていうレベルじゃないよ！

　ある日、家に帰ってきたら机の上にエロ関係が綺き麗れいに揃そろえて置かれていた。なんてことがなかったのがちょっとした自慢だっていうのに、こんなにあっさりと見つけられるなんて……。

「それでその桜井真人が俺に何の用があって来たんだよ」

[image: ]

「いやさ。さすがにもう気付いてきてると思うけどォ、オレってキミなのよ。それも数年後のオレ……いやこの場合は数年後のキミになんのかなァ。そんでさ、この場面って覚えてんのよォ。進路決めんだろ？」

「うん。まあ」

　机の上に置きっぱなしの進路希望調査書を横目で見る。

「だからさ。推すい薦せんはやめとけってこと」

「どうして？」

　お互いにわけの分からない展開だろうに、ここまでずっと楽天的、いや馬ば鹿か面づらでヘラヘラしていた自称数年後の俺おれは急に真面目まじめな顔をした。

「推薦で大学に行くことが決まった後のオレなんだけどさァ。確かにアドバイスのおかげで大学デビューは成功してェ、飲み会の多いサークルで女の子と色々あったんだけどォ……」

　なんだよ。それなら正解じゃないか。不純異性交遊学部の名に恥じない成果だろ。

　俺は思わずニヤけてしまう。

「その結果さァ、これといって何の努力もしないで四年になってェ、遊あそび呆ほうけてたオレの成績は『可』ばっか。あ、可っていうのはギリギリで単位がもらえるってやつなんだけどォ。当然欠席も多くて四年になっても週四回大学通ってたのよ。そんなんだから就活もロクにできなくてさァ。それでもどうにかこうにかつかんだ就職先もォ、入ってみたらメチャクチャなところでェ、すぐに辞めて派遣でつないでたんだけど不況で一方的にクビ。しかも滞納されてた数か月分の給料も未払いで預金の残高三十七円。みたいな？　女の子たちはさっさと見切りをつけてどっか行っちゃうしィ、もう最悪よォ」

「え、それって要するにどういうこと？」

「いくら女子と仲良くできたって人生を踏ふみ外はずしちゃ意味ないってこーと」

「と、友達は？　友達とかはどうしてるの？」

　自称未来の俺は「あー」と間ま抜ぬけ面づらに戻って頭をカリカリかいた。

「なんつーの？　その場のノリでできた仲間とかって卒業すると微妙になるんだよね。普通の友達もいるけどォ、この年になるとそうそう会って遊べないし。みたいな」

　なんてひどい話だ……。

　語り手があまりに自分そっくりだからなのか、その話は未来のことなんていうあまりに怪しい内容なのに、思わず背筋が寒くなるほどの現実味があった。

「人生はさ、最後に笑えるかどうかが全すべてだって。大人しく勉強しようぜ。な？」

　一転して必死さすら感じる表情で自称未来の俺は、俺の肩にポンと手を乗せた。

「……分かったよ。父さん母さんも勧すすめてるし、少しでも良い大学目指して勉強するよ」

　再びペンを取って今度は『受じゆ験けん』と書くためにペン先をそっと進路希望調査書に載のせた。

「待つのだぁぁぁっ！」

「うっはー！」

　今度はなんだよっ！　また調査書に変な線が入っちゃったじゃないか！

　自称数年後の俺おれに文句を言ってやろうと振り返る。

「受じゆ験けんするのはやめておけ！」

　そこには、どこからどう見ても俺なやつがもう一人。

「ひゅー。オレそっくりィ。だいぶイケてないけど」

　まさにその通りだ。自称数年後の俺の横にさらにもう一人、冴さえない顔をした俺が怒ど気きをあらわにしているじゃないか。

　サイズの合っていないよれたベージュのジャケットは、身幅が余り過ぎているせいで逆に貧相に見える。中に着ている白いシャツもアイロンを掛けていないのだろう、シワだらけでどことなく清せい潔けつ感かんに欠ける。そして大きなジャケットに反して妙に細いジーンズは裾すその丈が足りていない。曇くもり気味の眼鏡めがねのフレームはゆがんでいるし、何より寝ね癖ぐせが直っていない。

　どこからどう見ても、どこに出しても恥ずかしいくらいに格好悪い。

「この状況は約六年半前。進路希望調査書を提出するために迷っていた時で相違ないな？　どうして私がここに存在しているのかは後々考えてみる必要があるが、進路を決定するというのであれば言わせてもらおう。推すい薦せんが取れるのであれば推薦で進学するんだ」

「ええと……理由、聞いてもいい？」

　ここまでの展開を考えるとあまり聞きたくないけど。正直嫌いやな予感しかしない。

「む？　私が何者なのか問わないのか？」

「どうせ俺なんだろ？　未来の」

「ふむ。証拠を見せよう。エロ本──」

「いいから！　いいから受験をやめた方がいい理由は？」

　ていうか俺が俺だと証明するのにはそんなものしかないのかよ！

「……ふむ。進学しようと決めた私は得意科目が理数系ゆえに、理系の勉強に集中することになる」

　まあそうなるだろうな。これまた確かな俺情報だ。

「そしてその分苦手な英語を避さけてしまいがちになる。だが私が受けたい大学の学科は三科目試験だ。配点は英語が二百点、数学、化学が百点ずつだ」

「あー……それってまさかァ」

　いち早く何かを察知した自称未来の……馬ば鹿か面づらの方の俺は「アイタタタ」と天を仰あおいだ。

「浪人だ」

　なるほど。現役での合格には失敗したと。

「いや、でもさ。それでより良い大学に入れたのなら、そんなに悪い選択でもないんじゃないの？」

　俺おれにはそんなに問題があるようには思えないけど、どうなんだろうか。

「甘いっ！　甘すぎるっ！」

　冴さえない方の俺は、眼鏡めがねが飛んでいってしまいそうなほど大おお仰ぎように首を振って否定した。馬ば鹿か面づらの方とは違ってまともな話し方をするけど、これはこれでなんだかなぁ。

「よいか？　浪人したからといって行きたい大学に行けるわけではない。私の進学先は確かに希望の大学の一つだったが、心情的には第三希望だ！」

　うわぁ……そういう悲しいことを強気で言うのやめてほしいなぁ……。

「そのうえ、浪人すると決まってから両親も同級生たちもそのことにできるだけ触れないようにって変に気を遣つかわれるし、最初の熱意も芯しんになる目標が曖あい昧まいだから夏頃ごろには冷めてくるし、一年先に進学した友人たちはまぶしくて目を背そむけたくなるほど楽しそうにしているし、自分だけ置いていかれてしまったという焦しよう燥そう感かんで夜も眠れなくなるし、もう最悪だ！」

　まくし立てるような早い語り口に俺も馬鹿面もポカーンとするしかなかった。

「そのうえだ！」

　え、まだ続くの？　俺の未来黒歴史。

「理系には女子の数が異常に少ない。それはそれは悲しい四年間が待っているぞ」

　冴えない俺から衝しよう撃げきの事実が告げられた。

　ちょちょちょちょっと待て！　それは聞き捨てならないぞ！

「アルバイトは？　アルバイト先で誰だれかいい人とかいなかったの？」

「よいか？　理系、その中でも私が選んだ学科は研究などの休むことのできない授業やレポート提出が要求される授業が多く、アルバイトにはあまり出ることができない」

「し、仕事に就つけば職場でまた……」

「そのまま就職も研究職の話が来る。当然女子は異常なほどに少数だ」

　そう語る冴えない方の俺の目はあくまで真剣そのものだ。

「んー。そういう時はァ、合コンとか、自分からガンガン行かないとダメなんじゃん？」

　チッチッチッ、と、人差し指を振って見せる馬鹿面の方。イラつくなぁそれ。

「そうだな。私もそう考えた。だがな、女子のいない環かん境きようというものは男をどこまでも堕だ落らくさせる。身なりなどまったく気にしなくなってしまうんだ」

　そう言って、冴えない方の俺は居ずまいを正した。

「そして自みずから危機感を抱いた頃にようやく気が付くことになる……」

　まるで世界の終わりを予言するかのような気配に、俺も馬鹿面の方も思わず息を飲む。

「な……なにを？」

　振り絞るようにして尋ねると、小さく一度深呼吸をした冴えない方の俺は、真まっ直すぐに俺の目を見た。

「女子とどう接して良いのか分からない。いやむしろ……怖いと」

「「うわぁ」」

　思わず馬ば鹿か面づらの方と声が重なった。なんだか自分自身でコーラスを入れているみたいで気持ち悪いなこれ。

「はぁ。それで結局俺おれはどうすればいいのよ。推すい薦せん、受じゆ験けんどっちを選んでもロクなことにならないことだけは分かったけどさぁ」

「受験しておけってェ！　悪いことは言わないからさァ」

「いや、推薦だ。推薦を選ぶんだ」

「結局人生なんて最終的に良い仕事についてェ、しっかりした足場を築きずいた者の勝ちなんだってェ」

「そんなことはない。安定した職業に就ついたところで振り返ることのできる青春の思い出が何もないんだぞ。もう残された人生は仕事に明け暮れるだけで、何もロマンスなど起きようはずもない。青春は二度と帰ってこないんだ！」

「いーや。思い出なんてしょせんは過去なんだってェ。過去の栄光を語ることを楽しみに数十年も生きていくだなんて無理だね。負け組ってやつよ？　この状態」

「仮に仕事が安定していたとしても、私は間違いなく結婚できないだろう。はたしてそれを勝ち組と呼ぶことができるのか？」

「こっちは日常生活すら危ういんだってーの！」

「こっちこそもう届かない青春への渇望に押しつぶされてしまいそうなんだぞ！」

　……うわぁ自じ虐ぎやくの嵐あらしだ。

　なんだろう。俺のいる停留所には『負け組』行きと『青春なし』行きの二系統のバスしか来ないっていう感じかな。これは。

「女子と手をつないだことすらない私の気持ちが分かるか！」

「仕事がなくて一日家で寝てるだけの気持ちの方がキツイもんねー！」

　ついに不幸自慢の言い争いが始まってしまった。

　握りっぱなしだったペンを置くと大きなあくびが出た。時計を見ると時刻はもう二時を回っている。なんだか眠たくなってきた。

「デートすらしたことがないんだぞ私は！」

「オレは資格すら持ってないもんね！」

　だからこれは幻覚だ。

　そうに違いない。俺の未来はこんなに悲惨じゃないはずだ。

　きっと進路に悩む俺の脳が、不安に揺れる心がこんなものを生み出してしまったんだ。

　早く休もう。俺は言い争いを続ける二人の間を抜けてベッドへもぐり込んだ。

　担任にはもう少し待っていてもらおう。大事な進路のことだし、もう少し悩んでも許してもらえるはずだ。

　とにかく今はもう休むんだ。寝て疲れが取れれば自然とあの幻覚も消えるに違いない。

　俺おれは目を閉じた。聞こえない聞こえない。留とどまることを知らない不幸話なんて聞こえないっ！




　大事な進路希望調査書に何か毛が二本載のっかっている。

　二、三回手で払ってみたけどなくならない。って、これ昨日驚おどろいて引いちゃった線か。

　変な風に見間違えられたら恥ずかしいなぁ。

「おっはよー」

「おはよう」

　やっぱり……幻覚じゃなかったかぁ。

　がっくりと肩を落とす俺のことなど露つゆ知らず、ここにいるのが当たり前みたいな顔で挨あい拶さつしてくる未来の俺たち。もちろん二人の声はまったく同じだ。

「……おはよう」

「学校から帰ってきたら聞いてもらいたいことがある。それと進路希望についてはまだ提出しないでくれ」

「ああ……うん」

　未来の俺たちはもうすっかり落ち着いていた。あの後どれくらい言い争いをしていたんだろう。

　まあいいや。とりあえず学校に行こう。どちらにしろそんな悲しい選択肢、俺にはまだしばらく選べそうにない。

「……行ってくる」

　こんな状況では当然、授業なんて頭に入るわけもなく、ただただボーッとしていたらいつの間にか放課後になっていた。




「……ただいま」

「おかえりィー。この漫画懐なつかしいなァ」

「ふむ。帰ったか」

　……なんだか居慣れてるな、お前ら。いや、同じ俺なんだから当然と言えば当然だけどさ。

　と言うよりもなんとなくこの二人を未来から来た自分なんだ、と、落ち着けてしまった俺もどうかと思うけど。

「ではさっそく始めよう」

　俺が鞄かばんを下ろすと、冴さえない方の俺が立ち上がった。

「とりあえず座ってくれ。昨日から話をしていて気が付いたことがいくつかある」

　促うながされて机付属のイスに腰を下ろす。

「おっとっとォ」

　自分のことだと勘違いしたのか、同じように机に寄って来た馬ば鹿か面づらの方とぶつかった。

　話を聞くのは俺おれの方だからな。

「いやーゴメンゴメン。オレは一晩かけて不幸話した時にもう色々聞いてたんだったわー」

　おい。そういうのやめてくれ。一晩中盛り上がれるほどの不幸エピソードがあるって分かるだけで余計に落ち込むんだぞ。俺は。

　馬鹿面の方はそのままベッドに落ち着いた。俺たちが聞く姿勢になったのを見て、少し思案した後、冴さえない方の俺は語り出した。

「まずこの状況だが、私たち未来組の記き憶おくを考こう慮りよすると、この時点から六年後の夏頃ごろから来たことになる。未来組はともに二十四歳だ」

　と、考察を語る冴えない方は、三十代後半と言っても疑問を感じないくたびれ方だし、馬鹿面の方は修学旅行の夜みたいな落ち着きのなさだけどね。

「ある時、私たちの現状に対する不満が爆ばく発はつした。その際に共通して考えていたことが『あの時違う選択をしていたら』というものだった。あの時というのは進路を選択した時の自分、要するに今の君になる」

「はぁ……でもだからってどうして未来にいた二人がここに来られるの？　六年後には時間移動が可能ってこと？」

「いや、そんなことはない。もちろん実は誰だれかがすでにそんな装置を完成させていた。という事態があり得ないとは言い切れないが、少なくとも六年後でも時間移動なんていうシロモノは間違いなくＳＦのはずだ。理系とはいえ分野が違うから詳細は分からないが……世界を違えた三者が迷い、悩むことである種の同調を起こし、起点である時間座標であるここに引っ張られた。もしくはここに集結するようなエネルギーを生み出した。と、私は考えた」

　何だか後半から突然……。

「うっさんくさいよなー」

「言っただろう！　理系とはいえ専門外ならほとんど無知も同然なんだ！」

　高い声でヒステリックに叫ぶ冴えない方の俺。どうやら理系と言っても色々ジャンルがあるらしい。

「それって漫画っぽい展開だよね。そう考えると俺ら三者の思いが解消されることで元の状態に戻るって流れじゃない？」

「恐らくこんな事態に見み舞まわれたのは私たちが初めてだろうからな。その解決方法が間違っていると決めるに足る根拠が何一つない。むしろ昨日の言い合いのことを考えると、そこに鍵かぎがあるようにも思えてしまうな」

「そーいやさァ。ここにいる限りオレたちが年を取らないっていう話、本当なの？」

　馬鹿面の方が突然よく分からないことを言い出した。話が飛ひ躍やくしすぎていてよく分からない。

「それも推測にすぎないが、昨晩も言った通りここに来てからわずかな空腹すら感じていないし、トイレにも行っていない。それはこの世界での時間経過が、他世界から来た私たちには影えい響きようしないということの証明になると思われる」

「なるほどなー。じゃあそこについてはァ、安心なんだな」

　冴さえない方が答えると、馬ば鹿か面づらの俺おれはキューティクルヘアをサラリとすきながらうなずいた。

　本人の馬鹿っぽい人間性をそのまま表したかのような適当な反応だ。いいのかそんなんで。

　でも、なるほどこう聞くと冴えないとはいえさすがに勉強、研究を続けてきた俺だなぁ。どことなく言っていることも信頼できる気がする。

　そう考えると、時間移動が起きた理由に関しては本当に見当が付かないんだろう。

「話を戻すが、もしもこの事態の原因が私たちの心理的なものに起因しているのであれば、この世界の桜さくら井い真まさ人とが進路を決定することで何かしらの現象が引き起こされる可能性がある」

　未来組の二人が同時に俺を見た。タイミングも顔付きも同じで薄気味悪いな。

「ど、どうして？」

「ふむ。例えば推すい薦せんでの進学が選ばれれば私の願いは叶かない、受じゆ験けんしてほしいという願いは叶わないという結果が生まれ、そこに心理的な変化が生まれるからだ」

　未来組の二人はもう一度、今度はじっと俺を見つめてくる。

「でもさ、正直選べないよ。どっちを選んだところで未来はひどいもの」

　二人からの視線に居心地の悪さを感じた俺は、毛みたいな線が二本入ってしまった進路希望調査書を鞄かばんから取り出す。

「ちょっと待って！　あのさ、心がけ一つで変わったりしないのかな？　推薦でも受験でもさ、ここに気を付けていればこんな事態は回かい避ひできる、みたいな！」

　思わぬ名案の閃ひらめき。期待に満ちた声でそう尋ねる俺に反して、未来組の二人は渋い顔をした。

「それはやはり難むずかしいだろうな。授業、レポートに割かなくてはならない時間を考えると、アルバイトには参加しづらい。これはもうどうしようもない。そうなれば当然自由に使える金額は低くなり、そこから友人との決して多くはない飲み会や遊びにかかる費用を引くと、手元に残る額は雀すずめの涙だ。そのうえで周りは男ばかり。どうしたって意識は下がってしまうものだ」

　諦てい観かんをにじませた表情で首を振る冴えない方の俺。

「気を付けるって言ってもねェ。真面目まじめに授業受けて、そのまま帰ってくるってこと？　そういう人いるけどさァ、楽しそうには見えないんだよねー。それじゃ受験した場合と変わらないんじゃん？　でも賑にぎやかなサークルとか入って飲み会とか始めちゃって、楽しくなってくるとさァ、どーしても止まれないのよ。強すぎる楽しさの波に流されちゃうっつーか。今のオレみたいに後悔してれば違うんだろーけど。これからだと考えるとなァ」

　ムリムリ。と馬鹿面の俺は頭を振る。

「……あ、じゃ、じゃあさほら、受験も推薦もこの際しないっていうのはどう？　いっそのこと専門学校に行くとか」

「父さん母さんがそんないきなりの話を許すと思うか？　それにだ、専門学校というのは目標のある人の行くべき学校だ。中ちゆう途と半はん端ぱな心こころ構がまえで入学して、その道を極きわめんとする生徒たちの間で君は続けていけるのか？」

「うーん……」

　八方ふさがりだった。ついに三人とも黙だまり込こんでしまい、これ以上の言葉は続かない。

　ほとんど白紙のままの進路希望調査書。たかが一枚の紙にこんなに悩み、苦しむことになるなんて思いもしなかった。

　机の上で「早く決めろ」「早く書け」と急せかしてくるプリントをまた鞄かばんへと戻す。

「「「……はぁ」」」

　三つの重たいため息が見事に重なった。

　今日はまだ調査書の提出日だから良かった。でもきっと明日は未提出の生徒に対する呼び出しがあるだろう。

　俺おれはまた逃げるように布団にもぐり込んだ。

　騒さわがしかった昨晩と違い、妙な静けさが部屋には漂ただよっていた。













　　　第二章　　　『氷の女王』と究極の二択







　ため息とともに終了した桜さくら井い真まさ人と会議。その翌日の放課後。

「呼ばれた理由は言わなくても分かってるな」

「はい……」

　予想通り呼び出しを受けた俺おれは、職員室で詰きつ問もんを受けていた。

「今回が最後の調査だからな。迷うのも分かるけど、もう決めないと学校としてのサポートのこともあるし、桜井は前にも言ったが望めば推すい薦せんが取れる。それだっていつまでも受け付けているというわけではないからな。人数の枠が決まっている以上、もたもたしていると他ほかの生徒に決まってしまうぞ」

　うちのクラスの担任である澤さわ田だ先生は、白髪交じりの中分けをなでながら俺の反応を待っている。

　推薦での進学を選んだ場合、軽薄な大学生になって最終的には派遣切りで首が回らなくなるんです。不純異性交遊学部は就職に弱いらしくて……。

　……言えないよなぁ。こんな暗い将来設計。

　俺は馬ば鹿か面づらの語った未来を思い出してため息を吐ついた。その時だった。

「失礼します。澤田先生はいらっしゃいますか」

「お、もう一人の未提出者が来たな」

　澤田先生は俺と同じく進路希望調査書を提出していないのだろう誰だれかに手招きをした。

　わずかな沈ちん黙もくの後、その誰かが俺の右隣どなりに並ぶ。

　スラリと長い脚、高い位置に置かれた細い腰、繊せん細さいな作りの彫刻のように可か憐れんな手、一いつ糸しの乱れもない長く綺き麗れいな黒髪、広げた片手で全すべて隠れてしまいそうなほど小さな顔に凜りんとした瞳ひとみ。

「高たか瀬せ、呼ばれた理由は分かっているな？」

　もう一人の未提出者は『氷の女王』だったのか。意外な人物の登場に俺は少し驚おどろいた。

「はい。進路希望調査書についてだと思います」

「そういうことだ」

　澤田先生は両腕を組んで大きく一度うなずいた。

「うちのクラスで未提出なのは桜井と高瀬の二人だけだぞ。迷うのも分かる。でもそろそろ決めないと動き出せないだろう。毎年何人かは迷う生徒が出るから、締しめ切きりを少し早めにしてある。もう少しくらいは待てるが、誰もが通る道だ。しっかり考えて答えを聞かせてくれ。いいな？」
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「……あ、は、はい」

　決められる自信がまったくない俺おれは返事に突っかかってしまう。

　右に無職地獄、左に青春飢き饉きん。どっちの獄中生活を選ぶべきかしっかり考えろって……酷なことを言うよなぁ……。

「はい、分かりました」

　一方の高たか瀬せはハッキリと答える。きっと本人の持つイメージ通り、格好良い理由で提出が遅れているんだろうな。パイロットの道を選ぶか、弁べん護ご士し目指して勉強するかで迷っている。みたいな。

「よし、じゃあもう今日はいいぞ。悩むのも分かるが、よく考えて、答えを聞かせてくれ」

　頭を下げる高瀬にならって俺も一礼し、そのまま二人並んで職員室を出た。

　…………。

　高瀬も教室に鞄かばんを置いて職員室に来たんだろう。二人並んだままで教室への道を歩く。

　……会話がない。

　もともと高瀬と言えば無口でひたすらクール、近付きづらい『氷の女王』という呼び名で通っている。美人で身長は俺と同じくらいあり、成績が良くて運動神経も良い。それにもかかわらず部活には所属していないという一いつ匹ぴき狼おおかみみたいな子だ。

　耳にしたことのあるエピソードを思い返してみても、委員会の仕事を誰だれにも触らせることなく一人でこなしてしまった。とか、球技大会では勝って当然、獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せ、負ければ一人目を閉じ、敗軍の将のような深いため息を吐ついていた。とか、その女王様ぶりを裏打ちするものばかりだ。

　ついさっきの担任との会話も、必要最低限だけ明確に答えているって感じだったもんな。

　同じクラスなのにほとんど接したことのない高たか瀬せだけど、余計なおしゃべりなんかしないところがまさにイメージ通りっていう感じだなぁ。

　…………。

　二人の足音だけが廊下に鳴なり響ひびく。このままだと教室、下げ駄た箱ばこ、校門辺りまで一緒になるよな……。

　何か適当に間を埋める話題を大急ぎで考える。何せ俺おれたちの共通点は同じクラスであること以外に何もない。

　ああ、なんでこんなことになっちゃったんだ。

　……いや、そうだよ！　こんなことになったのには理由があるじゃないか。

「「……あの」」

　思い切って振り向いた先には、同じようにこっちを見る高瀬の顔。

　しまった！　出だしがかぶったァァァ！

「な、なんだ？」

「ああ、いやいやいいよ。高瀬が先に何か言おうとしちぇちゃし」

　何嚙かんでるんだよ俺ッ！　落ち着けっ！

「いや、大したことじゃないんだ。続けてくれて構かまわない」

　一方の高瀬の表情に焦あせりのようなものは微み塵じんも感じられない。いつもの泰たい然ぜんさのままだ。

「え、ええと、じゃあ。高瀬も進路迷ってるのかなと思って」

「ああ。一応。推すい薦せんにするか受じゆ験けんにするかで悩んでいるんだ」

「そ、そっか」

　…………。

　そして再び始まる無言タイム。

　せっかくきっかけができたんだからなんとかつなげよ俺っ。

「や、やっぱり受験でより良いところに。みたいな感じ？」

「いや、推薦だと少し遠いところになりそうなんだ」

　やっぱり高瀬くらい成績が良いと推薦でも良いところに行けるんだろうな。

「受験すると当落の問題がある。ただ、少しだけやってみたいことがあるんだ」

「なるほど、それをするには受験した方がいいってことか」

「ああ」

「小さなことでも前向きな理由とか目的があるなら、十分決め手になるじゃん！　いいなぁ……」

　つい羨うらやましくなってそう言うと、高たか瀬せは虚を突かれたように、ちょっとだけ表情を崩した。

　俺おれたちは教室に着くとお互い鞄かばんを取り、予想通り同じタイミングで廊下に出る。

　ここで変にタイミングをずらすわけにもいかないし、俺はさっきと同じように高瀬の横に並んだ。

「桜さくら井い君も悩んでいるのか？」

　その意外な問いかけに驚おどろいた。

　高瀬って俺の名前知ってたんだな。てっきり『氷の女王』の視界には入ってすらいないと思っていたんだけど。

「そうだなぁ……同じく推すい薦せんか受じゆ験けんかってところなんだけど」

「そうなのか」

　部屋に居座っている二人の俺のことを思い出して、思わず気分が憂ゆう鬱うつになる。

　…………。

　しまった。せっかく続いてた会話がまた途切れちゃったじゃないか。

　まったくあの二人は、こんなところでも余計なことをしてくれる。

　そっと横目で高瀬の方をのぞいてみる。

　右隣どなりを歩く高瀬は無言にも動じることなく、凜り々りしい視線を正面に向けたまま悠然と歩を進めている。

　……改めて見ると高瀬って、本当に綺き麗れいなんだなぁ。

　思わず目を奪われる。……って、違う！　今はそんなこと考えてる場合じゃない。

　それにしても、高瀬でも迷ったりするんだな。それも俺と同じように推薦か受験かなんてことで。イメージでは進路希望調査書を手にした瞬しゆん間かん、刹せつ那なの迷いも見せず毛筆で『受験』と雄お々おしく書いてその場で突き返してそうなのにな。ちょっと意外かも。

　それに比べて俺ときたら……。

　悲惨な未来と知ったうえで進路の選択を強しいられてるうえに、部屋に帰ればアレンジ違いの同じ顔が二つ並んでいるわけで……。

　あれ、何だか涙があふれそうになってきた。

「高瀬、あ、あのさ」

　高瀬のクールな視線が俺に向いた。

「どちらか決めたら教えてもらえないかな？　できればその理由も。どんな小さなことでもいいから参考にしたいんだ」

　その言葉は意外だったのか、高瀬はほんの少しだけ目を見開いた。

　……あれ、何言ってるんだ俺。こんなこと高瀬に頼むことじゃない。高瀬じゃなくても今日たまたま進路希望調査書の未提出で帰り道が一緒になったくらいの関係の相手に、こんなプライベートなことを聞こうとするなんて。

　同じことに悩んでいたんだっていうことで覚えた勝手な親近感と、あの二人の登場でどうかしちゃっているのかもしれないな。

　何でもない。やっぱり忘れてくれ。そう言おうとして口を開いたところだった。

「私で参考になるのであれば構かまわないが……」

　俺おれは耳を疑った。

　予想外な反応だ。自分で頼んでおいてなんだけど、こんな面倒にあの高たか瀬せが付き合ってくれるなんて思いもしなかった。

「うん。助かるよ。ありがとう」

　高瀬と俺の置かれている状況はまるで違うだろうし、高瀬が本気で俺のために進学先を決めた理由を話してくれるようなことはないだろう。この場だけの社交辞令ってやつだ。

　それでも、同じような悩みを抱える同級生のしてくれた反応に、少しは気持ちが楽になったような気がした。




　　　◆◆◆




「第十回！　きらめけ俺の未来。小さなことでも可、この進路でここが良かった大会ぃ！」

　俺は懸けん命めいの拍手で場を盛り上げようと努つとめる。

「えー。もうやりたくねーよ」

「私も同意見だ」

　それだって言うのにこいつらは……即座に否定しやがって。

「いいから。ハイ！」

　答えを促うながそうと馬ば鹿か面づらの方に視線を送ると、気だるそうに目をそらされた。

「じゃあハイ！」

　今度は冴さえない方に答えを求める。

「その……だな。あ、ああもう学校に登校する時間ではないのか？」

　こっちはこっちで話題をそらそうとしてるのが明白だ。

「いいのか？　このままじゃどっちも決め手なしのままだぞ。まあその場合、推すい薦せん枠わくは他ほかの誰だれかに取られちゃうから自然と受じゆ験けんになるけどな」

「くっ」

　冴えない方の俺が握にぎり拳こぶしを震わせて悔しがる。そして渋々と手を上げた。

「ハイどうぞっ！」

「……近所のおばさんに職業を話したら『堅実でいいわねーっ。お見合いに強いわよ！』と言われた」

　うーん。良かったことなのか？　それ。

「……ま、まあいいや。じゃあとりあえずワンポイント」

「ちょっと待ったァ！　言われたことがあるシリーズならオレも一つ思い出したァ！」

　サラサラヘアを振り乱す勢いで馬ば鹿か面づらの俺おれが右手を突き上げた。

　ポイント制にしたのは正解だったな。こうでもしなきゃ黙だまってた方が得だもんな。

「ハイどうぞっ！」

「親しん戚せきの叔父おじさんにィ、『そうか。自分に合う仕事を探しているんだな。青春だなぁ』って言われたァ！」

　どうだろう。派遣切りされてそれ言われるのってどうだろう。

「えーと……とりあえず、うん。分かった」

　そして朝日差し込む部屋に沈ちん黙もくが訪れた。

「残念だがこれ以上は思いつかないぞ。今のだって正直、受け取り方次第では褒ほめられているのかどうか分からない話ではないか」

「そーだそーだァ！　オレのだってギリギリアウトな気がしてるっつーの！」

「不幸話なら一晩できるのにかよっ！」

　いよいよ未来の俺らは不満を漏もらし始はじめた。二人はとにかく自分が選ばなかった方の進路を推おしたいらしい。

　まあ分からないでもないけどさ。自分のした選択が嫌いやで過去に現れた人間に、その選択で起きた良いことを話せなんていう難なん題だいを、数日間で十回も突き付けてきたんだから。

　それはやる気が出なくて当然かもしれない。

　でもさ。楽しかったことを話せと言って不満が返ってくるというのはどうなんだよ……。

「ほら、もう本当に時間だ。そろそろ学校に行った方が良い。遅刻が増えて推すい薦せんが取れなくなるなんて私は認めないぞ」

　結局、出し入れを繰くり返かえしたせいでヨレヨレになってしまった進路希望調査書を、またもほぼ白紙のまま鞄かばんに詰め込んで渋々家を出た。

　高たか瀬せと一緒に呼び出しを受けたあの日から数日が経たった。

　あまりに詳細な暗黒未来予想図は、聞けば聞くほど二人が未来の俺であることの疑惑を解消し、同時に進路の悩みは深みへとはまっていく。

　ここ最近で分かったことと言えば、未来組の二人はどうやら俺以外の人には見えていないらしいということだけだ。

　母さんが突然部屋に入ってきた時にはずいぶんと肝を冷やしたけど、どうやら俺がひとりごとを言っているようにしか見えなかったらしい。

　要するになんら状況は変わっていない。打開策として提案した『良かったこと大会』も御ご覧らんのありさまだ。もはや『良かったこと』ではなく『考えようによっては良かったと言えないこともない』レベルまでハードルは下がってしまっている。

　どちらに進みたいかではなく、どちらがマシかで物事を決めるのがこんなに難むずかしいことだったとは……。

　そう。俺おれは未いまだに不幸行きの二枚のチケットのどちらを取るか決められずにいる。

　そろそろ担任から催促があってもおかしくない。そう考えると気も足も重くなる。

　そんな鉛のように重たくなった脚を引きずって、どうにかこうにか教室の手前まで漕こぎつけるも──まったく気が進まない。

「桜さくら井いくん、おっはよー！」

「ああ寿ことぶきか。おはよう」

　笑顔のまぶしい元気娘が、教室の前で立ち尽くす俺を追い越して教室へと入っていく。

　寿ゆかりは今日も相変わらず元気だ。
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　その軽やかな足取りを見て思わずため息が出る。

　いつもなら軽々開けられるドアも、今朝はやたらと重たく感じるよ……。

　それでも、いつのまにか重厚な鋼鉄製に付け替えられたらしいドアをなんとかこじ開け、教室へ入ることにする。

　ガタンッ。

　なんだなんだっ。

　突然鳴った大きな音の方向に、俺おれだけでなく教室中の視線が集まる。そこには立ち上がった状態の高たか瀬せの姿。

　高瀬は教室中の生徒の視線が自分に向いていることに気が付いたのか、静かに、無言のまま席に着いた。

　どうしたんだろう。『氷の女王』は、今朝は不ふ機き嫌げんなのか？

　でも、高瀬が変なのはそれだけじゃなかった。

　午前の授業中、各休み時間、昼休み、午後の授業中、そして今、帰りのホームルームまでやたらと高瀬の視線を感じる。

　実際に目が合った回数も一回や二回じゃない。しかも、いつも席で静かにしている高瀬が今日に限ってなぜか、突然席から立ち上がっては教室をウロウロ歩き回って、また自分の席に戻るなんていう不思議な行動を繰くり返かえしていた。

　こんなこと今まで見たこともなかったんだけどな……何かやってしまったか？　俺。

　違和感を覚えながらもそそくさと帰りの準備を済ませる。もちろん帰りのホームルームが終わり次第担任に捕まらずに逃げ帰るためだ。

「起立、礼」

　放課後になると同時に教室後方を競歩スタイルで歩き抜ける。行きは地獄門だけど帰りは天国の門になるドアを開けて廊下へ飛び出し、ここから小走りに切り替える。

　今日こそ決めなきゃ。今日こそ決めなきゃ。時間が経たつにつれて重くなるプレッシャーに耐たえ切きれない！　帰ったらすぐに『第十一回ときめけ俺の未来、良かったこと大会』を開催するんだっ。

　一気に廊下を走破し、そのままの勢いで階段を駆け下りる。ここまで来れば追われているということもないだろうけど、一応急いで靴に履はき替かえて校舎外へ脱出。

　そしてゆっくりと呼吸を整える。これで一安心──。

　パタッ。

　──足音ッ！　俺は真後ろに迫る気配に気が付かなかったフリをしてもう一度走り出す。

「桜さくら井い君？　……桜井君っ！」

　なんてしつこいんだっ。今日という今日は残り二枚がどっちもジョーカーのババ抜きに終止符を打たせるつもりか？　血も涙もない残酷教師めっ。

　そうはさせるかと俺はさらに速度を上げる。

「え、桜井君？　きゃっ」

　五十歳超えのおっさんにしてはまたずいぶんと可愛かわいらしい悲ひ鳴めいを上げやがって。

　思わず俺は振り返って……あれ？

「高瀬……？」

　転んだのだろうか、アスファルトにぺたりと座り込んでいるのは、執しつ拗ように俺を追い回し悪あく魔まの契約を迫る非情な担任教師ではなく、高たか瀬せだった。

「あ、えっと……急いでいるところ悪いな」

　座り込んだままで高瀬はそう続けた。

　うーん。果たして『氷の女王』に手を差し伸べたりしてもいいものなんだろうか。でも俺おれを呼び止めようとして転んだのであれば、差し出した手をはたかれるくらいの仕返しは罰として受け入れるべきかもしれないな……。

「高瀬だったのか。ごめん。まだ進路を決められてなくてさ。担任に捕まりたくなくて、つい」

　俺は覚悟を決めて高瀬に手を差し伸べた。

「す、すまない」

　予想外の言葉と共にひんやりした感触が俺の手をつかむ。

　俺が内心驚おどろいたまま引っ張り上げると、高瀬はスカートを二、三度はたいて鞄かばんを掛け直した。

「いや、こっちこそ。でもどうしたんだ？　高瀬、俺のこと呼んでたけど」

「あ、その……進路のこと決めたら教えてほしいって言っていただろう？」

「あ、うん」

　確かに頼んでいたけど……まさかあの話を本当に覚えてくれてたのか？

「私は今朝提出してきたんだ。だから桜さくら井い君に伝えておこうと思って」

「本当に？　どっちにした？」

　推すい薦せんか受じゆ験けんか。同じ悩みを抱える高瀬が出した答えなら、未来組の不幸自慢なんかと違って参考にすべき点が見つかるんじゃないか。

　俺は一言たりとも聞き逃してなるものかと踏ふみ込こんで高瀬の言葉を待つ。

「ええと、ここに二人で留とどまっていたら澤さわ田だ先生に見つかってしまうかもしれない。歩きながらでもいいか？」

　二歩ほど進んで高瀬は振り返る。

　おっと、そうだな。何だか気を遣つかわれてしまったみたいだ。

「私は受験することにした」

「そうなんだ。でもどうして？」

「うん。やはり往復で四時間掛かるというのは少し厳きびしいと思うんだ。朝が早いと家族にも迷惑を掛けてしまう。もともと学部とかにそんなにこだわりがあるというわけではなかったしな。それと……」

　高瀬は一度言葉を切った。

「小さなことでも前向きな理由があるなら十分決め手になる。……桜井君の言葉も後押しになった」

　おや、俺なんかが言ったことが後押しになるのか。やっぱり前向きな要素があると違うんだなぁ。羨うらやましい。でも、通学時間と生活拠点から考えてって部分は使えそうだな。

「一人暮らしとかはしないの？」

「お父さんが許してくれないんだ。私には特に厳きびしくてな」

　なるほど。確かにこんなに綺き麗れいな娘がいたら一人暮らしなんて認められないよな。

「受じゆ験けんだと少しリスクもあるけど、家から通える距離のところを選べるから」

「そっかー。意外な理由かもしれない。高たか瀬せは成績もいいんだし、もっとこう崇すう高こうな理由で学校を選ぶものなんだとばかり」

「そんな立派なものではないよ」

　へえ……高瀬って苦にが笑わらいとかするんだ。

「あ、そう言えば高瀬さ、今朝ちょっと様子が変だったような気がするけど、あれどうしたの？」

「あれは……」

　突然うつむいて無言になる高瀬。あれ、何かまずいこと聞いたかな。

「……その、桜さくら井い君が来たら進路を決めたことを話そうと思っていたんだ。それで席を立ったら思った以上にイスが鳴ってしまって」

　……ということはひょっとして。

「それじゃあ、その後ずっと俺おれの方を気にしてたのって」

「あ、ああ。プライベートな話だからクラスの皆が近くにいる時に気軽に話して良いことなのか判断できなくて……それと」

　高瀬は一度視線を外して居ずまいを正すように鞄かばんを掛け直す。

　それからもう一度、俺の方に向き直った。

「約束したから。私の考えなんかで参考になるかは分からないけど、進路を決めたら最初に話そうと思って。だから、その、タイミングが……」

　意外すぎる高瀬の態度、言葉に思わず俺は開口したまま固まってしまった。

「そう、なんだ。ありがとう。高瀬って……いいヤツなんだな」

　勝手に冷たい子なんだって勘違いしてたことが、なんだかちょっと申し訳ない。

「なっ」

　なぜか今度は高瀬が硬直していた。

「べべつにこんなことくらいなんてことないだろっ。大げさなことを言わないでくれっ」

　いきなり早足になった高瀬は、校門を出たところで立ち止まり、くるりと振り返った。

「あ、あまり焦あせって決めない方がい、いいと思う。先生に催促されたりするかもしれないけど、一生のこと、だから」

「う、うん。ありがとう」

「ま、また明日っ」

　そう言い残して高たか瀬せは、俺おれの返事も聞かずに帰路を走りゆく。はためくスカートからチラチラのぞく細く白い太ももが艶つややかだ。思わず見とれそうになってしまう。

　……いやいやそうじゃなくて。

　高瀬ってずいぶん『氷の女王』っていうイメージと違っていないか？

　もっと怖くて冷たいヤツだと聞いていたし、思ってもいたんだけど。

　今日の高瀬を見る限り、確かに会話に硬い部分はあるけど、そんなイメージの欠片かけらすら見つけることができなかった。

　この落差は何なんだろう。今日は特別機き嫌げんが良かったということか？

　猛スピードで遠ざかっていく高瀬。その背を見送ってから俺も、『俺ら』が集まる俺の部屋に帰ることにした。




「あー、オレは実家だなァ。大学まで三十分くらいで着けるのに遅刻し放題みたいな？　しかもォ、卒業後も実家に居続けるはめになるっていう最悪コース」

　馬ば鹿か面づらの方の俺はそう言いながら定位置のベッドに仰あお向むけに寝転んだ。

「私は一応一人暮らしだ。合格した一番良い大学が遠方で、アパートを借りてそこで生活していた。そして就職してからは会社の寮りようという形だな」

　冴さえない方の俺の言葉に、馬鹿面の方はガバッ！と体を起こした。

「一人暮らしいいねェ！　女の子連れ込み放題じゃーん！」

　一方冴えない方の俺は「ないない」と頭を振る。

「言っておくがそんなことは一いつ切さい起きないからな。ただ家事の大変さを思い知らされるだけだ」

「……あーそーですか。この路線でも良い話はなしですか。そんな気してたけど」

　部屋に帰ってきた俺がすぐに切り出した話題が、二人の大学時代の生活様式だった。

　高瀬の話を聞いて思い付いた切り口だったんだけど……結果は相変わらずロクなものじゃなかった。

「だがどうしたんだ？　帰ってくるなり突然そんなことを聞いてくるとは。私はてっきり第十一回ときめけ俺の未来、良かったこと大会でも始めるんじゃないかと冷や冷やしていたところだったのだが……」

　……さすが年は違っていても同じ俺だ。鋭するどいな。

「いやさ、同じクラスの高瀬って子が、俺と同じように推すい薦せんか受じゆ験けんかで悩んでたみたいでさ。それで話を聞いてみたら、一人暮らしするか自宅から通うかってことが一つ要素としてあったみたいなんだよ」

「高瀬……少し心当たりがあるな。その名前」

　冴えない方の俺はこめかみをトントン叩たたきながら考え始める。ああそのクセ、俺も考え事をしている時に同じことをしてるなぁ。

「心当たりがあるのは当然なんじゃない？　同じクラスだったんだし」

「いや違うんだ。何かもっと……ここ二、三年でその名前を聞いたような気がするんだ……その高たか瀬せさんとはどのような子なんだ？」

「まあ、美人なうえに成績も全般的に良いっていう感じの子だな。でもちょっと近寄りづらい雰囲気があるかも。あだ名は『氷の女王』。でも意外といいヤツかもしれない」

「そうだ。同じクラスの高瀬涼りようという子だな。涼しいと書いて『りょう』だ」

「そうそう。その子」

「おっとォ、何考えちゃってるのォ？　あの時ひょっとしたらイケてたかもーみたいな？」

　ニヤニヤしながら馬ば鹿か面づらの方が割って入ってくる。

「そういうのは、妄想っていうんだぜー」

　ええい、肩を抱くな暑苦しいっ。あとキューティクルヘアも鬱うつ陶とうしいっ。

「いや、そういうわけではない。確かに思い返せば『氷の女王』は美人だったという記き憶おくはあるのだが……いいヤツかもしれないという話を聞くと……な」

　冴さえない方の俺おれは絡からみつく馬鹿面の腕を外して一息吐つくと、少し思案するみたいに視線を外し、何かを気に病むような表情をした。

「大学四年になった頃ころだったか……同窓会があったんだ。『推すい薦せん』は覚えているか？」

　いつの間にか未来組はお互いの呼び方を決めていたらしい。

　なるほど馬鹿面の方は推薦で進学したから『推薦』か。それだと冴えない方は『受じゆ験けん』だろうな。俺もそう呼ぶことにしよう。

「あーなんだっけェ、メールで誘いが来てた気がするー。そうだそうだ。読者モデルとの合コンとかぶったから行かなかったんだ」

　お前ってやつは……。

「その時の同窓会で他ほかの子から聞いたんだが……」

　──俺はその内容に衝しよう撃げきを受けた。

　要約すると、高瀬が悪い男にひどくだまされたっていう話だった。

「ひどいな！　いくらなんでも許せないだろそんなの！」

「あーそれはひどいなァ。でもさァ、そういうのってだまされる方も悪いんじゃないのォ？」

「確かに。二十歳も越えれば自己責任だ。その話を聞いた時は、あの『氷の女王』に限ってそれはない。と笑い話で終わったんだが、実はイメージと違う『いいヤツ』なのだったとすれば、そこに付け込まれる形で、タチの悪いやつらにまで目を付けられ追い回されたあげく、家族まで巻き込むレベルの大事になったということも、くだらない噂うわさと笑い飛ばせる感じではなくなってくる……こう、良心が痛むな」

　三人同じように重苦しい表情でうつむき、口を閉ざした。

「でもさー。人の未来のことを考えてる場合じゃないんじゃないのォ？」

　沈ちん黙もくを破ったのは『推すい薦せん』だった。

「そうだな。少なくとも数年はそんな事件起きないのだから、とにかく今は自分自身のことを考えなくてはなるまい」

『受じゆ験けん』もそれに続いた。

　未来組の視線が突き刺さる。

「言っておくけどな、お前らが来たから俺おれは悩み苦しむことになったっていうのもあるんだからな。自覚してくれよその辺り」

「ふむ、自分の敵はいつでも自分自身ということだな」

「うるさいよ」

　冷静に言う『受験』に即座にツッコんでから、俺は宣言する。

「じゃあ……第十一回ときめけ俺の未来、良かったこと大会ぃ！　今回はもう偶然電車に間に合ったみたいなレベルまで掘り下げるからな！」

「えー！　もう勘弁してくれよォ。電車に間に合ったレベルってそーとーじゃん」

「……そうなると消費期限切れの食材で作った料理で腹を壊こわさずに済んだ。くらいのことになってしまうんだが……」

　急せかそうとする二人には意地悪してやる。

　高たか瀬せの言ってくれた「焦あせらない方が良い。一生のことだから」という言葉を、俺はなんとなく思い出していた。

　うん。もう少しくらい悩んでもいいだろう。これからの人生を決める大事なわけだし、決められないものは決められないのだから。

『受験』の語った高瀬の未来については気になる。本当にいいヤツっぽいし……。

　でも、未来組の言うように、まずは進路を決められずにいる自分のことをどうにかしないといけないよな。




　　　◆◆◆




　俺は決めた。大事なことだから焦らずしっかり考えて決める。

　とは言っても、さすがに担任の近くに不用意に飛び出せるほどに強い心臓は持っていないわけで。登校も下校も担任の催促から逃げるために全体的にやや早めになっていた。

　それだって言うのに。

「日直はさすがにピンチだろ……」

　明日は日直だ。

　日直といえば、まず朝一番で職員室の担任のもとに日誌を取りに行くことから始まる。その後は各科目の宿題や資料、両親あてのプリント等があればそれを取りに行き、毎時間黒板を綺き麗れいにする。放課後は教室の掃除を見届けてからその日に出たゴミをゴミ捨て場に運び、書き終えた日誌を担任に提出してようやくお役御免となる。

　そうなれば当然、担任と接触する機会は何度でもある。しかも邪じや魔ま者ものなしの二人だけという恐ろしい状況で。

「明日の日直は桜さくら井いと……佐さ藤とうは今日風邪かぜで休んでるんだよな。じゃあ一応明日は飛ばすことにして、誰だれか先にやらないかー？」

　いや、澤さわ田だ先生。そういう風に公募するのやめてください。そんなの引き受けたいヤツいません。ていうか普通に名前順通りで佐藤の次の鈴すず木きでいいと思う。でもできれば安やす田だ、もしくは加か藤とうは……ちょっと前にやったばっかりか。

　気心知れたやつであれば進路希望を提出していないことを話して、担任と直接接触する仕事を任せてしまいたいんだけどなぁ。

　うわぁ。ほんの数秒が長くて仕方ない……ていうかやっぱり誰も名乗り出ないのな！　俺おれの人気のなさがまざまざと……。

　さらし者状態の俺は、ひたすら黒板に書かれた日付の辺りをジロジロと眺めながら救世主の登場を待つ。くっ、これじゃ仮に決まっても渋々だろうし、そんな状態で仕事を任せるなんて申し訳なさすぎる。

　どうやら明日は忘れられない厄やく日びになりそうだ……。

「はい」

　おおっ！　今日から君は心の友だっ。誰だ？　安田か？　それとも意外に山やま中なか辺りかっ？

「よし、じゃあ高たか瀬せな。頼むぞ」

　……高瀬？　高瀬って言ったか？

　日付の欄らんの下に小さく作られた日直の枠。そこに書かれた桜井という文字の隣となりに、担任が高瀬と書き加えた。

　高瀬が自分から名乗り出ること自体めずらしいけど、日直の穴埋めをするなんて本当に意外だな。

「よーし、じゃあ今日は終わるぞー。号令」

「起立、礼」

　帰りのホームルームが終わり次第、予定があるのか担任は早々に教室を出て行った。それと同時に立ち上がった高瀬は鞄かばんを肩に掛け、まっすぐに俺のところにやってくる。

「桜井君、明日のことだけど」

「日直のことな。ありがとう。でもなんで立候補してくれたんだ？」

「進路、まだ決まってなさそうだったから。朝、日誌とか取りに行くのに困っているんじゃないかと思ったんだけど……違ったかな？」

　……いや、まさにその通りです。

　俺おれは高たか瀬せの問いに首肯で応こたえた。

「日誌、プリント等の受け渡しは、私がしよう」

　なんだろう。雪女が熱々の緑茶を振ふる舞まってくれたような温度差に、もう何を言っていいのか分からない。

「ひょっとして……迷惑だったか？　差し出がましくなってしまうのではないかと思って、手を挙げるのに少し迷ってしまったんだが……」

　高瀬は心配そうな顔で俺の反応を待っている。

「ああいや……優しいんだな。高瀬って」

　自然とそんな言葉が口からこぼれた。

「だっ、だから全然そんなことはないっ。どちらにしろ私もそろそろ日直だと意識していたから気が付いたというだけだっ」

　すると高瀬は、何を気にしているのか明後日あさつての方向に顔をそらした。

「とにかく、おかげで助かったよ」

「……まだ、悩んでいるのか？」

「まあね……悩んでる間に何かできることでもあれば、また違う考えとかが浮かんだりするのかもしれないけどさ」

「そうか。桜さくら井い君は普段、自宅でも勉強するのか？」

「いや、あんまり。宿題とか小テストがあったり、次の授業で当てられるって分かってる時は少しやったりするけど」

「それだったら不得意科目の底上げを図はかってみるというのはどうだろう」

「英語か……」

「英語が苦にが手てなのか」

　それは間違いない。何せそれが原因で一浪することになるみたいだから。

「受じゆ験けんするのであればもちろんだけど、推すい薦せんを選ぶにしたってこれからのテストの結果は大事になるわけだし、弱点の強化をしておいて損はないと思う」

　言われてみればそうだなぁ。どちらにしろ英語は通る道だし、ひょっとしたらそこから二つの選択肢を一つに絞るための何かが見つかるかもしれない。

「そうだな。何かありがとうな。高瀬」

「あ、ああっ。じゃじゃあ明日は私が日誌を取りに行くから、桜井君はいつも通りの時間でいい」

「分かった。重ね重ねありがとうな」

「そ、それじゃあまた明日っ」

　高瀬は廊下にあふれる生徒たちを華か麗れいに避よけながら一目散に廊下を突っ切っていった。

　とにかくこれで助かった。

　進路を決められていないのは仕方ないことだと思うけど、高たか瀬せには迷惑を掛けてしまってる。だからせめて、決まったら最初に高瀬に報告することにしよう。

　……それにしても、高瀬って本当にイメージと違うな。日直のことにまで気に掛けてくれるなんて、本当に気の付く優しい子じゃないか。『氷の女王』っていう呼び名はどこから出てきたんだろう。

　そんなことを考えながら家路に就ついた。




　その晩、俺おれは英語の勉強を始めてみることにした。




　　　◆◆◆




「よ。おはよう高瀬」

「桜さくら井い君？　どうしたんだ？　来るのが早くないか」

　日誌を片手に教室へやってきた高瀬に、俺は軽いノリで挨あい拶さつする。

「たしか高瀬の方が学校まで遠かったよな。それなのに俺のために早く登校させて、当の俺だけ重役登校ってわけにもいかないからさ」

「そう、か。あ、ありがとう。日誌は私が書こうと思うんだがいいか？」

「うん。ありがとな。じゃあ今日一日のまとめ部分は二人とも書かないといけないから、今書いちゃうよ」

「えっ、今書くのかっ？」

「おう。今書くぞー。何だったら次回の分も書いてやる」

　朝練組すらまだ来ていない二人だけの教室。その静けさの中を、秋を感じさせる爽さわやかな涼風が吹き抜けていく。たまにはこんな朝もいいかもしれない。

　そんなことを思いながら俺はペンを取った。

『今日は高瀬さんががんばってくれて助かりました。高瀬さんは黒板消し二刀流で黒板を割らんばかりの力で乱打し、教室中がイリュージョンのごとく白く煙りました』

「こらっ。なんてことを書くんだ」

　ぺしっ。

　驚きよう愕がくの事実。高瀬が俺にツッコミを……しかもチョップ。高瀬チョップ。

「ふふっ。意外に桜井君はイタズラ好きなんだな」

　横に立ってのぞいていた高瀬は柔らかく、そして諦てい観かん気味に笑う。だから俺は調子に乗って、

「いや、事実にすれば良いだけだ。頼むぞ高瀬っ」

　ぺしっ。

　すかさず二発目をいただきました。

「黒板とゴミ捨ては俺おれがやるから日誌とプリントについてはお願いします」

「分かった」

　なんだか楽しくて、俺もついつい笑みをこぼす。……高たか瀬せと一緒なら日直も悪くないな。

　こうして、どんどん解氷されていく『氷の女王』高瀬をパートナーに、日直としての一日が始まった。

　各授業が終わる度たびに黒板を一応二刀流で消す。高瀬は、律りち儀ぎにも授業の簡かん潔けつな内容を書く欄らんを毎時間ごとに埋めていた。こうやって上手うまいこと分担して日直仕事をこなしていた俺たちだったけど、問題は体育の授業後に起こった。

「桜さくら井いー。次の時間プリント配るから早く着替えて取りに来いって」

　グラウンドからの帰り際ぎわにそう言付けられたのだろう同級生の言葉に、俺は窮きゆう地ちに立たされた。

「……まずい」

　次の時間は英語だから担当は担任の澤さわ田だ先生だ。

　男子の授業が少し早めに終わったのがこんな形で裏目に出ようとは……。

　早々に着替えるつもりではいたけど、飲み物でも買って次の授業までの一時をのんびり過ごすつもりだったのに。

　とりあえず着替えだけは済ませて廊下に出てみるも、どうしても気が進まない。

　ウロウロと廊下を行ったり来たりしてしまう。

「桜井君。どうしたんだ？」

　声を掛けてきたのは高瀬だった。

　体たい操そう着ぎからのぞくモデルのように長い脚と腕。そして月明かりのような白い肌に映はえる長い黒髪は高い位置で一本にまとめられている。ポニーテールというやつだ。

「高瀬……次の授業でプリント使うみたいでさ」

「分かった。すぐに着替えて取りに行ってくるから、桜井君は教室で待っていてくれ」

　そう言うや否や、高瀬は女子更衣室化している隣となりの教室に駆け込み、あっという間に着替えを済ませてそのまま職員室へと向かう。
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　俺もすぐに高瀬の後を追いかける。

　高瀬は教室で待っているよう言ってくれたけど、次の授業までの時間は短い。プリントの量が多いようなら高瀬だけで運ぶには厳きびしいだろう。

　職員室に近付くのはリスクが高いけど、俺のために急いで着替えまでしてくれた高瀬に続こうじゃないか！

　──物陰に、隠れながら。

　高瀬は三分と掛からずに職員室から出てきた。

　その手にはわずかな枚数のプリント。一人一枚ってところか。

「なんだよ……それくらいの枚数なら自分で持ってこいよなぁ」

「そんなに小声にしなくても職員室の中までは聞こえないと思うぞ」

　忍者のように柱に身を隠す俺おれを見て、高たか瀬せは楽しそうに笑った。

「でも、どうしてついてきたんだ？　見つかってしまったら元も子もないだろう」

「いや、プリントの枚数が多いようなら、かよわい女の子一人に運ばせるわけにもいかないだろ」

「なっ！　な、何を言ってるんだ！」

　高瀬は、あわあわとしながら驚おどろきの声を上げた。

「わ、私は体も大きいし、プロポーションが良いわけでもない……から……大丈夫……だ……」

　すげえ。訊きいてないことにまで答えながら落ち込んでいく……。

　分かりやすく胸元を見ながら落ち込んでいる高瀬。その背は確かに高い。でもプリントを持つ肩は華きや奢しやで細かったりするし、十分女の子らしいと思うけどな。

「高瀬は背が高くて華奢だからこそ、可か憐れんな感じがしていいと思うぞ俺は。さて、ここは早々に身を隠すからプリントの配布をよろしくな」

　そう言い残して俺は、いったん教室とは反対方向へ向かう。

　着替えてすぐにプリントを取りに行ってくれたんだから喉のども渇いているだろう。自販機コーナーで飲み物を二つ買って教室へと戻ることにする。

　すでにプリントが行き渡っているのを確認して高たか瀬せのもとへ。何事もなかったかのように涼やかな雰囲気で席に着いている高瀬の机に、買ってきたばかりの缶を二つ置く。

「はい、これさっきのお礼。片方は炭酸系な。どっちがいい？」

「え、あ、いいのか？」

「もちろん。女子らしくお茶かアイスティー、もしくは体育の後だしスポーツ飲料とかと迷ったんだけど」

「……これはそのどれとも違っていないか？」

「そう。乳酸飲料。まあ、その、なんだ、効きくって言うからな」

「そうか……すまないな……」

　高瀬は、心こころ遣づかい痛みいる。とばかりにプルタブを静かに開けて口を付けた。そして「ふう」と可愛かわいらしく一息吐ついたかと思うと、

「こらっ」

　ぺしっ。と俺おれの脳天にチョップを入れた。出た、高瀬チョップ。

　それも貴重な『氷の女王まさかの時間差ツッコミ』の瞬しゆん間かんだ。

「いやーでも高瀬がいなかったらどうなってたことか」

「上手うまく回かい避ひできて良かったな」

「今日ももう残り三時間か。引き続きよろしく頼むなっ」

「……わかった」

　高瀬は苦にが笑わらいしながらもそう答えてくれた。

　俺は自分の席へと戻って次の授業の準備を終えると、そっと高瀬の方をのぞいてみた。

　配布したばかりのプリントに目を通しつつ、高瀬は乳酸飲料に口を付けている。

　そして表記された成分表を何やら難むずかしそうな顔をしながら眺めて、視線を自分の胸元へ。

　そんなに早く効果は出ません！




「終わったー！」

　教室前方に集めていた机を元の配置に戻し終えたのと同時に、可愛かわいらしい声が上がった。

　見れば掃除用具をそそくさと片付け、鞄かばんを抱えたちっさい女子が、短い髪を振り乱しながら今まさに教室を出ていこうとしているところだった。

「それじゃあ桜さくら井いくん、ゴミ出しよろしくねっ」

　そんな、ひいき目に見ても中学生くらいにしか見えないその女子は、思い出したかのように廊下からひょっこり顔だけ出して、満面の笑顔を向けてくる。

「何慌ててんだよ。何か約束でもあるのか？」

「授業中に突然アイスが食べたくなっちゃって、もう我慢できないんだよっ」

「おお、それは呼び止めて悪かったな」

「チョコチップクッキーが呼んでるのだよっ！　ふふふ。今日はトリプルを頼んで三段全部チョコチップクッキーだ！　それじゃあまたねーっ」

　ぶんぶんと大きく手を振って元気に駆け出していく。

「寿ことぶきは今日も元気だなぁ」

　クラスの元気印。寿ゆかりは猛スピードで廊下を駆け抜けていった。

　さて、ゴミ出しに行くか。

　教室の掃除が終わってまとめられたゴミは紙類、ビニール袋、空き缶、ペットボトルの四種。意外にかさ張るこいつらを一回で持っていくのはなかなか大仕事だけど、正直二回に分けるのは面倒すぎる。だから高たか瀬せには書き終えた日誌を提出しに行ってもらって、俺おれがゴミを出しに行くという分担を提案した。

　高瀬がゴミ袋を抱えている姿もそれはそれで見てみたい気もするけど。

　そんな想像をしながら、四つのゴミ袋を種類ごとにそれぞれの専用コンテナに入れる。これで今日の仕事は全すべて終了だ。

　よし、鞄かばんを取って帰ろう。

　……それにしても今日という日が無事に終わってくれて良かった。これも高瀬のおかげだな。

　担任に捕まったらあれこれ言われるに違いないし、言われたところで何かが決まるわけじゃない。それじゃあ言われ損だもんなぁ……。

　ついつい本音をこぼしながら教室に入ろうとすると、反対側のドアから慌てて駆け出していく姿が一つ見えた。

「あれ、誰だれだろう今の」

　まあ、忘れ物でも取りに来たってところだろうな。

　そう考えながら机に戻ると、なんと俺の鞄が勝手に開けられ、中身が乱雑に机の上に放り出されていた。

　さっきのやつって物もの盗とりかっ！

　慌てて鞄の中身を確認する……いや、中身って……。

　財布も携帯もポケットに入れてる俺は、鞄になんてせいぜい筆記用具とその日分のノートを数冊くらいしか入れてない。

　案の定、盗られたものなんて何もなかった。

　まあなんだ、ハズレを引いたってところだろう。これを機に、もうこんなことはやめるといいよ。

　あらためて鞄に少ない荷物を押し込んでいく。床に落ちていた進路希望調査書は、拾い上げると同時に即、鞄の最奥行き。もうここ最近はどんなささいな理由でも、気分が盛り上がった瞬しゆん間かんに書き込めるように肌身離さず持ち歩いているけど、物盗りに入られても手元から離れていかないとか、なんだかもう憑とりつかれてる気分だな……。

　ため息を吐つきながら鞄かばんを閉じて、教室を出ようとすると、高たか瀬せもちょうど戻ってきたところだったらしく、今朝と同じように二人だけになる。

「教室に戻ってくる時に誰だれかとすれ違った？」

「いや、特に誰とも会わなかったが」

　運の良いヤツめ。タイミング、方向的にはかなりの確率ですれ違いそうなんだけどな。

　でも……ま、いいか。何も盗とられてないし。

「にしても日誌出しに行っただけにしてはずいぶん時間掛かったんだな」

「進路のことを話していたんだ。それと……桜さくら井い君のことも少し聞かれた」

「まだ決まらないのかって？」

　高瀬はこくりとうなずいた。

「桜井君はすごく迷っています。大事なことですし、なかなか簡単には決められないみたいです。と、言っておいた」

「おお……助かった本当に」

　どこまでいいヤツなんだよ高瀬は。

　そう思った瞬しゆん間かん、チクリと胸が痛んだ。

　……『受じゆ験けん』の話を思い出したからだ。

「どうした？　帰らないのか？」

　背筋の伸びた綺き麗れいな姿勢のまま高瀬は振り返った。

「あ、いや。帰ろう」

　鞄を取り、ドアの前で待つ高瀬の横に並ぶ。二人の目線の高さはほとんど変わらない。

　……高瀬が優しい子なのはもう間違いない。疑う余地もない。

「高瀬って背高いよなー」

「私としてはもう少し小さく可愛かわいらしい方が良かったんだが……」

　でも、それは同時にあの話、高瀬がひどい目に遭あうっていう例の噂うわさが事実であることの証明なのかもしれない。

「へえ。そんなこと気にしてたりするんだ」

「大きいと目立つしな……しかもうちは妹が小さく女性らしい体形をしているから余計に際きわ立だってしまうんだ」

　高瀬は肩を落としながら歩を進めている。

『氷の女王』が本当はこんなにいいヤツで、モデルみたいなスタイルをしているのに、自分の体形を気にしているような身近な存在だって、どうして誰も気付かないんだろう。

　綺麗なうえに、可愛い性格してるんだよな……高瀬は。

「桜井君？」

「ん？　あ、ああ」

　気に掛けるような高たか瀬せの視線で現実に戻る。

　……どうやら少し考え込んでしまっていたみたいだ。

「でもさ、高いって言っても女子の中では、ってくらいだし、そんなこと気にならないくらい可愛かわいいところあるよな。高瀬には」

　そんな風に言ったところで、不意に高瀬の足が止まった。いつの間にか校門の前まで来ていたみたいだ。

「今日はありがとう。助かったよ……どうかした？」

「へっ？　いや、な、なんでもない」

　なぜか高瀬は、しどろもどろになって答えた。

「まっ、まあどっちにしろ日直は回ってくるからな。そ、そんなことより早く進路、決められるといいな」

「そうだなぁ。何かきっかけが一つでもあればいいんだけどな」

「……な、何かあったら話してくれ。先生ほど当てになるはずもないが、誰だれかに話すことで気が楽になることもあるだろうし……私で良ければ」

「悪いな。何度も何度も頼っちゃって」

「いや、構かまわない。そ、それじゃあまた明日」

　そう言って振り返った高瀬は足早に行ってしまう。ふわりと揺れた長い黒髪から爽さわやかな香りが舞まい、鼻先をくすぐっていった。

『受じゆ験けん』から聞いた高瀬の未来。そのことを思うと胸がぎゅっと締しめ付つけられる。

　俺おれはその場で突っ立ったまま、遠ざかっていく高瀬の背中を見つめていた。

　やがてその姿が見えなくなる頃ころ、俺の中で小さな決意が生まれていた。
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「聞いてほしいことがある」

　帰ってきて早々に、俺は未来組の二人にそう切り出した。

「実はァ、俺も思い出したことがあるんだけどォ」

　割って入ってきたのは『推すい薦せん』だ。

　もしかして……高瀬の未来のことか？　俺は言おうとしていた言葉を飲み込んで『推薦』に話を進めるよう促うながす。

「大学入ってすぐの頃だったかなァ」

　ちょっと待て。それってわりとすぐの話じゃないか。俺はその唐突さに思わず喉のどを鳴らした。

「母さんにィ、隠してるエロ本見つかるんだわ」

「それは悲ひ劇げきだな。私は一人暮らしをするために引っ越したからそんなことは終ついぞ起きなかったが……想像するだけで身の毛もよだつ」

「どういうわけかー、母さん。その時に限って図ず鑑かんが必要だったみたいでさァ」

「なぜそういう物を見つけるのはいつも母さんなのだろうな」

　順番譲ゆずらなきゃよかった。

「……それでさ、実は二人に聞いてほしいことがある」

　俺おれは仕切り直すことにした。

「進路を決めようと思う」

「マジでェーっ！」

「本当か！」

　未来組の二人は勢いよく立ち上がって俺を取り囲む。二人の俺を見る目は期待に満ちあふれていた。

「「どっちだ！」」

　うわ。どっちも鏡で見慣れた自分の顔に似ていて気持ちわるっ。

「……受じゆ験けんしようと思う」

「いいいよっしゃあァァァ！」

　飛び上がって拳こぶしを突き上げる『推すい薦せん』。一方その横で『受験』はため息を一つ吐つき、何かを思案するみたいな難むずかしい顔をしながらこめかみをトントンし始めた。

「なぜだ？　それなりの理由がないのであれば私は認めんぞ」

「分かってる。だから最後まで聞いてくれ。受験はするんだけど、『受験』が選んだ大学じゃなくて、目標を今狙ねらえるところから一ランク上の学校にしようと思う」

「む。どういうことだ？」

　ウザい長髪を振り乱しながら小こ躍おどりを続ける『推薦』の傍かたわらで、『受験』は妙に落ち着いたまま眼鏡めがねの位置を直した。自分の意思と違う結果だし、もっと慌てふためくと思ったんだけどな。

「実はさ。決め手は本当に見つからなかったんだ。正直なところ、最悪サイコロとかジャンケンとかを考えてた。でもさ、この前話題になった高たか瀬せ涼りよう。最近縁えんがあって色々一緒だったんだけどさ、これがもう本当にどうしようもないくらいいいヤツなんだよ」

　さすがにこれは意外な展開なんだろう。『推薦』も小躍りをやめて、静かに俺の言葉に耳を傾かたむけ始はじめた。

「それでさ、高瀬がいいヤツってことは、いつか高瀬はひどい目に遭あうってことだろ。なんていうか、耐たえられなくなっちゃってさ。今日もすごい助けてもらったし。『氷の女王』なんてあだ名が全然似合わない、いいヤツなんだよ」

「む？　それと受験を選んだこととどう関係があるんだ？　……まさか」

「そう。高たか瀬せと同じ大学を受けてみようと思う。その時がきたら助けてやれるように。家から一時間程度の距離だし、目標としても父さん母さんが十分納得できるレベルだからさ。もちろん滑り止めも受けるけど」

「なるほど。受じゆ験けんを選択するが行き先は違うということか。女子が絡からんでの受験というのは私たち未来組の折せつ衷ちゆう案と言えなくもない。まあ私の中では少し現状への見解も変わってきているし、それで構かまわないと思うぞ」

『受験』はただ静かに俺おれの提案を了承してくれた。

「俺もいいよー。受験してくれるならァ、なんでもオッケー！」

　元々受験を推おしていた『推すい薦せん』は、どうせ何も考えていないのだろう。親指をグッと突き上げて見せた。

「安易かもしれないけどさ。他ほかに何も決定打になるものが見つからない俺としては、色々助けてくれた高瀬に恩返しの意味も含めて、今のこの気持ちを理由にしてもいいかなって思ったんだ。ほら、結果として意気も目標も上がってるしさ」

「……ふむ、分かった。そういうことなら何も言うまい」

　それでも、自分の意見と違う進路に決まったことに思うところがあるのか、『受験』は複雑そうな顔をしていた。

「オッケーオッケー。ガンバレ俺ェ。っていうかさァ、その高瀬ちゃんのことが好きになったとかじゃないのォ？　この展開ってェ」

　ウザ髪をかき上げつつ『推薦』がイヤらしい視線を向けてくる。

「えっ？　な、なんでそうなるんだよ。高瀬は確かに美人だけどな。これだけ進路に悩んでる状態でそんな余裕があるもんか。あれだよ、あれ。そう、いいヤツすぎて放っておけないっていう感じだよ」

「ほほお。なるほどねェ」

『推薦』め。ニヤニヤしやがって。

　とにもかくにも、これで俺はちょっと意外な理由だったけど進むべき道を決め、歩き出すことができた。

　そうと決まればスタートは少しでも早い方が良い。早さつ速そく弱点である英語の強化を図はかろう。

　……とりあえず、お気に入りエロの隠し場所を変えてから。
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「そうか！　良かったな！」

　翌日、他の誰だれよりも早く高瀬のもとへと駆けつけた俺は、進路を決めたことを伝えた。

　高瀬は我がことのように喜んでくれた。

　普段の姿からは想像もつかないようなまぶしい高たか瀬せの笑顔の前に、俺おれの決意はさらに燃え上がる。決心できて良かった。

　それにしても本当に……高瀬は優しいよな。

　絶対に、絶対にひどい目になんて遭あわせたくない。

　数日にわたって鞄かばんに押し込みっぱなしにしていた進路希望調査書を取り出し、高瀬の見ている前で俺は受じゆ験けんと書き込んだ。

「行ってくる」

「ああ。行ってらっしゃい」

　笑顔の高瀬に送り出されて職員室へと向かう。

　昨日まであれだけ逃げ回っていた担任の前に、翌日には自分からおもむくことになるなんて思いもしなかったなぁ。

　感かん慨がいに浸ひたりながら職員室のドアを開けると、すぐに担任と目が合った。もう担任の方も用件は分かっているという顔だ。

　ちっとも手元から離れていかないジョーカーのような感覚で持っていた進路希望調査書を差し出すと、受け取った担任はすぐに紙面を確認した。

「お？　結局受験にするのか？　ちょっと前に推すい薦せんにするって言っていなかったか？」

「あれ、そんなこと言いましたっけ？」

　誰だれと勘違いしてるんだ、それ。

「ああ、つい先日電話でそう言ったじゃないか。それで答えが出たなら希望調査書に書いて、もう一度先生のところに来なさいって言ったから来たんだろう？」

　そんな覚えはないんだけどな……いや、待てよ。こんなことができるやつに二人ほど心当たりがあるじゃないか。この場合は……『受験』か。

「いえ、受験でお願いします」

　まったく。同じ声で話すことができるって状態をこう使ってくるとは。油断も隙すきもないな。

「ふむ。もう一度確認するぞ。本当に受験でいいのか？」

「はいっ」

　きっぱりと返事をすると、担任は俺の覚悟を確かめるためか、じっと俺の様子を無言でうかがってくる。

「……よし分かった。そうと決まったらしっかり勉強しろよ」

「はい。そのつもりです」

「よし、これで全員だ」

　担任は満足そうにうなずいた。進路希望調査書の表面を二度ほど手で払って怪け訝げんな顔をしてからファイルに挟み、一番下の引き出しに収めた。

　うわ、やっぱり見間違われた。だからそれは毛じゃないっての。

　職員室を出ると長いプレッシャーから解放された反動か、気が抜けてしまって思わず足元がフラついた。

　振り返ってみるとたったの数日のことなのに、なんだかものすごく長いこと悩んでいたような気がする。とにかくこれで、進路の悩みからは解放されたんだ。

　さて、ここからはまた違う闘たたかいになる。

　受じゆ験けん。そして高たか瀬せが数年後につらい思いをしなくて済むように。

　教室に戻ると、高瀬は笑顔で俺おれを待っていてくれた。

「お待たせ。帰ろう」

「ああ」

　俺たちは並んで教室を出た。

　解放感に浸ひたりつつ、隣となりを歩く高瀬の横顔をうかがう。

　つややかな黒髪の隙すき間まから見えるその表情は、とても温かな笑みに彩いろどられていた。

　なんで、そんなに嬉うれしそうにしてるんだ……俺のことなのに。

「そ、そう言えば高瀬はさ、テレビとか観みるの？」

　なんだか気恥ずかしくなって、俺はついそんなありがちな話題を振った。

「ああ、あまり観る方ではないと思うが、少しくらいなら」

「へえ、どんな番組を観てるの？」

　高瀬も流行のドラマを観たりするんだろうか。そんな風には見えないけど。

「バラエティ番組ばかりだ。私はお笑いが好きなんだ」

　それはまた意外だなぁ。まさかと思うけど腹を抱えて笑い転げてたりはしないよな？

「意外だな」

「そうか？　私も一度はボケてみたいとか思っていたりするんだけどな」

　ふふっ、と高瀬は微笑ほほえんだ。

「マジか……予想外すぎて想像もつかないな。あ、試しに俺とやってみるか？」

「いや、実際に自分がやるというのはさすがに無理だろう」

　胸元で両手を振って拒否する高瀬。とりあえず反応を試してみよう。

「いやいやそんなことないって。ぜひ俺とやってみてくれ」

「む、むちゃなことを言うな」

「……ダメ？」

「んー……」

「じゃあ俺がやるよ！」

　力強く俺が右手を上げると高瀬は目を白黒させた。

「じゃあ俺がやるよ！」

　続いて今度は左手を上げ、期待の視線を送る。

　俺おれはそのままの状態で高たか瀬せの反応を待った。

「……じゃ、じゃあ私がやろう」

「どうぞどうぞ」

　ぺしっ。高瀬チョップ。

　すぐにチョップの手を引っ込めた高瀬は、恥ずかしそうに視線をそらした。

「おおっ。できるじゃん！」

　やるな高瀬。これはなかなかいけるかもしれないぞ。

　乗っかってくれる。これだけでも全然受ける印象は違ってくるものだ。

「なぁ高瀬、『高瀬チョップ』って言いながら今のもう一回やってもらっていいか？」

「え？　ええっ？　なんだそれはっ？」

「いいから早く」

　いぶかしがる高瀬に一歩近寄ってチョップを求める。さあ、チョップするんだ高瀬。

「……どうしてもか？」

「どうしてもお願いします」

　有無を言わさず高瀬の方に頭を向ける。高瀬は恥ずかしそうに口をつぐんでキョロキョロと辺りを確認してからおずおずと右手を持ち上げた。

「た、高瀬チョップ」

　ぺしっ。

　ぴこん。その瞬しゆん間かん俺の頭上にひらめきの電球がパッと点灯した。思い浮かんだぞ、高瀬を守るための最初の一手が。

「おお、いい感じだなそれ。高瀬のネタにできるんじゃないか？」

「な、なあ桜さくら井い君」

　高瀬はまだ恥ずかしさが引かないのかうつむいたままだ。

「これは……」

　やっぱり普段静かな高瀬がいきなりネタとしてやるにはハードルが高すぎるのか？

　むしろいつも物静かでクールなイメージで通っていて、美人で格好良くて『氷の女王』なんて呼ばれる存在だからこそ『チョップ』っていう響ひびきが面おも白しろいと思ったんだけど……。

　そのうえ自分の名前を乗せちゃっている辺りがさらにいいと思うんだけどなぁ。

　高瀬は俺の反応をうかがうようにそっと顔を上げた。

「これはツッコミ用の技じゃないのか？」

　そこかよっ！

　ああごめん。今の良かったと思うけど、心の中でツッコんでしまった。

「でもいい武器になると思うぞ。なんか高瀬のキャラクターとギャップがあって」

「そ、そうか……？」

　高たか瀬せも満更でもなさそうだ。気に入ってくれたのか口元が微かすかにほころんでいる。

「あ、そうだ高瀬さ、携帯の番号教えてくれないかな？」

　校門の前にたどり着いたところで俺おれは唐突にそう切り出した。

　携帯を取り出して高瀬に見せる。あの高瀬にアドレスを聞くだなんてずいぶんと勇気のいる行為のはずだったのにな。最近知ったこの高瀬になら、そんな緊きん張ちよう感かんを抱くことなく聞くことができた。

「あ、ああ。か、構かまわないが」

　高瀬は鞄かばんから淡いブルーが綺き麗れいな携帯を取り出した。

　ストラップ程度の装飾すらされていないのが高瀬らしいな。

　これからのことを考えれば高瀬との連絡はいつでも取れた方が良いはずだ。俺は、赤外線通信をしようと、送信設定にして高瀬の携帯の方に向ける。

「ん？　どうしたんだ？」

　高瀬はアドレスを直接登録しようとしているのか、俺の携帯をのぞき込んだままでいる。

「あ、いや赤外線で」

「あ、ああ。せ、赤外線だな」

　そう言った高瀬は突然携帯をあれこれいじり出したかと思うと、今度はパカパカ開けたり閉めたりし始めた。

「高瀬？」

「あ、ええと、その、実は赤外線の使い方……よく分からなくて」

　おおっ、マジか。それはまためずらしいな。

「ちょっといいか？」

　手を伸ばすと高瀬はためらいなく携帯を渡してくれた。

「これでこうして……よし」

　戻ってきた自分の携帯を高瀬はじっと見つめて通信の成功を確認したかと思うと、

「うん、ありがとう。そ、それじゃあまた明日な」

　またも短距離ランナーばりの疾走で帰っていった。

　こうやって高瀬の細い背を見送るのは何度目のことだっけか。

　やっぱり高瀬にはつらい思いはしてほしくない。

　そんな風に思ったところで、どういうわけか『推すい薦せん』のニヤニヤ顔を思い出して、俺は頭を振った。これはそういうのじゃない、高瀬のためだ！

　そして決意を再確認するように大きく一度うなずいてから俺も家路を進み始める。

　今日は大きな収しゆう穫かくがあった。『高瀬チョップ』の開発によって生まれた作戦だ。

　通い慣れた通学路を進みながら、どういう形でその作戦を進めるべきかシミュレーションしてみる。

　よし。明日は少し早めに登校しよう。さっそく作戦を開始するんだ。




　帰宅した俺おれはさっそく、高たか瀬せにメールを送ってみた。

　内容は単純に、進路が決まるまで色々助けてくれてありがとう。といったものだ。

　あまり携帯に慣れていない感じだったわりに、高瀬の返信はずいぶんと早かった。

『無事決めることができて良かったな。これからが大変だろうけど、がんばろう』

　その簡かん潔けつで、それでいて高瀬らしい文面を、俺はただただしばらく見つめていた。

「なーにニヤニヤしてるんスかァ。あ、ひょっとしてェ、高瀬ちゃんと何かあった？」

　右頰ほお辺りに感じるサワサワ感に振り向くと、ニヤけ顔の『推すい薦せん』が横からのぞき込んできていた。

「に、ニヤニヤなんてしてねえよっ！」

「あー、さてはそれ。高瀬ちゃんからのメールっしょ。ちょっとケータイ見せてみィ」

　くっ、本当にこういう時は鋭するどいなコイツはっ！

　俺は『推薦』から隠すようにさっさと携帯をポケットにねじ込んだ。

「そっ、そうだ！　電話と言えば『受じゆ験けん』、勝手に担任に電話しただろ！」

　そして、担任から聞いて発覚した例の事件のことを取り上げる。

「む？　なんのことを言っているんだ？」

　すると『受験』は眉まゆをひそめてそう答えた。

「いや、担任が俺から推薦を取る旨むねの電話が掛かってきたって言ってたんだよ」

「なんだよそれェ！　ズルいじゃねェーか！」

「そのようなことをした覚えはない！」

『受験』はヒステリック気味に否定する。その表情はわずかに困惑しているようにも見える。

「あ、そういえば数日前に学校で鞄かばんが荒らされてたこともあったんだけど、あれもどっちかが絡からんでるんじゃないだろうな？」

「私はこれまで単独でこの家から出たことはない」

　そう言って『受験』は『推薦』に疑惑の視線を向ける。

「いやいやいや！　オレだってここ数日、一人で出かけた覚えはねえって」

　部屋の中に妙な空気が漂ただよい始はじめた。

「……ふむ、だがもう進路希望は提出したのだろう？　それに私はこの選択に反対する気はないぞ」

「オレもオレもォ！」

「ふーん……ま、そういうことならいいか」

　昨日の夜には二人ともああやって納得してくれたんだし、『受験』の言う通りもう進路希望調査書は提出済みだ。問題ないだろう。
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　二時間目が終わると同時に席を立った俺おれは高たか瀬せの席へと向かう。

「桜さくら井い君、昨日は申しわけない」

「ん？　何が？」

　これといって高瀬に何かされたという記き憶おくはないけどな……なんだろう。

「好きなことだとつい饒じよう舌ぜつになってしまって……昨日は少し話しすぎてしまったようだ」

　え？　あれで？

「い、いや、そんなことはないと思うぞ。意外な一面を知れて楽しかったし、また他ほかにも高瀬のことを話してくれよ」

「そうなのか？　それなら良かった」

　高瀬は安あん堵どをにじませた息を吐つく。一方で俺は高瀬の後ろの席に注意を向ける。

　そろそろか？　寿ことぶきが机の中を捜し始めたぞ。

「あれっ？　教科書忘れたー？　全部置きっぱなしにしてるのになんでなんでー？」

　来た！　狙ねらい通どおりのチャンスが！

「寿の机重たいもんなぁ。掃除の時は運ぶのに苦労するよ」

「いやー。申しわけないとは思っているのだよ！　でも普段持って帰っても勉強しないしねっ」

　とても忘れ物に困っているとは思えないような弾はじける笑顔で寿は答える。

「でも教科書がないのは困るよな……そうだ。高瀬に見せてもらえばいいんじゃないか？」

「高瀬さん？」

　意外な名前が上がったからだろう。寿は少し驚おどろいたみたいだった。

　それも当然だ。高瀬はまだ同級生たちには『氷の女王』で通っているんだから。

「そうしたいのはやまやまだが……席が前後だと難むずかしくないか？」

　高瀬の言うことはもっともだ。それは俺も同じように考えていた。それでもここは強引にいくっ。

　なぜなら──。

「じゃあ、俺が見せるよ！」

「じゃあわたしが見せるよ！」

　続いたのは忘れ物の当事者であるはずの寿だ。

　よし。さすがは寿、計算通りのノリと反応の良さだっ。

　そんな俺たちの連携に高瀬は少し思案しているようだったけど結局。

「それなら私が見せよう」

「「どうぞどうぞ」」

　すぐに高たか瀬せに視線を送る。今だぞ今っ！

「高瀬チョップ」

　ぺしっ。

　高瀬チョップが俺おれの脳天に炸さく裂れつした。はいオッケー！

　会かい心しんの出来に歓かん喜きしながら俺は寿ことぶきの反応を見る。

「えっえっなになになにっ！　なにそれーっ！」

　当の寿は大喜びで両足をバタつかせ、俺と高瀬を交互に見やる。

「今のは高瀬の必殺技だ」

「ち、違うっ。違うんだ今のはっ！」

「な、なんだってー！　そんな技を持ってるなんて、高瀬さんって面おも白しろいんだねっ！」

「ええと、だから……」

　満面の笑みの寿にそう言われた高瀬は、赤くなって視線の落ち着けどころに困り始める。

「そっ、そうだ。教科書をコピーしてこよう。そうすれば困らないだろう」

　恥ずかしさから逃げ出すように、高瀬は席を立って教室から飛び出していく。

「わたしも行くよーっ！」

　そして高瀬の後を追いかけて寿も飛び出していった。

　一応一つだけ言わせてもらおう。

「お前ら、教科書を置いたまま何をコピーしに行くつもりなんだ？」

　あの高瀬がこんなに見事に引っ張られてる……。

　計画通り、いやそれ以上だ。二人一緒にコピーに向かうという展開に満足しながら俺は席に戻る。

　フフフ、悪いな寿。お前を利用させてもらった。

　寿には何の恨みもない。むしろいつも元気で、誰だれにでも同じように接することのできるその性格、ころころ変わる豊かな表情にはクラスの皆が好感を抱いている。そんな寿の席が高瀬の後ろだったことは本当にラッキーだった。

　……わざわざ朝一番で教室に来て、寿の教科書をロッカーに隠した甲斐かいがあったな。

　興味を持った人間にドンドン踏ふみ込んでいき、壁かべがあるならその壁をよじ登っててっぺんから無邪気な顔でブンブン手を振って見せる。そんな寿の性格に賭かけたのは正解だった。教科書については後で「ロッカーにでも入れたんじゃないか？」とでも言っておこう。

　これからの展開を想像すると、計略を企たくらむ指揮官のようについ笑みがこぼれてしまう。

　さあ、思い知ってもらおうか。高瀬がいかにいいヤツで、『氷の女王』なんて呼び名の似合わない可愛かわいらしい存在であるかということを！　そしてここから未来は変わるんだ！

　含み笑いが外に聞こえてしまわないように気を付けていると、教科書を置いていったことに気が付いたのだろう高たか瀬せたちが戻ってきた。

　さすがは寿ことぶき。そのパワーは俺おれの予想よりも一ランク上だったみたいだ。

　寿の手には二人顔を並べて写った白黒コピーが握られていた。何をやってるんだお前らは。記念写真かよ。

「す、すまない教科書を置いてきてしまったみたいだ」「あっ、そうだ！」「どうした？」「ほらほら高瀬さん、せっかく来たんだから」「せっかく来たからとかそういう問題ではないだろうそれはっ」「ほらほら顔挟んでっ」「ああー、もうっ」なんて会話が聞こえてくるかのようだ……。




　　　◆◆◆




　寿ゆかりは人気者だ。

　クラスではもちろん学年でも、それどころか学校単位で見ても寿には友達が多い。

　そんな寿にとりわけ気に入られた高瀬の、その後の躍やく進しんは素晴らしかった。

　元々性格の良い高瀬は、必殺の高瀬チョップを武器に少しずつ女子の輪の中に入っていった。

　あちらこちらで会話に参加しているところが見られるようになり、それはやがて男子女子を問わなくなった。むしろちょっとした高瀬フィーバーが起きていると言っても過言じゃないくらいだ。

　もちろん、高瀬チョップはあくまできっかけであり、クールなイメージを逆さか手てに取った戦略の一いつ端たんだ。高瀬自身の優しい人間性なくしてこれだけの結果は望めなかっただろう。

　小さな寿が何かと高瀬の後を追いかけ、その腰に抱きついている姿は傍はたから見ると姉妹のように見える。一見困っているかのようにしている高瀬も、時々のぞかせる笑顔はとても楽しそうだ。

　俺の作戦は間違いなく成功だ。

　でもそれも当然だ。可愛かわいくていいヤツ、そしてなんといじり甲斐がいまである。それが高瀬なんだから。

　この作戦の目覚ましいほどの成功に俺は誇らしさを感じていた。めずらしく頭をフル回転させた甲斐があったというものだ。

　脳を使うと糖分が欲しくなる。という話はどうやら本当のことらしく、受じゆ験けんを意識した授業が増え、集中力を要する時間が長くなると、俺は息抜きがてらに自販機まで足を伸ばすようになっていた。

　今日もいつもの自販機までやってきた俺は、清涼感欲しさにコーラを選び、噴ふき出ださないよう祈りながらゆっくりとプルタブを開いた。そして口を付けようとしたその時だった。

　無人の理科室の隅すみで一人柱に寄りかかって座っている高瀬を見つけたのは。

　めずらしいな。今やすっかり人気者の高たか瀬せが一人でいるなんて。

　休み時間も帰りも高瀬のそばには必ず誰だれかがいる。少なくとも寿ことぶきはいつもいる。

　進路の問題で職員室に呼ばれたり、日直を一緒にしたり、なんていう偶然のない最近は、同級生の輪の中にいる高瀬を遠目に見ていることが多かった。

　作戦が成功して嬉うれしくもあり、それによって話す機会が減ってしまったことは、少し、寂しくもあるかな……なんて……何を考えてんだ俺おれは。

「高瀬？　何やってるんだ？　そんなところで」

　当の高瀬は一度びくりと体を硬直させたかと思うと、目を見開いて驚おどろいている。こんなところに一人でいるところに声を掛けられるなんて思わなかったんだろう。

　別に高瀬が無人の教室で一人、怪しいことをしているとは思わない。

　でも、ここはあえて……。

　つい駆け足になってしまった足を止める。

　そして俺は、不審に思っていそうな視線で高瀬を見る。

「ち、違うんだ。別に怪しいことをしているわけではないんだっ。うちに猫がいてよく狭いところにいるからどんな感じなのかな。と、ふと思ったんだ。べ、別に桜さくら井い君を見かけたからどうこうというわけでは……ない。ないんだっ」

「変わってないな」

「……ん？」

「なんでもない」

　あわあわしながら両手を振って否定する高瀬を見てなんだか安心した。

　こうやって二人で話すのはちょっと久しぶりになるけど、人気者になっても高瀬は高瀬なんだなぁ。なんだか嬉しくなって俺は話を続ける。

「ここ、落ち着く？」

「す……少し」

「……皆に囲まれてるのは落ち着かない？」

　質問に高瀬は首を振って答えた。

「そんなことはない。皆私に話しかけてくれて、すごく楽しい。それと、一度ちゃんと言っておきたかったんだが……」

　高瀬は二度ほどチラチラとこっちを確認してから、まっすぐに俺を見た。

「これも……桜井君のおかげだ。あ、ありがとう」

「お、おう……」

　恥ずかしさを残したその不器用な笑顔に思わず声が詰まってしまった。俺は慌てて視線を外す。

　さ、さすがは美人だ。思わず放心しそうになっちゃったじゃないか。

　高たか瀬せはそつのない美人に見えて、こういうお礼一つを大切にしていたり、上手じようずでないなりに笑ってくれようとするところが可愛かわいくて……本当にいい子だよな。

「でも時々思うんだ。自分なんかがこんな風にしてもらっていいのかって」

「高瀬は謙けん虚きよだな」

　そんなことを気にしていたなんて。いいに決まってるじゃないか。

「みんな一人静かな高瀬を思って声を掛けてあげてるってわけじゃないぞ、今の状況は。ただ単に高瀬がイメージと違っていいヤツなんだって気が付いて、好きで高瀬のそばにいるんだよ」

　それは純然たる事実だ。

　確かに寿ことぶきという巨大な広告塔があったからこそ、一足飛びに高瀬の存在がクラスに広まったということは間違いない。

　それでも、高瀬がクラスの人気者になったのはもちろんそのことだけが理由じゃない。

　高瀬自身がいいヤツで、可愛いヤツだからこそ、皆だって集まってくるんだ。

　そう告げると、高瀬はまた赤くなった顔を隠すようにうつむいた。

「顔が赤いぞ高瀬……もしや新技の開発中に声を掛けられた……とかだったか？　チョップだけでは足りないとは、高瀬も意外に欲張りだな」

「なっ、ち、違うっ！」

　大慌てで否定した高瀬は、俺おれの顔を見てそれがイタズラであることに気が付いたんだろう。深く息を吐いた。

　そしてまた、静かに前を向いた。

「私は、こうして一人でボーっとしたりするのも好きなんだ」

「そうなんだ。あ、邪じや魔ましちゃったかな」

「そんなことはない。桜さくら井い君なら……大丈夫だ」

　高瀬の表情を見る。少し気の抜けたような微笑ほほえみにきっと噓うそはない。

「ん。じゃあ遠えん慮りよなく。どう？　受じゆ験けん勉強は進んでる？」

「今のところは順調だ。第二希望以降だと登校に掛かる時間が長くなってしまうから、がんばっているよ」

「そっか。時間掛かっちゃうんだったら推すい薦せんでも良かったってなっちゃうもんな」

「ああ。それに私は朝があまり強くないんだ。だからそういう理由でも近い方が助かる」

　そうなのか。高瀬が朝に弱いとは思わなかった。

　あれ、待てよ。そうなると日直の時はわざわざがんばって早起きしてくれたってことなのか？　ああもうお前ってヤツはどこまでいいヤツなんだよっ！

　湧わき上あがる感かん謝しやの念で高瀬を見つめていると、高瀬もこちらに視線を向けた。

「あ、受験って言えば、選ぶ理由にやりたいことがあるって言ってたけど、あれってなんだったんだ？」

「うん。その……近くの学校に行けたら、周りの商店街とかでお気に入りの喫茶店を探したり、雑貨屋さんを見たり、そういうことをしてみたいと思っているんだ」

　なにそれ可愛かわいい。

　大学生になった高たか瀬せがちょっとオシャレな個人経営の喫茶店に。とか、似合いすぎだろ。

　当の高瀬はどこか申し訳なさそうにしている。おそらく立派な理由でないことを恥ずかしく思っていたりするんだろう。

　高瀬さん、ここに不純異性交遊学部志望だったやつがいるので大丈夫です。むしろ素敵です。

「……やっぱり、桜さくら井い君には感かん謝しやしないとな」

　それから高瀬は、少し視線を遠くしながら言った。

「……昔な……あっ、いや、なんでもない」

　そして我に返ったかのように一度目を見開いて言葉を止めた。

「なんだよ、気になるじゃないか」

「いや、忘れてくれ」

「あ！　涼りようちゃん見っけた！」

　俺おれの追及を遮さえぎったのは聞き覚えのある声だった。振り返ってみると、理科室の入り口に立っていたのは元気が魅み力りよくのちびっ子だ。

「涼ちゃん？」

　聞き慣れない呼び方に、「どういうこと？」と説明を求める視線を高瀬に送る。

「わ、私の呼び名らしっ……」

　少し恥ずかしそうに説明する高瀬の言葉が終わる前に、寿ことぶきのダイビングタックルが決まって高瀬は大きく仰のけ反ぞった。

　いつの間にかずいぶんと仲良くなったな。この二人。

　弾丸のような勢いで飛び込んできた寿は、自みずからのタックルで跳ねた短い髪を適当に手ぐしで直すと、俺と高瀬の間にある微妙な距離の隙すき間まに座り込んだ。

「何してたんだいお二人さん。こんなところで」

「やましい……ことかな」

「高瀬チョップ！」

　ズビシッ。

　いてッ。高瀬チョップを受けるのは久しぶりだけど、前より重い気がする。ひょっとしてその困り具合で威力が違ったりするのか？

「やましいことなんてないぞっ」

　高速チョップから慌てて釈明を入れる高瀬。寿も本気になんてしていないだろうけど、一応説明しておくか。

「高瀬はこうやって静かに過ごすのも好きなんだって。だからダラダラ話してたんだよ」

「いいなそれっ。わたしもお邪じや魔まさせてくれんかね！」

「うるさい子供は小学校でどうぞだって」

「高たか瀬せチョップ」

「コトブキーック！」

「ぐふっ」

　両者の攻こう撃げきが同時に俺に突き刺さる。見事な上下段のコンビネーションだった。

　この二人、いつの間にこんな合体技を……。

「息ぴったり！」

　嬉うれしそうに笑う寿ことぶきに微笑ほほえみ返かえす高瀬の表情はとても楽しそうだ。

「お前らいつの間にこんな技を」

「フフフフフ。わたしと涼りようちゃんは日々進化しているのさ」

　両腕を組み、胸をそらし、わざとらしい勝ち名乗りを上げる寿。そんな寿と俺おれを見守る高瀬。

　高瀬は人気者になっても何も変わらない。

　なんでだろう。そんなことに俺は少しホッとしていた。

「そろそろ教室に戻ろうか」

　高瀬が立ち上がった。理科室の時計を見ると、そろそろ次の授業が始まりそうな時間だった。

「はーい！」

　飛び上がる寿に続いて俺も重たい腰を上げる。

　理科室を出ていこうとする二人を尻しり目めに、俺は残りのコーラを一気飲みし、備そなえ付つけのゴミ箱に空き缶を捨ててからあとに続いた。

「あ、高瀬さんハードル片付けるの手伝ってくれてありがとー。高瀬さんの時は私たちが手伝うからね」

　遅れて廊下に出ると、高瀬は同級生女子三人組にお礼を言われていた。

「い、いや、そんな大したことをしたわけでもない。たまたま近くを通りかかったから……」

「おおっと。それならわたしも手伝うよー！」

　謙けん遜そんする高瀬、乗っかる寿。

「それじゃあ私は寿ちゃんがハードル飛び越えられるように体を持ち上げてあげるね」

「こらーっ！」

　そして高瀬は、同級生同士のやりとりを見て笑う。

　本当に。高瀬はごく自然と輪の中にいるようになった。

　そんな姿を見て俺は感かん慨がいにふけっていた。

「ほらほら、あの背の高い子だよ。例の子」

「あーあれが……なるほどねぇ。なんか今すごい名前広がってるらしいじゃん。新につ田たちゃんどーすんだろうねー」

　そんな俺おれの背後で何やら話し始める二人組の女子。その指差す先には談笑する高たか瀬せの姿。

　街中で有名人を見つけたかのようにひとしきり眺めた後、二人組の女子は教室に戻るためか俺たちとは反対の方向へ歩いていった。

　今の二人には見覚えもないし、他ほかのクラスの女子だよな……。

　こんな短い期間でクラスどころか学年レベルで知られるようになるなんて……。

　本当に高瀬も有名になったもんだ。

　教室には高瀬の仲間がいっぱいいる。そしておそらくこれからも今の二人組のように噂うわさを聞きつけた者たちが興味を持ってくれるだろう。そうなればさらに仲間が増える。後ろ暗い計算を持って近付くことなんてできなくなる。

　このままいけば高瀬の未来は明るいものになるはずだ。

　高瀬はつらい思いをしなくて済むんだ。

　何もかも順調じゃないか。ああもう本当にこの選択をして良かった！




　よし、俺自身も高瀬に負けないようがんばろう！













　　　第三章　　　氷解のひとしずく







　目を覚ますと、そこは誰だれ一人残っていない教室だった。

「あー、寝ちゃってたかぁ」

　机に突っ伏していた体を起こし、ぐーっと両腕を伸ばしながら一息吐つく。

　いつの間に帰りのホームルームまで終わっちゃってたんだろうなぁ。

　最後の記き憶おくは六時間目の中なか頃ごろだったような気がする。

「受じゆ験けんに直接関係ない科目は寝ちゃうなぁ」

　当然ながら俺おれの言葉に対するリアクションはない。

「誰か起こしてくれてもいいのになぁ……」

　もちろん返事はない。ここでもまた自分の人気のなさを再確認しちまうな！

　もう一度机に頭を乗せて高たか瀬せの席を見る。鞄かばんがないところを見るともう下校してしまったみたいだ。きっと今頃仲間たちと楽しく帰路に就ついているんだろう。ひょっとしたらその輪はさらに大きくなっているかもしれない。

　もしも、寿ことぶきや同級生たちと仲良くなる前の高瀬だったら起こしに来てくれたかな……。

　そんな風に考えると少し寂しくもある。いや、高瀬が笑っていられるならそれでいいじゃないか。それでいいんだ。

　よし、一人ここに残っていても仕方ない、俺ももう帰って勉強でもするか。

　鞄に今夜勉強する予定の教科書だけ詰め込んで俺は席を立つ。口を半開きにして寝ていたのか、喉のどがカラカラだ。

　俺はすぐに下げ駄た箱ばこへは向かわず、最近すっかりお得意様になった自販機に寄ることにした。アイスコーヒーを購こう入にゆうし、開けっぱなしになっている窓の枠に両肘ひじを乗せて一息吐く。

　その時だった。

　昇降口を出てきた二つの影かげに目が留まった。

　長い黒髪とスラリとした体形。

　それは今まさに校舎を出ようとする高瀬の姿だった。そしてその横には見知らぬ男子生徒。

　どうしてだろう。そう確認した瞬しゆん間かん、得も言われぬ不思議な不安に胸が締しめ付つけられるのを感じた。

　気が付けば俺は走り出していた。

　まるで風邪かぜでもひいたかのようになぜか足元が覚おぼ束つかない。視野も狭きよう窄さくされゆがんでいる。

　そして何かに背を脅おびやかされているかのように階段を駆け降りる足の着地点が、少しずつ自分の感覚とずれていく。

　今にも踏ふみ外はずしてしまいそうだ。

　次の一歩を目標の段に下ろす自信がなかった俺おれは、思い切って階段から飛び降りる。

　予想以上に大きな着地の衝しよう撃げきで俺は膝ひざを折った。同時に、右手に握ったアイスコーヒーが飛び跳ねて顔にかかる。でも、そんなことは気にもならなかった。

　すぐに立ち上がり、つんのめるようにしながら俺は階段を転がり降りた。

　そして下げ駄た箱ばこにたどり着くも高たか瀬せの姿は見当たらない。俺は上うわ履ばきのまま昇降口から飛び出した。

　見つけた。

　それはやっぱり、高瀬だった。何度もその背を見送ってきたから分かる。

　あの大きなストライドで、ゆっくりと髪を揺らして歩く姿は他ほかの誰だれでもない。

　俺はその場で立ち尽くした。

　なんでだろう。耳にうるさく聞こえるほど、鼓動が高鳴っていた。

　大体、こうして二人を追いかけてきたところで、高瀬だと確認したところでなんになるっていうんだ。

　今や高瀬は人気者だ。誰かと帰りが一緒だなんて何もおかしくないじゃないか。誰かと遊びに行くことだってあり得るだろう。俺がそうなるように仕組んだんじゃないか。その相手が誰であろうと。

　そうだ。これは俺の作戦だ。そしてその作戦は計画通りに進んでいる。

　それなのに、それなのにどうしてだろう。

　こんなにも胸が震えるのは。

　やがて高瀬の背は見えなくなった。鼓動が落ち着いてきた頃ころ、自分が上履きのままであることに気が付いた俺は、下駄箱に戻って靴に履き替え、ようやく帰路に就つくことになった。

　いつの間にかほとんど空になったアイスコーヒーを片手に、俺の視線は何かを探して街中を見回す。

　もちろん、その何かなんて見つけられなかった。

　不安定な気持ちのまま自宅に帰りついてしまった俺は、リビングに何やら見慣れない大判の封筒が置かれていることに気が付いた。

　なんだろう。

　手に取ってみるとそれは俺宛あての郵便物だった。封筒の下部にプリントされた有名進学塾のロゴを見て気が付いた。

　これはついこの前受けた模も擬ぎ試験の結果だ。

　志望をワンランク上げてから初めて受けた模擬試験。とは言え、元々ある程度の成績は取っていたし、ここしばらくは勉強をし続けてもいたからそれなりの手ごたえはあった。

　そこそこの結果は出ているはずだ。

　その結果はきっと、作戦通りに進んでいるにもかかわらず、さっきからずっと胸につかえたままの真綿のような何かを吹き飛ばしてくれるに違いない。

　俺おれの作戦が、選択が間違っていなかったと背を押してくれるはずなんだ。

　封を少し乱暴に破って中身を取り出し、その中からグラフや数字の並んだプリントを取り出して開く。

　そして期待を込めて書面に目を落とした。

　え……なんだよこれ。

　何かの間違いじゃないか？　俺は、同封されていた他ほかのプリントも全部広げ、何度も何度も確認する。

　そこに印刷された数値は胸の詰まりを治してくれるどころか、わだかまった気持ちをさらに困惑させる内容だった。

　志望校の評価判定はＥ、目標に掲げた大学の合格率は二十パーセント未満。

　部屋に戻って机の上に結果表を放り投げる。つい大きなため息が出た。

「ふむ……なかなか厳きびしい状態のようだな」

　模試の結果を手にした『受じゆ験けん』は、詳細を確かめながらそっとベッドに腰を下ろす。

「……まあね」

「理数である程度稼かせぐも英語で出してしまう赤字をまかない切ることができない。何度も、そう、何度も見てきた内容だ」

　本当に幾度となく見てきた結果なんだろう。『受験』は目め頭がしらを押さえて深々とため息を吐ついた。

「はぁ。上手うまくいってることは高たか瀬せが順調に人気者になっていることくらいかぁ」

　高瀬のことを言葉にした瞬しゆん間かん、胸がチクリと痛んだ。

　見知らぬ男子生徒と一緒に帰っていく高瀬。あの光景が頭をかすめる。

「人気者に？　それはどういうことだ？」

「高瀬ってすごいいいヤツなのに一いつ匹ぴき狼おおかみ扱いされてたからさ。仲間が増えればいつか現れる詐欺ヤローも近付けないだろうって考えたわけ」

「ふむ、それで？」

「そういうわけだから、ただ今絶賛『高瀬の友達増量作戦』中なんだよ」

「なるほど。確かにいくら同じ進学先を選んだとて、自分一人では心もとない。だがネットワークができれば相談できる人も増えるし、怪しい輩やからが近付けば周りが牽けん制せい、注意してくれるかもしれない。そもそも人間性に問題ある人物なら接近することすら難むずかしくなる。よく考えたものだな」

「そこだけは高瀬の性格が元々いいおかげで本当に順調なんだよ。それだけが救いだなぁ」

「んー。でも大丈夫ゥ？　それって」

　ウザい前髪を右手で払いながら話に割り込んできた『推すい薦せん』は、極ごく細ぼそ筆ふでで書かれた眉まゆ根ねにしわを寄せていた。

「何が？　高たか瀬せのことに関しては万事順調だよ。クラスでも人気者だし、この前なんか他クラスの生徒が高瀬を見て噂うわさ話ばなししてたくらいだから」

　そのことに関しては間違いない。この計画を立てた俺おれが一番それを実感してるんだから。

　それにもかかわらず『推薦』の表情はどこか懐かい疑ぎ的てきなままだ。

「いやさァ、高瀬ちゃんは最近急に人気が出てきたわけでしょー？　しかも美人」

　誰だれが『高瀬ちゃん』だ。なれなれしい。

「まあそうだけど」

「それってさァ、高瀬ちゃんに目を付ける男も増えるってことなんじゃん」

　いいの？　と『推薦』は目で尋ねてくる。一方『受じゆ験けん』は、興味津しん々しんといった目でこっちを見てやがる。

「な、なんだよ？　別に俺はそういうつもりはないし」

「ふーん。しかもそうなってくるとォ、必ずと言っていいほど女子に妬ねたまれたりィ、何かしら良からぬ感情を持って近付いてくるやつが出てきたりして面倒になると思うんだけどォ」

　高瀬が妬まれる？

　そんな心配はいらないだろう。だって高瀬は、高瀬自身がいいヤツだからこうして人気者になったわけだし、妬むどころかそいつだって高瀬のことを気に入るんじゃないかと思う。

「大丈夫だって。高瀬の人気は本人の性格の良さに周りが気付いたっていうだけのものなんだから。見た目だけで分不相応な人気が出たわけじゃないし、何より高瀬に関する悪い噂うわさなんて聞いたこともない」

「それとさァ、今って進路どうこうで大事な時期なんだろー？　他クラスのちょっと人気が出た子とかに興味持つやつなんてェ、そんなにいないと思うけどなァ。そんな短期間で学年のレベルの有名人とか、何か早すぎるっていうか不自然じゃねェ？　それ」

「それこそ高瀬の人間性のたまものなんだよ。問題ないって」

　まあ、言われてみれば人気が広まるのが早い気もしないでもないけど。不自然っていうのはよく分からない。

「ふーん」

　長ったらしい茶髪を指で遊ばせながら少し思案した『推薦』は、

「ま、それならいいんだけどねー」

　興味をなくしたのか、そう言って直じかにフローリングにゴロンと寝転がる。その姿勢はどうにも煮え切らないものだった。

「と、とにかく今は勉強だ！」

　俺おれは机に向かう。頭の中は模試の結果のこと、そして帰りに見た高たか瀬せのことでめちゃくちゃだった。

　……大丈夫だよな？
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　喧けん噪そうがどこか遠くに聞こえていた。

　昼休みに入った教室では、友人たちと寄り集まって楽しそうに昼食をつつく光景が各所で繰くり広ひろげられている。

　昼休みだから。そんな理由で俺も持参した弁当を食べてはみたものの、ただ腹が膨ふくれただけで、憂ゆう鬱うつな気持ちが晴れることはなかった。

　楽しさあふれる教室の中にいるのに、俺だけがその輪の外にいるような感覚だ。

　正直なところ、昨日届いた模試の結果は衝しよう撃げき的だった。あのプリントに記された判定を思い出すと頭を抱えたくなる。

　目標を見つけたつもりだった。

『推すい薦せん』とも『受じゆ験けん』とも違う、自分だけの進路を見つけて努力している。そのつもりでいた。そして少なからず自信もあったし、上手うまくいっているという実感もあった。それなのにどうだ。結果俺が得たものは低すぎる合格率と晴れない気持ちだけだ。

　腕を枕まくら代わりにしながら視線を遠くする。

　窓から距離のあるこの席からじゃ、見えるのは曇くもりがちの空だけ。昨日からどれだけ吐ついたか分からないため息をまた一つ吐き出した。

　……そして何より、昨日からずっと頭を離れずにいること。

「ふざけんじゃねえよっ！」

　突然上がった甲かん高だかい怒ど声せいに思わず視線を奪われた。

　穏おだやかな昼休みには不釣り合いな不ふ穏おんな空気が漂ただよっていた。教室にいた全すべての生徒の視線が一か所に集中している。

「おい。これどうしてくれんだよ！」

　その震源にいるのは金色に近い茶髪を頭の高い位置で結ゆい、短すぎる改造スカートを穿はいた見覚えのない女子。制服は同じだから間違いなく同級生だろうけど、少なくともうちのクラスではない。

　そんな見覚えのない女子の白いセーターには、大きな赤いシミが付いていた。

　そして、そのわめき散らす金髪女子に絡からまれているのは……高瀬だった。

「申しわけない。突然のことで周りがよく見えていなかったんだ」

　高瀬は頭を深々と下げて謝しや罪ざいする。その手には自販機で見慣れた紅茶のペットボトル。

　すぐに状況が理解できた。

「……でも、今のって向こうから当たってきたように見えなかった？」

「んー。確かにそう見えなくもないな」

「あれって二組の新につ田ただろ？　あのうるさい金髪軍団の一人だよ」

「あいつらのことってロクな話聞かないよな」

　震源から離れたところにいる同級生たちは、口ぐちに小声で状況を語り始める。

「つーかさ、お前、なんか最近調子に乗ってんじゃねえの？」

　一歩詰め寄る金髪女子を前に、高たか瀬せは言われるまま黙だまり込こんでいる。

「なんかうちのところまで聞こえてんだけど。高瀬っていうのがいきなり調子乗り始めたって」

『推すい薦せん』の言っていたことって……こういうことか？

　確か、急に人気が出た人には良からぬ感情を抱く人が出てくる。

　そんな感じの内容だったはずだ。

　これはそういうことなんだろうか。だとしてもわざわざ他クラスに乗り込んでまで文句を付けに来るなんて、いくらなんでも行きすぎじゃないか？

「しかもさぁ、他人の男にまで手ぇ出し始めるとかさぁ、どこまで調子づいてんだよ！」

　それってもしかして……。

　再び上がる甲かん高だかいどなり声に、まるで心臓に針を刺されたかのような痛みが走った。

　昨日の帰り道の光景が浮かぶ。高瀬と、その隣となりにいた誰だれか。そのことを言っているんだろうか。

　そう、俺おれは伸びない成績に悩んでいる。そして何より……昨日のことがずっと俺の頭を離れずにいたんだ。

「なんとか言えよっ！」

　うつむき黙り込んでしまった高瀬の胸倉を手荒につかみ上げた金髪女子は、下からなめ上げるように睨にらみつけた。

「やめ──」

　行きすぎた行為を止めようと、俺が立ち上がろうとしたその瞬しゆん間かんだった。

「はーい授業始めるぞー」

　緊きん張ちように静まり返った教室内の空気を、事態を知らない教師の能天気な声が破った。

　高瀬の胸元をつかんだ手を舌打ちしながら離した金髪の女子は、何やら脅おどし文もん句くのようなものをつぶやいてから教室を出ていった。

　解放された高瀬はうつむいたまま静かに席へ戻る。

　予期せぬ急展開、そして金髪女子の剣幕に誰もが言葉を失っていた。

　高瀬はここ最近一気にその付き合いの輪を広げたけど、元々は『氷の女王』と呼ばれるような存在だった。

　もしかしたら、それと同じだけの早さでまた孤立してしまうのではないか。

　そんな風に考えると怖くて仕方がなかった。

　そんな中で、寿ことぶきはチラチラと高たか瀬せの方を見ては忙せわしなく体を揺らしていた。

　きっと寿は高瀬のことが心配で居ても立ってもいられないのだろう。

　分かるよ。俺おれも同じだから。




　　　◆◆◆




　五時間目後の休み時間、そして放課後も付きっ切りになって高瀬を励まそうとしたけど、高瀬は「大丈夫だ」の一点張り。それならどこかへ連れ出そうと、寿があれやこれやと遊びを提案したけど、それも全すべて断られてしまった。

　しかも、その理由は帰りに約束があるからということだった。

　寿は「それじゃあ仕方ないね」と素直に残念がっていたけど、例の男子生徒と並んで帰る高瀬を目もく撃げきしてしまっていた俺には、その言葉の重さは別物だった。

「……はぁ」

　大丈夫かな、高瀬。

「なーんか最近表情豊かだねェー。何か色々ありそうだし、楽しそうじゃん」

　昨日届いた模試の結果、そして今日の一連の出来事に落ち込みながら、それでも健気けなげに勉強をする俺の脇わきから『推すい薦せん』がコーヒーを片手にひょっこり顔をのぞかせてきた。

　鬱うつ陶とうしいなぁ。髪をなびかせるな。

　まったく。同じ自分のことだっていうのにお気楽なもんだな。

「ずっと悩んでいた進路も決まり、それが高い目標、しかもこれだけ青春らしいものであり、しかし越えなければならない壁かべもある。それは浮き沈みだってするだろう」

『受じゆ験けん』には青春の一ページに見えてるのか……。それはそれでまたお気楽だなぁ。

「ええと……それがさ、高瀬のことなんだけど、今日なんか調子乗ってるとか言われて他クラスの女子に絡からまれたんだよ」

「ああーやっぱりねェ。ええとォ、高瀬ちゃんは物静かな感じの美人だったっけェ？」

「うん。まあ」

「じゃーなおさらだねェ。それってェ、ひょっとしたら男絡んでるかもよォ」

　こういう時にだけ妙に鋭するどいなこのキューティクル男は。どういう大学生活を送っていたんだよ本当に。

「そのうえ、どうもその絡んできた金髪女子がちょっと面倒な子らしくてさ。高瀬、すっかり黙だまり込こんじゃって、なんだか声を掛けづらい感じになっちゃったんだよ……でもこんなの一時的なものだよな？」

　期待の視線を向けるも『推すい薦せん』の表情は渋い。

「どーだろーねェ。絡からんできた相手が面倒な子ってだけならまだしもォ、面倒な子の仲間たちまで敵に回っちゃうとォ……さらに状況は悪くなるかもよ」

　否定された俺おれはため息を吐つくしかない。

「このままじゃまた前みたいな『氷の女王』に戻っちゃいそうな気がしてさ」

「ふむ。揉もめ事ごとはこの時期、推薦を考えている人は避さけたいところであろうし、受じゆ験けん生せいとしても下手へたに火中の栗を拾うような真似まねはしたくない。そのうえ、当の本人が塞ふさぎ込こみがちなのでは孤立する可能性は決して低くはないかもしれないな」

　今の高たか瀬せと、進学を控えた同級生たち。確かに、それはすごく繊せん細さいな状況なのかもしれない。

「それにィ、前に言ったっしょ？　お祭り的に増えた仲間はァ、それだけ関係ももろいって」

『推薦』が続いた。確かに以前、そんなことを言っていたような気がする。

　高瀬に何か問題が起きた時、そばにいて話を聞くことができるほど仲の良い同級生なんて、寿ことぶきくらいだもんな……。それだって『高瀬涼りよう人気者化計画』はまだまだ始めてわずかしか経たっていなんだから、時間的にはまだまだ短い付き合いだ。

　皆が高瀬を心配してくれるという状況には、まだ早いかもしれない。

「何だかここにきて急に良くないことが続いてるよ……どうしてかなぁ」

「新たな選択には新たな問題が立ちふさがるものなのだな」

　何かを思案するような面おも持もちで『受験』はそうつぶやいた。

「私が選んだ進路、『推薦』の選んだ進路、どちらにも問題点があったように、君の選んだこの選択も一ひと筋すじ縄なわでとはいかないのかもしれん」

「はー。ちょっとごめん」

　俺の言葉を察した『受験』は通り道を開けてくれる。俺はベッドに体を投げ出した。

『高瀬涼人気者化計画』にまでも、ついに暗雲が垂たれ込こめてきた。

　理科室に一人で座っていた高瀬。

　同級生と仲良く過ごす毎日を「楽しい」って笑ってたよな……。

　あれだけ何もかもが上手うまくいっていたのにどうしてこんなことに？

　ここまでの戦略には少なくとも間違いと言えるような点なんてなかったはずだ。分かりやすいミスでもあれば、それを訂正することでまた戦略を修正することもできるだろうに……。

　そのうえ、ようやく選んだ受験という進路は、合格率二十パーセント未満だもんな。

「そーいえばさァ。高瀬ちゃんの話ってオレ全然聞かなかったんだけどォ、『受験』は何か聞いてたー？」

　不意に『推薦』が妙なことを『受験』に聞き始めた。

「いや、以前話した以外の話は出てこなかったし、聞いていない」

「思ったんだけどさァ、高たか瀬せちゃんってずっと一いつ匹ぴき狼おおかみのままだったんじゃないのかなァ。じゃなけりゃ同級のそんな美人の話題、オレの耳に入ってこないわけないしィ。『受じゆ験けん』が行った同窓会には高瀬ちゃんと同じ大学に入ったやつ、もしくは同じ大学に入ったトモダチがいるやつもいると思うのよ。にもかかわらずその話以外の情報がないっておかしくねー？　それって孤立してたから誰だれも情報を知らないって感じじゃねーのかなァ」

　どんだけ広い女子絡がらみの情報網を持ってたんだよ『推すい薦せん』は。

「ずっと一人きり。そんな状況でェ、声を掛けてくれたやつが困ってたらさァ……無理もしちゃうんじゃねえかなァ。相手がヒデーやつだって知らないでさ。一人なんじゃ誰も守ったり注意してくれたりしねーだろうし、相談することもできねーじゃん」

　確かに、高瀬はすごく俺おれに気を回してくれた。

「ホントはいい子。でもずっと一匹狼。それってェ、何か理由とかあったりするんじゃねーの？」

「……どんなだよ？」

「さーね。ま、そういうのを教えてもらうにはァ、相応の信頼とかそういう何かが必要なんじゃねーのかっていうね」

「信頼ねぇ……」

「一匹狼なのが問題のキーなんだったらァ、やっぱそこが大事になんじゃねーの」

　……まったく。同じ俺のクセに妙に説得力があるなぁ。語り口はバカっぽいのに。

　だてに不純異性交遊学部卒なわけじゃないってことか。

「あーもうっ！　どうしてこうなるんだよおわあっ！」

　体を起こし、顔を上げた俺の眼前にはなぜか俺の顔……なんだ、やけに薄っぺらい顔になってしまったんだなと思ったら『推薦』かよ。驚おどろかすなよ……。

　つーかなんだよニヤニヤしやがって。こっちは真剣に悩んでるっていうのに。

　そんな俺の思いなど露つゆ知しらずの『推薦』は、おもむろにダメージジーンズの後ろポケットからブランド物の財布を取り出した。そしてそこから何かを引っ張り出してみせた。

　……それは一枚のチケットのようだった。

「じゃっじゃじゃーん！」

　両足を開き、左手を腰に当て、むかつくキメ顔で『推薦』はトランプの手札を開く時のように一枚のチケットを開いて二枚にしてみせた。

「なんだよ、これ」

　ずい、と手元に寄せられたチケットを受け取る。よくよく見るとそれは遊園地の招待券だった。

「なんだか小こ難むずかしく考えてるみたいだけどォ、イヤなことがあって落ち込んでるならァ、楽しいことをすればいいんじゃん？　っていう話。それにはァ……」

　目を閉じた『推すい薦せん』は妙なタメを作り、

「デートが一番でしょ！」

　カッと目を見開き、力強くうなずいた。

「そんでまだまだうっすーい関係もォ、厚くすりゃーいいんじゃね？」

「だからデートって。そういうつもりじゃ」

「高たか瀬せちゃん元気付けてあげたいんじゃないの？」

「まあ、そうだけど……なんでこんな物持ってるんだよ」

「それはもちろん、女の子と仲良くなるためだよ？」

　当然でしょ。と『推薦』は事もなげに言う。

　うーん。ずいぶんと安易な気がするなぁ。でもまあ、一応受け取っておこう。

「ありがと。もらっておくよ」

　へえ、未来の俺おれの持ち物でも普通に手にできるんだな。俺は手にしたチケットをしげしげと眺める。

　うちからそんなに遠くないところにあるのにもう長らく行ってなかった……ん？

「な、なあ。これ大丈夫か？」

「どーして？　この時代でもこの遊園地ってあるよねェ？」

　ある。あるし、チケットの柄も現在発行されているものと変わらないだろう。でもさ、一か所だけ明らかにおかしな点があるんだよ。

「このチケット……有効期限が七年後なんだけど」

　視線をさまよわせながら「だ、いじょうぶなんじゃないかなァ」と頼りない返事をする『推薦』に疑惑の視線を向けつつ、俺は二枚の遊園地招待券を自分の財布に押し込んだ。




　　　◆◆◆




「高瀬、今日はもう帰るのか？」

　放課後、めずらしくすぐに教室を出ていかなかった高瀬に俺は声を掛けた。

「……ああ」

「今日はゆっくりなんだな。最近終わるとすぐ教室出ていってたから」

「いや、少し時間に余裕があるというだけだ」

　高瀬の言葉はどこか少しそっけない。

「そっか」

「もう行くよ。失礼する」

　高瀬は立ち上がると鞄かばんを持ってそそくさと教室を出ていってしまった。

「どうしちゃったんだろうね。高瀬ちゃん」

「うん、あの時から何か少し雰囲気変わったよね」

　同級生たちの会話が聞こえる。そう、あの金髪女子に絡からまれた日から高たか瀬せの雰囲気は変わってしまったままだった。話しかければ答えてくれるが、それは最低限で、以前みたいに冗談を言える感じではない。一度メールもしてみたけど、返ってきた内容はやはり素っ気ないものだった。

「この前、日直で教室の切れてる蛍光灯を喚えてくれって言われた時、高瀬ちゃんが助けてくれたからお礼にクッキー持ってきてたんだけど渡せなかったよー」

　高瀬にとっては数日間も引きずってしまうほどショックな出来事だったんだろうか。

　俺おれも自分の机に戻って鞄かばんを取ると、遅れて教室を後にした。

「桜さくら井いくん。今帰り？」

　昇降口を出たところで寿ことぶきに声を掛けられた。

「まあな。寿もか？」

「うん」

「そっか」

　二人、言葉を探してしまう。でも分かる、俺たちが考えていることは共通しているに違いない。

「高瀬さ、あれからずっとあんな感じだよな」

　だから、俺の方から話を振ることにした。

「そうだねー。わたしが抱きついてもあんまり反応してくれないんだよ」

「高瀬ってケンカとかしそうにないし、やっぱりショックが大きかったのかな」

「かなー……」

　それだけにしては少し落ち込みすぎな気もするけど。

「涼りようちゃん大丈夫かな」

　さすがの寿も心配を隠せないんだろう、ここ数日は少し表情にかげがあるように見える。

「早く元の高瀬に戻ってほしいな」

「そうだねー。何か元気付けてあげられたりすればいいんだけど」

「元気付けるようなことか……」

　高瀬が楽しめるようなこと。それってなんだろう。

　……あれ、そう言えば。

　俺には一つ心当たりがあった。

　財布の中から数日前にもらったばかりの二枚の紙切れを取り出す。

「なーに？　それ」

「チケット。遊園地の」

「遊園地！　涼ちゃんと遊びに行けば元気付けてあげられるかも！」

　ナイスアイデア！　と寿ことぶきはグッと両拳こぶしを握って飛び跳ねた。

「でもチケット二枚しかないぞ」

「わたしは自前で行くから大丈夫っ！　……あ、二人っきりの方がいいってことかな？」

　た、高たか瀬せと二人っきり、で……？

　なんでだろう、想像するとすごく気恥ずかしい。

「いや！　三人で一緒に行こう。楽しいはずだ。それにあの高瀬と遊園地だぞ。もちろん寿だって行きたいだろ？」

「行きたい！　わたしからも誘ってみる。涼りようちゃん来てくれるよね？」

　寿は大きな瞳ひとみを輝かせながら尋ねる。

「来てくれるさ。それでまた笑ってくれるといいな」

「うん！　きっと涼ちゃん元気出してくれるよ！」

　チケットを握る手に力がこもる。

　なんでだろう。寿の元気さを見てると、なんとかなりそうな気がしてきた。

　俺おれは手にした二枚のチケットを見つめる。こいつが高瀬の元気を取り戻す鍵かぎになってくれるといい。

　寿は力強い笑顔で「大丈夫」と、うなずいてみせてくれた。そうだよ。俺には頼れる仲間だっているじゃないか。

　ああ寿、本当にお前がいてくれて良かったよ。




　　　◆◆◆




「それでさ……お前らなんで付いてきてるんだよっ！」

　遊園地への直通バスが発着する駅前のバス停。そこには俺、寿に加えてなぜか『推すい薦せん』『受じゆ験けん』の二人がしれっと付いてきていた。

「なんでってそれはァ、このデートのきっかけはオレのあげたチケットだしィ、オレにはそれを見て楽しむ権利があるじゃんって感じ？」

　野次馬根性丸出しの『推薦』に対し、

「後学のためだ」

　真面目まじめな面おも持もちできっぱりとそう言い放つ『受験』。

　どうしてそんな利己的な目的で黙だまって付いてきたことを強気で言えるんだよ、お前らは。

「だいたいさ、未来組は外を出歩いたりしても平気なのか？」

「周りの人間に私たちが見えていないことはもう証明済みだからな。声を発するとさすがに聞こえてしまうが、我々三人は同じ声をしているのだし問題あるまい」

「そーそー。これなら色々な料金も掛からないしねー」

　そういう問題じゃねえよ……。

「それにしてもやるねェ。寿ことぶきちゃんってこんなに可愛かわいかったっけー？」

「ふむ。秋の終わり、そして冬の始まりを感じる時期だというのに、短いズボンからのぞかせている健康的な脚。大きく愛らしい瞳ひとみ。そして彼女の活発さを無む造ぞう作さなショートヘアーがさらに引き立てている。網目の大きなベストに付いたファーも良い選択だと言わざるを得ない」

　まったくお前らは……着いて最初の感想がそれか。

「どうしたの桜さくら井いくん。さっきから何か落ち着かないみたいだけど」

　俺おれの隣となりにトコトコと寄ってきた寿が不思議そうな顔で見上げてくる。

「あ、ああ、ええと、高たか瀬せ来てくれるかなって」

「大丈夫だよ、きっと。絶対に楽しいもん。桜井くんもいるんだから。涼りようちゃんだって絶対に今日、楽しみになっちゃってるはずだよ」

「そう……だよな。俺たち三人なら絶対に楽しくなるもんな」

「うん！」

　寿は弾はじけるような笑顔で太鼓判を押してくれた。

　駅ビルの外がい壁へきに備そなえ付つけられた時計を見る。待ち合わせ時間まではあと十五分というところだった。

「ねーねーねー！　あれ高瀬ちゃんじゃない？」

　ああもうなんだようるさいなぁ。

　興奮しながら俺の肩をバンバンと叩たたいてくる『推薦』の指差す方向を見て、俺の目も釘くぎ付づけになる。

　俺たちの姿を見つけるや否や、小走りで駆け寄ってくる私服姿の高瀬。

　濃こいグレーのプリーツスカート、いやらしくない程度にフリルをあしらった白のブラウス、羽は織おったワインレッドのカーディガンの胸元にはキラキラと輝くティアラ型のピンバッジ。細く長い脚を包むニーソックスの上部には上品な柄が抜かれている。

　……どこぞのお嬢じよう様さまみたいだ。

「寿ちゃんも可愛いけどォ、高瀬ちゃんも半はん端ぱないなー！　モデル系美人って感じィ？　綺き麗れいな黒髪とかいいねェ。こんな子が高校の時に同じクラスにいたんだもんなァ。気付かなかったのが超悔しーわ」

「ふ、ふむ。涼しげな和風美人といった感じだ」

　鼻息荒く女性評を語る未来組を差し置いて、俺は高瀬を迎えることにする。

「……待たせてしまって申し訳ない」

「ううん。まだ十分前だよ！　わたしたちも今来たばっかり」

　駆け寄ってくる高瀬を迎むかえ撃うつ形で、寿は高瀬の高い腰に抱きついた。高瀬もいつものようにそれを受け止める。
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　その姿は塞ふさぎ込こんでしまう前の高たか瀬せのものとなんら変わらない。

　一いつ瞬しゆん、不安げな視線を見せた高瀬に笑顔を向けると、恥ずかしそうにしながらも微笑ほほえみ返かえしてくれた。

　間違いない。今日は楽しくなる。俺おれはそう確信した。

「いやー美人の高瀬ちゃんと可愛かわいい寿ことぶきちゃん。どっちがいいか迷うなー」

「確かに。これはどんな試験にも勝まさる難なん問もんだ」

　あとはこのバカ二人をここに置いていければ完かん璧ぺきなんだけどな。

　──残念ながら、しばらくしてやってきたバスに無事乗り込むことに成功した未来組の二人は、移動中もニヤニヤしていやがった。







「いいな？　絶対に余計なことはしないでくれよ」

　バスの席を最後に立った俺は未来組の二人に忠告する。

「あーい、わっかりましたァー」

　軽々しい『推すい薦せん』の敬礼……全然信用できねえ……。

「心配するな。女子と遊園地に遊びに行くなどという状況下で、私にできることなぞ何一つない！」

　と、言い切る『受じゆ験けん』。

　いや、そんなに正々堂々と情けないことを言われても……。

「どうしたのー？　早く行こうよー」

　遊園地のエントランス前から俺おれを呼ぶ寿ことぶきに手を上げて答える。

「なんでもない。すぐ行くよ」

　高たか瀬せたちに追いつくために駆け出そうとして、もう一度未来組へ振り返る。

「とにかく、変なことをしないように。いいな？」

　しっかりと二人を言い含めてから高瀬たちの後を追う。その足取りがついつい勢いづいてしまう。

　変なのも付いて来てるけど、今日は思い切り楽しもう。高瀬を元気付けるためにも。

　三人（＋おまけ二人）一緒にエントランスをくぐる。

　正直、七年先まで使えるチケットには内心冷や冷やしたけど、有効期限内であれば問題ないみたいだった。いやいや良かった。

「よし、まずは何に乗る？」

　数年ぶりに訪れた遊園地は相変わらずきらびやかで、あちらこちらに新たなアトラクション、改装されて豪華になった土産みやげ物もの屋やなどがひしめいていた。親子連れや若いカップルなどでとても賑にぎわっている。

「ジェットコースター！」

　俺の問いに勢い良く答えたのは寿。ジェットコースターといえば、最大落下角度と瞬しゆん間かん到達最高速度がギネスブックに載のっているという、この遊園地の名物アトラクションだ。

　寿は早くも期待に大きな瞳ひとみを輝かせている。

「よし、じゃあ景気付けに行くか！」

　俺たち二人が大またで一歩踏み出した瞬間、「キャーァァァ」と派手な悲ひ鳴めいがコースターから上がった。

「……その、かなりの悲鳴が上がっているけど、本当に大丈夫なのか？」

　恐る恐る。そんな感じで高瀬は尋ねてきた。

「高瀬はジェットコースター乗ったことないのか？」

「実は……あの悲鳴を聞くとどうしてもそんな気にはなれなくて」

「じゃあわたしが乗るよ！」

　シュバッ！と効果音が鳴りそうな勢いで寿が手を上げた。

「じゃあ俺が乗るよ！」

　寿のテンションは、まだ着いたばかりだっていうのに早くも最さい高こう潮ちようだ。俺もついそのパワーに当てられて後に続く。俺と寿の視線が高瀬に集中する。

「……じゃ、じゃあ私が乗るよ」

「「どうぞどうぞっ」」

　俺おれは自然に高たか瀬せの方に頭を寄せた。

　来いっ。高瀬っ！

「高瀬チョップ」

　びしっ。

　頭に走る衝しょう撃げきはずいぶんと久しぶりな気がして思わず笑みがこぼれた。寿ことぶきもこれでもかってくらい目を細くして笑う。そして。

　──高瀬も笑った。

「寿ー。あんまりはしゃぐと転んじゃうぞー」

「こらーっ！　そんなに子供じゃないよぉっ！」

　追いかけてくる寿、逃げる俺。高瀬もくすくすと笑いながら小走りで付いてくる。

　そのまま俺たちは馬ば鹿かみたいにダッシュしてコースター乗り場に向かった。

　そして──。

「……もうじぇったい乗らない」

　その結果がこれだった。自分より二周りは低い位置にある寿の肩に覆おおいかぶさるようにして、高瀬はフラフラとコースターを降りてくる。いつもの凜り々りしい顔つきからは想像もできないほどの打ちのめされっぷりだ。

　どういう化学変化なのかは分からないけど、高瀬の髪がところどころ静電気か何かで持ち上がってしまっている。

「本当に怖い時は声も出ないもんなんだなぁ」

　寿はキャーキャー悲ひ鳴めいを上げながらも楽しんでいた。それがきっと正しい楽しみ方なんだろう。対して高瀬は無表情のまま声を上げることもなく、ただ背筋を伸ばして硬直していた。ものすごくシュールな光景だった。

「ええと、まだ来たばっかりだけど一度休もうか。何か買ってくるけど何がいい？」

「じゃあソフトクリーム食べたい！」

「高瀬は大丈夫？　食べられる？」

　無言でコクコクとうなずく高瀬。

　どうやら単純に怖かっただけで気持ち悪くなってしまったというわけではないみたいだ。

　近くの売店で三つまとめ買いして、落っことさないよう気を付けながらベンチへ戻る。高瀬と寿にソフトクリームを手渡し、そのまま俺はベンチに並んで座る高瀬たちの前に立った。

　各々が受け取ったソフトクリームをなめながら一息吐つく。

「にしても高瀬ちゃん可愛かわいいねェ」

　俺の後ろに控えていた『推すい薦せん』がつぶやいた。

「うるさい」

　姿が見えないのをいいことに、『推すい薦せん』は高たか瀬せの耳元まで近寄って鼻を鳴らしてみたり、黒いニーソックスに包まれた長い脚を眺めたりしてやがる。

　ていうか『推薦』の髪質……高瀬と戦えるレベルじゃねえか。どんなケアをしてるんだよそれは。

　同じつややかな髪でも相手が違えば受ける感覚も違うもんだ。

　あ、それ以上視線下げてみろ。ぶっとばすからな。

「ん、桜さくら井い君。靴ひもがほどけているようだが」

　高瀬が指差す俺おれのスニーカーからは、確かにほどけた靴ひもがだらしなく伸びていた。

「あ、本当だ。ちょっと『推薦』これ持ってて」

「はいよ」

　俺は『推薦』にソフトクリームを手渡し、ほどけた靴ひもを結び直した。

「これでよし。あ、勝手に食べるなよ」

　ソフトクリームにかじり付く『推薦』にくぎを刺し、高瀬にお礼を言おうと……。

　あれ？　どうしたんだその顔。何かにびっくりしているような。

「な、なあ桜井君。ええと、その、ソフトクリームが宙に浮いているように見えるんだが……」

　しまったぁぁぁ！

　慌てて『推薦』からソフトクリーム（結構がっつり食いやがった）を取り戻すも、靴ひもを結ぼうとした際にソフトクリームを持っていてくれようとしたのだろう、右手を俺の方に向けたまま高瀬は固まっている。

　高瀬の横に並んだ寿ことぶきも、これにはさすがに驚おどろいたようで口を開けたまま静止している。

　どどどどどうしよう。どうしようっ。

「ここは私に任せるんだ。私の言葉に合わせて口パクしてくれ！」

　なるほどアフレコ作戦かっ。声はほとんど同じなんだし、自然に聞こえるはずだっ。さすが『受じゆ験けん』頭の回転が早いっ。

　俺は即座に視線で「分かった」と送る。

『受験』と一度視線を合わせ、タイミングを計る。俺は意識を『受験』の口元に集中する。

「いや違うんだよ。これは俺が靴ひもを結ぶ速度があまりに早すぎるだけで、ソフトクリーム自体は通常の物理法則に則のつとって落ちているんだよ。うん」

「……そ、そうなのか？」

　賢かしこいけどバカぁぁぁー！

「おおっ！　桜井くんにもそんな技がっ！」

　寿もバカかぁぁぁー！

　高瀬の表情はどう見ても納得しているようには見えない。いや当然だけど。

　と、とにかくここは皆の視線を変えるんだっ！

「そそ、それよりさ、次はどこに行」

「お化ばけ屋や敷しきだろ」

　高たか瀬せと寿ことぶきは、ソフトクリーム事件をごまかそうと必死に話題をそらした俺おれを二度見した。

　でもそれも仕方ない。食い気味にお化け屋敷って答えたのは『推すい薦せん』だったのだから。

　未来組が見えていない二人からしたら、俺が自分で聞いて間髪をいれずに自分で答えたように聞こえてるよな。『推薦』のバカヤロウっ。

「そ、そうだね。行こっか！」

「あ、ああ。どんな仕掛けがされているのか楽しみだ」

　わずかにいぶかしみながらも、女子二人は事もなげにそう言い放った。

「……二人はお化け屋敷とか大丈夫なの？」

　寿も高瀬も楽しそうにうなずいた。

　なるほどね。寿も高瀬もお化け屋敷は大丈夫、と。ということは勢いで行くことになったお化け屋敷を怖がるような可愛かわいい子は……俺だけだな。

　こうして俺たち三人（＋役立たず二人）はお化け屋敷の定番、ひょろひょろ鳴る笛の音をマーチに暗くら闇やみの中へと踏ふみ込こんだ。

「うぎやー！」

「うっはー！」

　さっそく情けない悲ひ鳴めいを上げているのは、案の定未来組の二人だ。

　このチキンガイズめ。密林に潜ひそむ怪鳥みたいな声を出しやがって恥ずかしい。俺は意地でも悲鳴なんて上げないぞ。ていうか『推薦』は自分で提案したくせにメチャクチャ怖がってるじゃねえか。

　どうせイヤらしい目的で勧すすめたんだろうよ。

「あはははははっ！」

「おおっ。今のには驚おどろいたな」

　比べて寿、高瀬は余裕しゃくしゃく。

　寿は楽しそうに笑い声を上げ、高瀬は各所に設置された仕掛けに近付いてみては驚くなんていう楽しみ方をしている。

　こんな二人の前で無ぶ様ざまな悲鳴など上げられるものか！

　下唇を嚙かみしめて恐怖と戦う。

　男のプライドに懸かけて俺はこの場を乗り切ってみせる！

　そんな風に息巻く俺がたどり着いた空間は、もともと暗いお化け屋敷の中でもなお暗かった。もはや順路以外まともに視認できないレベルだ。

　お化け屋敷側の仕掛ける最後の盛り上げどころという感じだろうか。

　唯一の光源が人ひと魂だまだっていうのがまた恐ろしい。それでもどうにか少しでも明るいところへ行きたくて、俺おれは青白く光る人魂の前まで駆け寄った。

　その瞬しゆん間かん、人魂の向こう側に浮かび上がる人相。

　うあわー！　モテずに死んだ冴さえない男の霊れいがぁぁぁ！

　恐怖に仰のけ反ぞった俺の首元を今度は何かさわさわしたものがなめた。

　飛とび退のいて確認すると今度はまた別の人相が浮かび上がった。

　うわわわぁ！　妖よう怪かい薄っぺらキューティクルがぁぁぁ！

　そしてさらに耳元で誰だれかの悲ひ鳴めいが上がる。

「うわあぁぁぁ！　特徴のない男の霊がぁぁぁ！」

「マジで特徴ねェェェ！」

　なんだなんだどうなってるんだこれはぁぁぁ！

　そう思った矢先だった。左右の手が誰かにつかまれた。

　広がる温かな感触。さすがにここまでくると高たか瀬せや寿ことぶきでも怖いのかっ！

　俺は意を決した。二つの手をつかんだまま猛ダッシュでゴールを目指す。とにかく順路と書かれた方向へ、仕掛けという仕掛けを全すべて無視して出口へ一直線。

　そしてようやく、出口の文字を見つけることができた。

　迷いはなかった。全力で二つの手を引いたまま俺は陽光輝く出口へと駆け込んだ。

　……や、やっと終わった。

　俺は「なんてことない」顔を作ってから二人に振り返る。

　もう、言うことなんて何もない……。

　右手の先には鬱うつ陶とうしいキューティクル男。そして左手の先には冴えないよれよれジャケット男がつながっていた。

　ごめん。本当は気が付いてた。気が付いてたけど夢が見たかったんだ。

　そうだよね。大体お化ばけ屋や敷しきを怖がってたのって『俺ら』だけだったもんな。

　そりゃそうだ。

「ええい離せ離せっ。気持ち悪いっ」

　自分たちを振りほどいて、俺は一人出口の横へと退たい避ひした。

　数分遅れで出てきた高瀬たちは、俺の姿を見つけて駆け寄ってくる。

「桜さくら井いくん大丈夫だったー？　すごい悲鳴だったよ」

　ぐったりしている俺に寿が心配の声を掛けてくれる。しかしその顔にはもちろん心配より笑いの成分の方が圧倒的に多い。具体的には九対一くらい。

「ずいぶんと驚おどろいていたな。大丈夫か？」

「もうじぇったい入らない」

　俺は、ジェットコースター後の高瀬の返事をまねて答えた。

「高たか瀬せチョップ」

　ずいぶんと加減された一いち撃げきが頭を打つ。

　思っていた以上にお化ばけ屋や敷しきの恐怖と疲労が足にきていたのか、高瀬のリアクションに笑いながら踏ふみ出だそうとした足が、意識に反して一歩後退する。

「おっ、とととと」

　すると、ひざの裏辺りが何かにぶつかって体が大きく傾かしいだ。

「桜さくら井い君っ」

　俺おれの異変に気付いた高瀬がこっちに向かって手を伸ばす。

　対して、慌てていた俺は高瀬の腕を夢中でつかんだ。

　それでも体勢を立て直すのは不可能だった。俺は高瀬を巻き込みそのまま落ちていく。

「きゃっ」

　せめて、高瀬だけでもっ！

　俺は両腕に力を込めた。

　──ガッタン！　と大きな音と共に尻しりに走る電流のような痛み。

「……痛いってー」

　痛みを感じた尻の下には備そなえ付つけの木製のベンチ。引っかかったのはこれか。

「だ、大丈夫か？　高瀬……」
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　高たか瀬せの安否を確認しようとして、俺おれは息を飲んだ。

　吐と息いきが掛かるほどの距離に高瀬の小さな顔がある。怖かったんだろう、形の良い眉まゆは八の字を描いていた。

　そして両手で俺の上着の胸の辺りをつかみ、抱きしめられるような形で、高瀬は俺の両手の中にすっぽりと収まっている。

「た……かせ？」

　抱きとめたその肩は本当に細く華きや奢しやで、そして柔らかい。

　服越しだっていうのに高瀬の体温がかすかに伝わってくる。

「う……ん」

　ゆっくりと、高瀬の視線が上がってくる。

　わずかに潤うるんだその瞳ひとみの輝きから、逃れることができない。




　……目が、合ってしまった。




「「…………」」

　そしてそのまま無言で二人見つめ合う形になったところで……。

「だいじょうぶー？」

　能天気な寿ことぶきの声が聞こえた。

　すると高瀬は、目が覚めたかのような機敏な動きで身を離した。

「だ、大丈夫だっ！」

「桜さくら井いくんは？」

「え？　あ、ああっ。平気だよ」

「二人ともケガなくて良かったね……ん？　涼りようちゃん、顔が真っ赤になって」

「そ！　そそそれにしてもあの狭い空間で、悲ひ鳴めいが、や、や、やまびこのように聞こえたのはなんだったんだろうな。わ、私も少し驚おどろいてしまった。それが顔に出てしまっているかもしれないな！」

　何やら言おうとしていた寿の言葉に、高瀬はいつもより大きめのボリュームで割り込んだ。

「うーん。まさか本当に心しん霊れい現象だったとか！」

「ははっはははっ。ま、まさか」

　寿と高瀬は笑い合う。高瀬の方はちょっと乾いた変な笑い方だった。

　ああでもそうか。俺が悲鳴を上げないよう我慢しても、未来組が声を出したら高瀬たちには俺が言ったように聞こえるんだった。しかも二チャンネルサラウンドシステムで。

　せっかく守り切った男のプライドも徒労に終わったなぁ。

　睨にらみつけてやろうと、真向かいのベンチに熱い顔を向けるも、未来組は未来組で疲れ切っていたんだろう、放心状態で倒れ込んでいた。

「あ、あれだな。絶叫系はもうそろそろやめておこう」

「私もその案には賛成だっ」

「じゃあ次はあれにしよう！」

　まだまだエネルギー全開の寿ことぶきは観かん覧らん車しやを指差した。

　まあそれなら問題ないだろう。俺おれたちは立ち上がり、ゲートへ向かって歩き出す。

「なんだかグループ交際しているような気がしてきたな」

　ちっ。もう立ち直りやがった。

　駆け寄ってきた『受じゆ験けん』は俺たち三人の横に、さも一緒に遊んでいる一人かのように並んで歩き始める。

　完全に気のせいだからなそれ。ここにいる男は全員が桜さくら井い真まさ人となんだから。しかもお前らは見えてすらないんだからな。

　遊園地スタッフに誘ゆう導どうされて、俺たちは四人乗りの観覧車に乗り込む。

　まず俺が入って右奥の席に着く。続いて高たか瀬せは寿に押されて俺の横に、寿は左奥の席に着く。そして空いた寿の隣となりに『受験』が……ってお前も乗ってくるのかよ！

「四人乗りに五人はさすがに乗り切れないだろうという話になってな。『推すい薦せん』に頭を下げて私だけ乗せてもらったんだ」

　俺にそう耳打ちした『受験』は、なぜか一礼してからホクホク顔で寿の横に落ち着いた。

『受験』の背景を考えると逆にこっちが悲しくなってくるくらいの幸せそうな顔だった。

　そんなの見せられたら文句も言えねえよ……。

　観覧車はゆっくりと回り、俺たちの乗ったゴンドラは少しずつその高度を上げていく。

「申し訳ない。せっかく遊園地に来たのだからジェットコースターとかにもっと乗るべきなのかもしれない」

　高瀬がすまなそうにそうつぶやいた。

「そんなことないよ。観覧車大好き！　高いところ好きだし楽しいよ！」

「高瀬さんのように素敵な人と一緒ならなおのことだ」

　……狭いゴンドラの中を沈ちん黙もくが支配した。

　いきなり毛色の違う言葉が発せられたからだ。俺の声で。

「なななななにを言い出すんだ！」

「何を言ってるんだ！」

　高瀬の声と俺の声が重なる。今のはどう考えても口く説どき文もん句くじゃねえか！　しれっと何を言い出すんだお前は！

「す、すまない。こういうことをこういう場面で一度言ってみたかったんだ」

　俺は、『受験』の脇わき腹ばらを力いっぱいつねりながら、「世の中には『ごめん』ですまないことがあるんだよ」と目で訴える。

　普段の『受じゆ験けん』からは絶対に出てこないようなセリフだ。それだけテンションが上がってしまっているんだろう。

「いやー、こういう恥ずかしいセリフ一度言ってみたかったんだ」

　なんとか言葉にできた言い訳が、『受験』の言ったことと似通いすぎてて嫌いやになる。

「そういうことを突然言うのはやめてくれ。驚おどろくじゃないか」

「涼りようちゃん顔真っ赤だよ」

「なるほど。真っ赤だ」

「高たか瀬せチョップ！　チョップチョップ！」

　連打だった。

　よほど恥ずかしかったのか、あやふやな軌道で迫る高瀬チョップの最後の一いち撃げきが耳に直撃。

　痛い！　地味に痛い！　『受験』のせいなのがまたさらに痛いっ。

「あーほらほらっ。二人ともてっぺんに着くよ！」

　寿ことぶきの声に『受験』まで含めた全員が窓の外の景色に目を奪われた。

　そこには初冬の淡い青空が一面に広がっていた。下方には遠く連なる山を望み、そのすそ野に広がる街並みを駆け抜けていく電車が見える。その向かう先には俺おれたちの住む町がある。ここから見つけることができるだろうか。

「綺き麗れいだねー」

「本当だな」

　痛む耳を押さえたまま横の高瀬を見る。俺の視線に気付いた高瀬は静かに微笑ほほえんだ。

「きみゅ……」

　そして『受験』の口をつまんでやった。なんとなくだけど「君の方が──」みたいなことを言いそうな気がしたからだ。

　ピークを迎えたゴンドラは今度、ゆっくりと高度を下げ始める。

　……なんだ。いつもの俺たちじゃないか。

　俺がくだらないことを言って、高瀬がそれを受けてくれて、寿が盛り上げる。三人一緒の時の楽しい空気が今、確かにこのゴンドラの中にあふれている。昨日までの憂ゆう鬱うつがウソみたいに高瀬も笑ってくれている。

　高瀬を元気付けることができた。

　これできっと明日からまたがんばれるよな。

　俺たちはその後、コーヒーカップやメリーゴーラウンドといった定番のアトラクションで遊び尽くした。

　誰だれも乗っていないはずなのに高速回転するコーヒーカップや、無人のまま走り出そうとするゴーカートからできるだけ高瀬たちの視線をそらそうとする度たびに肝を冷やしたけど、それすら含めて最高に楽しかった。

　何より、高たか瀬せがたくさん笑ってくれたことが嬉うれしかった。

　そして太陽が落ち始めた頃ころ、遊び疲れた俺おれたちは帰路に就つくことにした。

　集合場所だったバス停まで戻ってきたところで、未来組と別れることになった。

『受じゆ験けん』曰いわく「姿が見えない以上できる限り車通りの少ない道を選ばないと危険だから」らしい。

　なるほど、遊園地でもコースターに乗らなかったのはそういう理由だったのかと納得してしまう。

　そもそもそんな難むずかしいルート選択が必要なら無理して来なきゃいいのに……まあ楽しかったからいいけどさ。

「高瀬、帰ろうぜ」

　沈みゆく太陽を静かに眺めていた高瀬の姿がどこか切なげに見えて、俺はなんとなく声を掛けた。

「……うん」




　バス停を後にした俺たち三人は、並んで帰り道を歩いていた。

　今にも沈まんとしている太陽が街を一面橙だいだいに染める。この時間になるとさすがに少しだけ肌寒いな。そろそろ冬物の準備をした方がいいかもしれない。

「楽しかったねー」

「そうだなぁ。遊園地もたまにはいいもんだな」

　ここ最近のことを思うと、寿ことぶきの言葉には大きな意味がある。

　高瀬と一緒に今日を楽しく過ごすことができた。それは沈んでいた高瀬を元気付け、またあの人気者の高瀬を復活させる契機になるはずだ。

　そして俺にとってはそのこと自体ががんばるための燃料になる。

『推すい薦せん』のおかげで生まれた急な計画だったけど、その効果は間違いなくあったと思う。まさか本当に未来のチケットでも遊べるとは。色々と大丈夫なんだろうか、あの遊園地。

　寿と二人で成功を喜びあっていると突然、高瀬の歩みが遅くなった。

　少しずつ俺と寿の並びから遅れ始める。

　どうしたんだろう。気になって高瀬の足取りに注意を向けていると、ついに、まるで何かを決意したかのように立ち止まった。

　さすがに俺も寿も振り返った。大きな夕ゆう陽ひがまぶしかった。

「どうしたのー」

「二人に伝えておきたいことがある」

　俺は信じて疑わなかった。こんなに楽しい一日を過ごした後だ。きっと高瀬の言葉は明日への希望になるはずだと。寿ことぶきも同じように思っているはずだ。

　だって、俺おれたちが一緒にいればこんなにも楽しいんだから。

「今日は二人といられて楽しかった。ありがとう」

　そのことを肯定するような高たか瀬せの言葉。

「……でも」

　それにもかかわらず、逆光の合間に見える高瀬の表情は、言葉とは裏腹だった。

　夕ゆう陽ひを背負い、うつむいたままの高瀬は静かに、でも俺たちにハッキリと届くくらい力強い声で続ける。

「もう、私のことは放っておいてほしい」

　そう言った。

　意味が分からない。

　高瀬は終始楽しそうだった。

　たくさん笑ってた。

　それなのに、それなのに。

「どうして……？」

　声を上げたのは寿だった。

「どうしてそんなこと言うの！　もっとこれからも一緒にいたいよ！」

　寿の必死の問いかけにも高瀬は冷静に、淡々と答える。

「受じゆ験けんも近い。そばに誰だれかいると騒さわがしくて集中できないんだ」

　高瀬の言葉を聞いて寿は続ける。

「わたしたちがいたら……迷惑だってこと？」

「……迷……惑だ」

　声を失う寿。しかし高瀬は、静寂を断ち切るように歩き出し、そしてただ真正面だけを見据えたまま俺たちの間を通り過ぎていく。

「高瀬っ！」

　俺は高瀬の腕をつかんだ。

「いきなりなんなんだよっ！　そんなの納得できるわけねえだろ！」

「桜さくら井い君も受験生なんだから分からないことはないと思う」

　その言葉に自分の現状、低すぎる合格率を思い出してしまった俺は、そこから言葉をつなぐことができなかった。

　そっと俺の手を振りほどいた高瀬は今まで見たこともないような真顔だった。

「そういうことだから。私には構かまわないでくれ」

　その冷めた目は、抑揚のない話し方はまるで『氷の女王』みたいだ。

　……なんで、どうしてそんなこと言うんだよ。

「ありがとう。今日は本当に楽しかった」

　そう言い残して高たか瀬せは歩き出す。

　取り残された俺おれたちにはもう、高瀬を追いかけることができなかった。

　なあ高瀬、本当になんなんだよそれは。

　それじゃまるで別れの言葉みたいじゃないか。

　高瀬が見えなくなって、夕ゆう陽ひすらその姿を隠そうとしていた。それでも俺と寿ことぶきは、その場から一歩も動くことができなかった。




「……ただいま」

「おっかえりー。いやぁ楽しんじゃったねー今日」

　帰ってくるなり『推すい薦せん』は高いテンションで絡からんでくる。俺たちより先に帰った未来組はその後の事情を知らないんだもんな……。

「…………」

「おいおいー。もしかしてェ、下手へたに手を出そうとして一発もらっちゃったとかァ？」

「……はぁ」

「本当に、何かあったようだな」

　俺の心情なんておかまいなしでニヤニヤと余裕顔をしている『推薦』と、相変わらず興味津しん々しんといった感じの『受じゆ験けん』に、俺はバスを降りた後の出来事を大まかに説明することにした。

「なるほどねェ。でもこういう弱みとかァ、ちょっとおかしいと感じる態度の時はァ、付け入る隙すきでもあるわけだからァ、がんばっちゃおうぜー」

　まったく、こんな状況で何言ってんだよ……。

　そんな俺の心情なんて知らずに、『推薦』は続ける。

「これでェ、オレの元の世界だっけ？　戻れば高瀬ちゃんとか寿ちゃんとお友達になってるわけっしょ？　サイコーじゃん！　しかも受験してるわけだし、これでオレの人生も安あん泰たいっていう感じィ？　いやいやホントにありがとうございまーっす！」

　そしてお得意の小こ躍おどりが始まる。だからストレート感全開の髪が跳ねて鬱うつ陶とうしいんだよ。

「……それについてなんだが、一つよいか？」

『受験』が真面目まじめな声で切り出した。俺がイスごと『受験』の方に向き直すと、『推薦』もさすがに未来組の状態に対する見解には興味があるのだろう、小躍りをやめてベッドに腰掛けた。

「これは言おうかどうか迷っていたんだが……漫画のようだしな」

『受験』はそう前置きすると、俺と『推薦』を交互に見てから続ける。

「この世界の桜さくら井い真まさ人とがどのような選択を取ろうと、未来組の状況には変化がないのではないだろうか」

「えー？　それってどういうことー？」

『推すい薦せん』は物事を考えるという能力自体が退化してるんだな……。

「ええと要するに、新しい理由を見つけて受じゆ験けんに向かっているこの世界の俺おれ、高校三年の桜さくら井い真まさ人との決断、進路が未来組の生活に何の変化も起こさないんじゃないかってことでしょ？」

「その通りだ」

「はあ？　なんでだよ！」

『推薦』は声を張り上げて抗議する。

　確かに、どういう根拠なのかは気になる。

「私も最初はこの世界の桜井真人の決断が、自分の状況を変えてくれるのだと思っていた。だが最近考えていたんだ。そうならない可能性の方が高いのではないか……と」

「だからァ！　それがどーいうことかって聞いてんだよ！」

「未来組。私たちが二人という時点で気が付くべきだった。今現在受験を控えている桜井真人の未来は一パターンしかない。すなわち受験か推薦か。これは分かると思う。それにもかかわらず未来組、私たちは二人いる。推薦で進学した桜井真人と、受験で進学した桜井真人。ここから導みちびき出だされるのは……」

「未来組のいた場所は、今ここにいる俺の未来じゃなくて別世界、パラレルワールドにおける未来ってこと？」

「そう考えた。そうでなければ未来の桜井真人が二人いることも、この世界の桜井真人が未来組の進んだ進路のどちらとも違う選択をしたのに、未来組の私たちに何ら変化が訪れないことにも説明がつく気がしないか？」

　漫画や映画で見た設定を思い出した。

　それが過去、現在、未来が一続きの設定であれば、未来から来た主人公が過去に関かかわると、起きるはずのことが起きずに歴史が変わってしまったり、ともすれば誰だれかが生まれてくるために必要な出来事が起きずに存在が消えてしまったり、なんていう事態になっていたはずだ。持っていた家族集合写真から人物が消えたりするパターンのやつだ。この場合、未来から来た人物が過去の自分と相対してしまうと、その世界に生まれた矛む盾じゆんを訂正するために、世界からそのどちらか、もしくは両者ともに消去されてしまうっていう話になっていたのを思い出す。場合によっては世界そのものが消滅してしまうなんてものもあった。

　俺たち、桜井真人の場合はそれとは違う状況。『推薦』は桜井真人が推薦で進学した世界の未来に、『受験』は桜井真人が受験で進学した世界の未来に住んでいて、高瀬を守るために受験を選んだ俺の世界に迷い込んで来ている。という平行世界パラレルワールドの設定なのではないかということが言いたいんだろう。

『推薦』も同じようなことを考えているのか、いったん怒りを抑えて黙だまり込こんでいる。

　だから『受験』はちょくちょく何かを考え込むような素振りをしていたのか。

　思い返してみれば、俺が進路を決めた時も感情的にならず、ただその理由を聞いて何かを考えていたみたいだったもんな。

「正直なところ状況はあまりに不可解だ。私の知識自体もともと大したものではないし、単なる想像と言えばそうなのだが、私はそう考えている」

「じゃあさ……」

　黙だまり込こんでいた『推すい薦せん』がゆっくりと口を開いた。

　その雰囲気はいつもの馬ば鹿か面づらとは違って静かな怒りに満ちているように見えた。

「オレたちは何しに来たわけ？　オレはここで受じゆ験けんすることが選択されれば未来が変わってひどい状況から抜け出せると思ってたわけ。あとはここで受験するのを見届ければ良いって。それが何も変わらないんじゃ意味ねえじゃん！　それとも何？　新しい可能性を見つけた別のオレを見て、これが正解だったのかぁ……って後悔すればいいわけ？　後悔してるからそれを変えたくてオレたちはここに戻ってきたんじゃねえのかよ？」

「もちろん、これは仮定の話であって確証などないのだが……」

「だったらするんじゃねえよそんな話！　オレたちはもうここで望むような結果を出してもらって、未来が変わるのに期待するしかねえんだからよォ！」

「何一つ考えもせずいい加減に過ごしていただけのくせに何を言ってるんだ！　それにどうしたら良いのか、どうなっているのか分からず不安を抱えているのは私だって同じだ！　そのうえ、少なくとも私の推おしていた推薦という選択肢はもう失われてしまったのだぞ！　そんな風に言われるのは心外だっ！　何か思うことがあるのなら少しは考えてから言えっ！」

「なんだとこの野郎ォォォ！」

　言い返された『推薦』は、いきり立って『受験』につかみかかった。

「やめろやめろっ。自分同士で争ってどうするんだよっ」

　今にも拳こぶしを振り上げんとする『推薦』を抱きとめに入ろうとするも、かえって俺おれが腕をつかまれベッドに突き飛ばされてしまった。

　そして『推薦』は、

「お前には未来があっていいよなァ！　オレらはもう戻れねえんだよ！」

　と、怒りの形相のまま言い放った。

　助け船を求めて『受験』に目で訴える。しかし、気まずそうに目をそらされてしまった。

　ああそうか。きっと『受験』もどこかで同じように思っていたんだ。

　進路の選択、それから高たか瀬せのこと。自分自身のことばかりで考えもしなかった。未来から来た二人、この二人がどうしてここに来て、これからどうなっていくのかを。

　夜は更ふけていく。それからこの部屋を占拠する沈ちん黙もくを破ろうとする桜さくら井い真まさ人とは誰だれ一人いなかった。




　　　◆◆◆




　遊園地に行ったあの日から一週間ほどの時間が経たっていた。

　俺おれも寿ことぶきも、高たか瀬せとはあれっきりまともな会話は交かわしていない。

　いくら声を掛けても、最低限の返事しかもらえないような一方通行だった。

　さすがの寿も今回のことは相当まいったらしく、最近はずっと沈んだままだ。

　そしてそれは俺も同様だった。いや、俺の方が状況はひどいんじゃないだろうか。

『受じゆ験けん』が平行世界説を唱となえたあの夜から、未来組は口を開こうとはせず、部屋は驚おどろくほど静かになった。

　その中でも『推すい薦せん』は怒りが収まらないらしく、窓の外を向いたまま動こうともしない。

　とは言っても、この件に関しては俺がどうこうできるわけではないとも思う。何かを考える役は『受験』が適任だろうし、俺の行動は二人のいた世界には影えい響きようしないという考察が出たばかりだ。

　最近は未来組が各々勝手なことをしている中で勉強していたせいもあってか、今の沈ちん黙もくはとても重く、居づらく感じてしまっていた。

　だから今朝も予鈴よりもずいぶんと早い登校になってしまった。

　早朝の気温はもう冬のそれで、吐いた息が白んで消える。

　高瀬との関係、未来組の思い。何もかもが変わってしまった。

　それだっていうのに進路はもう決まってしまった。もう戻ることはできない。それだけが俺に突き付けられた結果。

　そして受験という進路に関しても、未いまだ変わらず暗雲に包まれたままだ。

「おはよ」

「おはよう。早いな」

　そっと声を掛けてきたのは寿だった。俺たちは挨あい拶さつだけ交わして昇降口へ向かう。

　小学生並みのサイズの上うわ履ばきにその小さな足を入れた寿が来るのを待って、俺たちは教室へと向かう。

　そして静けさが支配する教室で、俺たちは言葉少なに過ごす。

　やがて同級生たちが次々にやってきて寿と会話し始めた。どこか寂しげな雰囲気を残しながらも、寿はいつも通り元気な声で相手に応こたえている。

　それから少しして高瀬が教室にやってきた。そして一言も発することなく静かに席に着く。

　そんな高瀬に掛けることのできる言葉なんてなかった。そしてそれは同級生たちも同じようだった。『氷の女王』みたいな雰囲気に戻ってしまった高瀬にはやはり近付きにくいのだろう。

　触れずにおこう。そんな空気をひしひしと感じた。

　どういうわけかここ最近、他クラスの生徒たちまで高たか瀬せの現状を知ってしまっているようで、いつの間にか孤立どころか敵地のような空気になってしまっている。

　高瀬の味方をすれば、自分もどう言われるか分かったものじゃないって思ってるんだろうな。

　前に『推すい薦せん』も言っていたけど、こんなに話が広がってしまうなんてなんだか不思議だった。

　もうこんな状態が一週間以上も続いている。

　このままでは本当にクラスの皆は高瀬への興味を失って、『推薦』の言ったように一時的なお祭り騒さわぎだけで終わってしまう。

　でも、遊園地からの帰り道であれだけ決定的なことを直じかに言われてしまった自分に今、できることなんて何かあるんだろうか。

　授業は淡々と進み、午前中の教科を全すべて終えた。

　難なん易い度どの上がった授業を乗り越えてたどり着いた昼休み。それぞれが雑談に花を咲かせながら昼食を摂とっている。

　そんなのんびりした昼下がりの教室の、ゆったりとした空気を切り裂くような甲かん高だかい声が上がった。

「おい！　お前いい加減にしろよ！」

　その耳みみ障ざわりな怒ど声せい、金髪の主には見覚えがある。

　以前、同じように高瀬に絡からんできた女子生徒だ。

　二度目の襲しゆう撃げき。ただ、前回と違うのは、今度は新につ田たという金髪女子一人じゃない。派手な髪色に改造スカートを穿はいた女子生徒を新たに四人ほど引き連れ、合計五人がかりで高瀬を囲んでいる。

「あれだけ言ってもまだ分かんねえのかよ！　ああっ？」

　新田にイスを思いっきり蹴けられた高瀬は驚おどろきと共に立ち上がった。新田は高瀬を突き飛ばすと壁かべ際ぎわに追い込んで襟えり首くびをつかむ。そして下から睨にらみつけた。

「前に言ったよな。お前いつまで調子乗った真似まねしてんだよ！」

　新田の連れてきた金髪女子たちも高瀬を取り囲み、敵意丸出しの視線をぶつけている。

　俺おれは時計を見た。以前は昼休みが終わって先生が教室に入ってきたから事なきを得た。でも今回はそんな展開は期待できそうにない。

　いや、もはやそんな一時しのぎで解決できるような問題じゃないんだ。

「なんとか言えよ！　どうなんだよ！」

　言葉を返さずにいる高瀬に苛いら立だったのだろう新田は、襟首をつかんだ手をひねり上げた。

　……新田という子は色々面倒な生徒で、関かかわるとロクなことがないらしい。

　そんな新田を中心とした五人組に囲まれた高瀬に逃げ場なんてない。

　昼休みの教室にはたくさんの生徒がいる。ついこの前まで高瀬の周りで笑い合っていた同級生たちが。それなのに、高瀬はそんな教室の中でたった一人追い込まれ、囲まれ、脅おどされている。

　やっかいなことで知られる新につ田た。加えて攻め込んで来た人数の多さもあってか、高たか瀬せの周り以外、教室は静まり返っていた。

　下手へたに物音でも立てようものなら高瀬と同時に金髪集団の標的にされかねない。

　進路に関かかわる大事な時に、何も失うものがないような者たちに絡からまれるメリットなんて何もない。

　そのうえ、下手に助けに入れば学年中に広がっている悪い空気まで背負わなくてはいけなくなるんだ。

　それこそ敵だらけになってしまう。そんな重圧に耐たえられるはずがない。

　……そしてそれは、俺おれだって同じだ。

　受じゆ験けんすることを選択してからずっと勉強を続けてきた。それでもお世辞にも合格率が高いとは言えないのが現状だ。面倒事なんて避さけて受験勉強に集中した方が良いに決まっている。

　それに何より、高瀬に「放っておいてくれ」と言われてしまった。

　寿ことぶきも視線を落としたまま黙だまっている。高瀬の一番そばにいた俺や寿でさえ何もできずにいるのだから、他ほかの同級生たちだって同じだろう。

　きっとこれで元通りになるんだ……。

　高瀬はもう以前のように皆が集まってくるような人気者じゃない。調子に乗ってなどいないことに新田たちもすぐに気が付くだろう。そうなれば高瀬に執しつ拗ように絡む理由だってなくなる。

　同級生たちだけでなく、俺や寿まで振り切った高瀬は、また俺たちと出会う前のような一人きりの生活に戻っていく。

　俺はもうただ受験に向けてひたすらに勉強だけを続けていけばいい。

　こうして俺と高瀬は前のように別々の時間を過ごしていく。

　みんなが周りにいてくれて楽しい、と笑った高瀬は、ずっと一いつ匹ぴき狼おおかみとしての日々を送っていくんだ。

　……そしていつの日か、笑い事じゃ済まないような悲しい出来事が訪れるのだろう。

　その優しさに付け込まれる形で。

　でも、もう俺にはどうしようもない。どうしようもないんだ。肝心の高瀬に拒絶された俺にできることなんてない！

　そう、何度も自分に言い聞かせる。それで納得したつもりでいた。するしかなかった。

　無言のままうつむく高瀬についにしびれを切らしたのか、新田は襟えりをつかんだ手で高瀬をさらに強く壁かべに押し付けると、空いている方の手を勢いよく振り上げた。

　きっと、高瀬を叩たたくために。

　教室中から息を飲む音が聞こえた。

　俺にできることなんてもう何もない……本当に、本当にそうか？

　仕方ないなんて言葉で終わらせていいのか？　いいのか？　俺おれッ！

　高たか瀬せはいいヤツなんだよ。

『氷の女王』なんて呼ばれていた高瀬だけど、進路を決められずにいた俺のことを気に掛けてくれた。軽い気持ちで聞いた進路のことを覚えてくれていて、俺の方がそのことを忘れていたにもかかわらず、律りち儀ぎに教えてくれた。

　日直になった時は、自分から名乗り出てまで担任から逃げ回る俺を助けてくれた。

　意外にもバラエティ好きで必殺技まで作って、寿ことぶきと一気に仲良くなって、たくさんの同級生が集まってくるようになった。それでも理科室で見かけた高瀬は何一つ変わらないよく気の付く高瀬のままだった。

　遊園地に行った。観かん覧らん車しやで真っ赤になった高瀬はすごく可愛かわいかった。

　そんな高瀬の優しさも、ささやかな喜びも全すべて喰くい物ものになってしまう。

　……やっぱりダメだ。高瀬を放ってなんて……おけねえよ！

　俺が進路を選ぶことができたのは高瀬との出会いがあったからじゃないか。

　その時決めたはずだ。高瀬が本当はいいヤツだって皆に知らせる。そして高瀬を悲運から助けるんだって。

　高瀬にどんな事情があって「放っておいてほしい」なんて言ったのかは分からない。

　それでも、俺たちを突き放したあの言葉だって、きっと何か理由があってのことなんだって。




　──誰だれよりも、そう誰よりもまず俺が信じないでどうするんだ。




「やめろぉぉぉ！」

　イスを弾はじき飛とばすほどの勢いで立ち上がった俺は声を張り上げていた。

　切れてしまったかもしれない俺たちの絆きずな。離れていく仲間たち。せめて俺は、俺だけはまだ諦あきらめてやるもんか。たとえ余計なことだと嫌きらわれてしまったとしても、このまま黙だまって見ていていいわけがないっ！

　今まさに振り下ろされんとしていた手が、俺の叫び声に止まった。

　すぐに新につ田たが、取り巻きの金髪軍団が、一いつ斉せいに怒りに満ちた視線を俺に向けてくる。

「あぁ？　なんだよお前！」

　苛いら立だちを発散しそこなった新田は、高瀬の襟えり首くびをつかんだまま俺に怒りの矛ほこ先さきを向けた。

　相手が男子だろうとひるむことなく敵意をむき出しにしてくる。

　目をそらしたら負けだ。なぜかそんな気がして俺は意地になった。

　沈ちん黙もくの中、視線がぶつかる。

「高瀬から手を放せよ」

「もうやめてよ！」

　新たに上がる声。その声には聞き覚えがあった。案の定、俺おれの他ほかにもう一人立ち上がっているやつがいた。

　この嵐あらしの中に新たに飛び込んで来たのはやはり──寿ことぶきだった。

「はぁ？　なんなのお前ら。寿まで調子乗ってるコイツのオトモダチなわけ？　マジでウゼえんだけど！」

　さすがは学年問わず友達の多い寿だ。あまり面識はなくても顔と名前は知られているのだろう。

「そうだよ、友達だよ。涼りようちゃんはいい子で……わたしの大切な友達なんだよっ！」

　金髪軍団をかき分け高たか瀬せのもとまで進んでいった寿は、いつもみたいに高瀬の高い腰に抱きついて新につ田たを真まっ直すぐに見据えた。

　寿の発する小さな体に見合わない気迫に押されたのか、新田はわずかにたじろいだ。しかしそこはやはり金髪軍団の将、その気勢が落ちることはなかった。

「ちっ。じゃあお前はなんなんだよ？　お前もどうせコイツの顔につられたクチなんだろ！」

　俺？　俺は高瀬の……なんだろう。

　進路を決めるきっかけになった同級生。

　本当はすごく気の利きくいいヤツ。

　大切な友達。

　だから高瀬の悲運を変えたくて……。

　そのどれもが正解なのに、なぜか何かが引っかかっている。

　……そう答えることに小さな、でも確かな抵抗がある。もっと違う何かがあるような気がして答えを出せない。

　そんな一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんを相手は見逃さなかった。

「どうなんだよ！　言ってみろよ！　タカユキみたいにお前もこの女に騙だまされてんだろ！」

　タカユキ？　新田は聞いたことのない名前を上げた。

　それは高瀬が約束をしている人。あの日の帰り道で見た男子生徒のことなんだろうか。

　頭がごちゃごちゃになってしまって新田の問いに答えることができない。

「わたしたちは友達なんだよ」

　答えに窮きゆうする俺に寿が助け船を出してくれた。新田はまた舌打ちする。

　そうだ、今はとにかく高瀬を守ることだけ考えろ。

「そうだよね？」

　高瀬の腰に回した手に寿はギュッと力を込めた。

「涼ちゃん！」

　長い髪に隠れた高瀬の顔をのぞき込みながら、寿は悲ひ鳴めいに近い声を上げる。

「高瀬っ！」

　続けて高たか瀬せを呼ぶ。

　高瀬、お前が答えてくれないと、俺おれたちはこれ以上動けないんだ。

　だから、頼むっ！

　すると、わずかな間をおいて、

「……うん」

　沈ちん黙もくを続けていた高瀬がようやく返事をしてくれた。

　その言葉を、待っていた。

　俺は進み、高瀬と新につ田たの間に割って入る。

「これ以上高瀬に何かするつもりなら……俺が絶対に許さない」

　高瀬の首元をつかんだままだった新田の手がついに、離れた。

「わたしだって！」

　寿も俺に続いて高瀬と新田の間に割って入ってきてくれた。

　俺には寿みたいな相手に脅きよう威いを感じさせるほどの広い交友関係はない。ただ、睨にらみをきかせることしかできないけど。それでもここは譲ゆずらない。

「はぁ？　なんなのこいつら」

「何カッコつけてんだよ！」

「その女が悪いんだろうが！」

　今までただ新田に付き添っていただけだった他ほかの金髪女子たちも、俺と寿という増援に反応して口々に威い嚇かくの声を上げ始めた。

　金髪軍団は数的な優位を笠に着て一いつ斉せいに『口こう撃げき』を展開するつもりだ。対してこっちには弁の立つ人間は寿くらいしかいないし、かと言って相手を脅おどすようなことができるような子ではない。圧倒的に不利だ。




　──その時だった。




「ギャーギャーうるさいなぁ。早く出てってよ金髪軍団」

　教室のどこかから、そんな言葉が聞こえたのは。

　それは俺でも、寿でも、ましてや高瀬が発したものでもない。

　それは同級生の誰だれかのものだ。

「ああ！　どいつだよ今ふざけたこと言ったやつはよォォォ！」

　新田の怒ど声せいに取り巻きたちも、獲え物ものを探す獣けもののような目で教室中を見回した。

　思わず俺も辺りを見回してしまった。

「どいつだって言ってんだよ！　出てこいよォ！」

　その要求に応こたえるものはいない。一いつ瞬しゆんの静寂が訪れる。しかし。




　──「私だよ」




　誰だれかの上げたその一声がきっかけになった。

「俺おれだよ」「私だよ」と、上がる声はそれこそ本当に男女を問わない。

　今までただ成り行きを見守っていたクラスメイトたちが続々と立ち上がっていく。

　その光景に全身が総毛立った。──教室の空気が変わっていた。

　高たか瀬せを取り囲んでいた金髪軍団はこの瞬しゆん間かん、クラス全体というさらに大きな集団に包囲された。

　高瀬は一人きりに戻ってしまってなんていなかったんだ。

　その異様な空気に新につ田たが思わず一歩下がったのが見えた。この教室中から放たれる敵意は金髪軍団に集中し、多勢と無ぶ勢ぜいが完全に入れ替わっている。

　新田は一歩下がり、

「ちっ。マジでウゼぇ。今度他人の男にちょっかい出してんの見たら……そのときは許さねえからな」

　そう、高瀬に告げた。

　……どういうことだ？　新田の言葉の意味が分からない。

　高瀬がこうして絡からまれているのは、突然人気者になった高瀬の周りに男女問わず人が集まっているのが気に食わないからじゃなかったのか？　どうも新田の意趣は『男』の部分にその比重が掛かっているみたいに感じる。

　困惑する俺をよそに、これ以上この空気の中で高瀬を相手にするのは無理だと感じたのだろう、金髪軍団はふてぶてしい態度のまま教室を後にする。

　そのしんがりになった新田は去さり際ぎわに、

「お前も勘違いさせられてんじゃねえよ」

　そんな捨てゼリフを俺に残していった。




　　　◆◆◆




　三人が同じ部屋にいるとは思えないほど、俺の部屋は静かだった。

　先日の喧けん嘩か以来、『推すい薦せん』と『受じゆ験けん』は言葉を交かわすことはなく、視線すら合わそうとしない。そしてその間に挟まれた俺も、高瀬のことで頭がいっぱいで何かを話そうとする気にはなれなかった。

　そんな状態だから、この八畳の部屋にはただただ無言の時間が流れていた。

　英単語をなんとなく書き写して、熟じゆく語ごのパターンを書き出すなんてことをしてはいるけど、心ここにあらずなのが自分でも分かってしまう。

　それでも、何もしないでぐるぐると同じことを考え続けてしまうよりはマシだろう。

　結局昼休みの事件の後、ショックもあるんだろう高たか瀬せはうつむいたままで、声を掛けられるような雰囲気ではなかった。そして放課後になると同時に教室から出て行ってしまった。

　できる限りのことはしたつもりだけど、やっぱり高瀬にとってはもう俺おれたちは必要ないのかなぁ……。

　もう俺に残されているのは受じゆ験けんという個人の問題だけなんだろうか。

　引っ張り出した模試の結果は何度見返してもＥ判定のままだ。

　どうして……どうしてもっと早く真面目まじめに勉強し始めなかったんだろう。あと一年、いや、せめてあと半年早ければ。ただ毎日最低限しかこなさずに過ごしていたあの時の俺に……そう。過去の自分に何か言えるなら言ってやりたい。

　今から弱点を克服しておけって。

　いや、それが無理ならせめて進路に悩んでいた時でいい。そしたらそこからもう一度考え直すことができるのに。

　戻りたい、あの時に。戻ってしまいたい。

「わっ！」

　突然鳴り始めた着信音に俺は飛び上がった。机の上で充電中だった携帯を取って新着メールを確認する。

『今、桜さくら井い君の家の前まで来ている』

　そのメールは思わぬ差出人からだった。そして絵文字も顔文字すら使われていないシンプルな内容に、俺はすぐに立ち上がって窓を開ける。

　見慣れた我が家の前に立つ電信柱。その下で恥ずかしそうに一度手を振って見せたのは、長い黒髪にスラリとした長身、ここから見ても美人だと分かるほど綺き麗れいな顔立ちをした同級生。

　俺は大急ぎで上着だけ羽は織おって階段を駆け降り、サンダルを突っかけてすっかり暗くなっていた表へ飛び出す。

「高瀬……どうしたんだこんな時間に」

「少し話したいことがあって。まず、ゆかりちゃん経由で勝手に桜井君の住所を聞いてしまったことを謝あやまりたい」

　ゆかりちゃん……ああ、寿ことぶきのことか。

「ああ、いや別にいいよそれくらいのこと。それよりもう結構遅い時間だけど、その話は歩きながらでも大丈夫？」

「ああ。大丈夫だ」

「じゃあ送っていくよ。さすがにもう暗いからな」

「……申し訳ない」

　歩き出す俺おれに一度頭を下げてから高たか瀬せは横に並んだ。

　冷え切った空気に吐いた息が白く煙って消える。体の芯しんから冷えてしまいそうな寒さに目が覚める思いがした。毎日慌ただしくしていたからあんまり実感しなかったけど、いつの間にかすっかり冬になっていたんだな。

　思い出したかのように体がぶるりと震えた。高瀬が来るなんて想像もしなかったからつい適当な格好で出てきてしまった。足元もサンダルだし。

「これ、使ってくれ」

　俺の身震いに気が付いたのか、高瀬は巻いていたマフラーを外して、どこか恥ずかしそうにしながらも俺の首元に掛けてくれた。

　真っ白なマフラーからはかすかに高瀬の匂においがした。

　耳鳴りがしそうなほど静かな冬の夜空に俺と高瀬、二人の足音が重なっては消えていく。

　高瀬は言葉を探しているのか、しばらく考える素振りをしながら歩を進めていたけど、赤信号で立ち止まった時にゆっくりと口を開いた。

「こうやって話すの久しぶりになるな」

「……そうだな」

　この信号は、車通りが少ない割になかなか青に替わってくれない。静かな夜の住宅街、足を止めた二人の呼吸だけがかすかに聞こえていた。

「今日はありがとう」

「ん？　何が？」

「私が叩たたかれそうになった時、助けてくれた」

　高瀬は申し訳なさそうにうつむいた。

　でも、俺は声を出して立ち上がったっていうだけで、実際に新につ田たたちを引き上げさせたのは、寿ことぶきの持つ人脈の力、そしてクラスの皆とその場限りじゃない友情を築きずけた高瀬の人間性だったと思う。俺個人の持つ影えい響きよう力りよくなんてたかが知れてるし。

「俺は大したことはできなかったよ。あいつらを追い返したのは寿とクラスのやつらのおかげだ。寿、がんばってくれたもんな」

　正直、ちょっと情けなくもあった。「お前は高瀬のなんなんだ」って聞かれて、言葉に詰まっちゃってたもんな。

　俺は高瀬のなんなのか。答えられなかった問いかけ。

「そんなことはない！」

　強い声だった。

「桜井君が最初に立ち上がってくれた。声を上げてくれた……桜井君は私を助けてくれたんだ」

　高瀬は真まっ直すぐに俺を見てそう言った。

「昔な……同い年の友達がいたんだ」

　そんな風に、高たか瀬せは切り出した。

「家も近所でクラスも同じで、女子同士私はその子といつも一緒だった」

　並んで信号を待つ俺おれたち。夜空を見上げながら語り始める高瀬の言葉に、俺はただ静かに耳を傾かたむける。

「今も上手じようずではないけど、私はその頃ころ自分の気持ちを伝えるのがすごく苦にが手てだったんだ。それで運動会の時にな、私のミスでうちのクラスは優勝を逃してしまった。それでクラスがなんだかイヤな雰囲気になってしまったことがあった」

　言葉を探すように、選ぶようにしながら高瀬は続ける。

「その子は、私がクラスの輪に入れるようにと、考えつく限りの努力をしてくれた……でも、皆にとってはそれが気に入らなかったんだろう。裏目に出てしまって、私に向かうはずだった意趣が、その子に向かってしまったんだ」

　高瀬は懺ざん悔げするかのようにまぶたを閉じた。

「それである時、ついに今日の私のような状況になってしまった。それにもかかわらず私は皆に、その子になんと言ったらいいのか分からなくて、どんどん状況は悪化していってしまったんだ。結局、助けることができなかった」

　そしてゆっくりと冷たい夜空を仰あおぐ。

「強く、優しい子だった。今度は私が力にならなければいけなかったのに」

　とつとつと語る高瀬の口調には、未いまだに忘れることのできない後悔がにじんでいる。

「それから少しして、中学校に入ると同時にその子は引っ越して行ってしまった。お礼すらまともに言えなかった。だから……その時のようになってしまうのではないかって思ったんだ。桜井君には特に迷惑を掛けたくなかった。今は大事な時期で、あんなに悩んでようやく決めることができた進路なのに、私のせいで集中できなくなってしまうなんてことになったらと思うと……他ほかに方法が思い付かなかった」

「大事な時期だから、皆から離れるような形を選んだのか？」

「うん」

「そっか。そういうの高瀬らしいけどさ……もうそんなことはしないでくれよ。すごく……心配したんだからな」

「……うん」

　高瀬は申し訳なさそうに首肯した。

　もしかしたら高瀬は、引っ越していってしまった友達に上手うまく思いを伝えられなかったことを悔やみ続けていたのかもしれない。

　だから言葉少なくとも、せめて行動で示そうと面倒事を一人で請け負い、片付けていたら、涼やかな容姿に凜り々りしい目、愛あい嬌きようのあるタイプではない高瀬はいつしか『氷の女王』と呼ばれるようになっていた。そんな想像が自然と浮かんできた。

　そしてそれは、『推すい薦せん』の言っていた「ずっと一いつ匹ぴき狼おおかみのままだった」理由だろう。

　今思えば、クラスの注目を浴び、その中心にいることに引け目を感じていたのには、そのことも関係していたのかもしれない。

「すまなかった。もっと早く、素直に話すことができれば良かった」

「いや、俺おれたちもちゃんと高たか瀬せを捕まえて聞くべきだったよ……でも良かった。高瀬に嫌きらわれちゃったのかと思った」

「違う。そんなことは絶対に、絶対にない！」

　少しでも強く否定の意思を伝えたかったんだろう。高たか瀬せは俺の手をギュッとつかんでそう答えると、自分のしていることに恥ずかしくなったのか慌てて手を離した。

「寿ことぶきもそれを聞いたら喜ぶだろうな。寿とはもう話をしてきたんだろ？」

「桜さくら井い君に会う前に行ってきた。ちゃんと全部説明してお礼も言ってきた。その時に桜井君の家の場所を教えてもらったんだ」

　結局一台の車も通ることなく、ようやく信号が青へと替わる。俺たちはまた住宅街を歩み始めた。

「でもよく遊園地、一緒に行ってくれたよな。正直断られるんじゃないかって思ってたんだけど」

「それは……ゆかりちゃんと……さっ、桜井君と一緒に行くって考えたら楽しみで。だからこれで最後にしようって思ったんだ。最後の思い出にしようって」

　……俺たちの絆きずなは弱くなんてなかったんだ。

　俺と寿は、急に静かになってしまった高瀬が心配で、突き離されてもああやって新につ田たたちの前に立ちふさがった。

　高瀬は、進路のために大事な時期である今、俺たちに余計な心労や面倒が掛からないように一人で問題を抱え込もうとしていた。要するに高瀬は相変わらずいいヤツだったんだ。

　もしもあの時俺が立ち上がらなかったら、真実は明らかにされないままだったかもしれない。そう考えると、新田たちを追い返したっていう結果は寿の人気あってのものだったかもしれないけど、俺のしたことにも一応意味があったのかもしれない。

「でもさ。やっぱりみんな高瀬のこと好きなんだよな。最後はあんな風にクラス一丸になって助けてくれたもんな。高瀬の人間性があってこそだよ」

「わ、私はそんな……桜井君とゆかりちゃんのおかげだ」

「でも……もう平気なのか？　俺たちはこうして元通りになれたけど、高瀬の抱えている問題はまだ解決してないんじゃないのか？」

「今日はそれを解決してきたんだ。解決できたのは……やっぱり桜井君のおかげだ」

　どういうことだ？　今日一日のことを振り返ってみても、俺の行動の中に高瀬の問題を解決できる要素があったようには思えないけど。

「桜さくら井い君が新につ田たさんを止めに入ってくれた時、新田さんが一人の男の子の名前を口にしたんだ」

　ああ、確か……タカユキとかなんとか言ってた気がする。

「それで気が付くことができた。私はずっと何か新田さんの気に障さわるようなことをしてしまっているのだと思っていたのだが、どうやらそういうことではなく、私が新田さんの好きな人と仲良くしていると思われてしまっていたようなんだ」

「それっていつも帰りに約束していた人のこと？」

　こくりと高たか瀬せは首肯した。どうやら高瀬が帰りを共にしていた男子生徒がタカユキだったらしい。

「だから二人に伝えてきた。勘違いをさせてしまって申し訳なかった。こんなにも本気で思って、心配して怒ってくれる人がいるなんて羨うらやましい。これからもずっと、二人仲良くしていてほしいって」

　……そんなことを、二人を目前に真面目まじめな顔で言ったのか？　いや、言ったんだろうな。高瀬だもんな。

　さすがの新田も啞あ然ぜんとしただろう。ちょっとその瞬しゆん間かんの反応を見てみたかった気もする。

「そっか。そういうことだったんだ……高瀬なら仲良くなりたいって思う男は多いだろうし、仕方ないかなって思ってた」

「えっ？」

　高瀬は心底「驚おどろいた」といった感じの顔をした。

「俺はてっきりその人が高瀬にとって特別な人なんだって思ってたよ」

「ち、違う！　違うんだっ。帰り道に怪け我がをした野の良ら猫ねこがいたんだ。車にはねられたのか、誰だれかにいじめられたのかは分からないが、すごく人に怯おびえていて、でもあのままじゃ死んでしまうかもしれなくて。その時ちょうど彼が同じ現場に居合わせて、二人掛かりで何日も掛けてようやく猫の警けい戒かいを解いて病院に連れて行ったところだったんだ。断じて桜井君やゆかりちゃん、クラスの皆のことを軽んじていたわけじゃない。だからその……勘違いは……しないでほしい」

　必死の表情でそう訴える高瀬を見て、なんでだろう、自分でも驚くほど安心してしまった。全身の力が抜けてその場にへたり込んでしまいそうだ。

「……桜井君も……その……なんて言うか、そう……思っていたりするのか？」

「ん？」

「その、私と……仲良く……というか……ええと」

　めずらしく口ごもりながら高瀬はこっちをうかがってくる。

　そんなの決まってるじゃないか。

　思っていなければあんな状況の中で新につ田たたちみたいな集団に立ち向かったりするものか。

「もちろん。寿ことぶきの熱意にだって負けてないよ」

「……うん」

　……あれ？　上手うまく伝わってなかったか？

　高たか瀬せはなぜか少し複雑そうな顔をしていた。

「だからさ、何かあった時は話してくれよ。一人で解決しようとしないでさ。俺おれも寿も迷惑だなんて思ってないから。高瀬が俺たちのことを思ってくれるのと同じでさ。これだけは信じていてほしい」

「うん、ありがとう。そうさせてもらうよ」

　高瀬は恥ずかしそうにしながらも真まっ直すぐに俺の目を見て、そう言ってくれた。

　諦あきらめてしまう寸前でギリギリ立ち上がることができた。でも、俺や寿ができるのはそこまでだったはずだ。持ち続けていた後悔のために一人で全すべて抱え込もうとしていた高瀬が、勇気を持って俺を、寿を頼ってくれたからこそ、こうして今、一緒に歩いていられるのだろう。

　これは高瀬に、信頼してもらえてるって思っていいんだよな。

　開発が進んでずいぶんときらびやかになった駅前を抜け、我が家とは反対側に位置する住宅街に入る。こっち側は山に沿って作られているため、ここからは登り坂だ。

「桜さくら井い君。勉強の方の調子はどうだ？」

「一応毎日続けてるよ。目標もあるし」

　Ｅ判定の二十パーセント未満。あんなに低い結果を出した自分がこんなことを言ってもいいのか迷ってしまう。

　でも、そうだな。高瀬には伝えておこう。

「実はさ。成績から考えるとちょっと厳きびしいんだけど、高瀬と同じところが第一目標なんだよ」

　バッ！　と効果音が鳴なり響ひびきそうな勢いで高瀬が振り向く。遅れて髪がふわりと舞まった。

「本当かっ？」

　その急な問いかけに思わずこくこくと首を振るだけで応こたえてしまう。

「そうなのか……一緒に行けるといいな……本当に」

　柔らかな笑顔だった。高瀬のことだ、心からそう思ってくれているんだろう。

「高瀬はどう？　がんばってる？」

「ここのところはやはり少し落ち着けずにいたけど、私も毎日続けているよ。せっかく良い判定をもらえても、それで気を抜いてしまっては意味がないからな」

　元々できる高瀬でもそれだけ努力してるのか……俺のしてる『努力』なんて自己満足に過ぎないんじゃ……。

「あっ、お姉ちゃん！」

　長い坂道を登り切ったところで突然、そんな言葉が聞こえた。

「優ゆう。どうしたんだ？　こんなところで」

　駆け出す高たか瀬せの先には荘そう厳ごんな造りの屋や敷しきと、その門の前に立つ、見るからに可愛かわいらしい一人の女の子。

「そろそろ門限の時間だから心配で。もしお父さんが先に帰ってきちゃったら時間を稼かせごうと思ってここにいたの」

「そうか、ありがとうな」

　高瀬は自分より二回りくらい小さな女の子の頭をなでる。なでられた女の子はくすぐったそうに目を細めた。

「この子は？」

　高瀬は手を下ろすと向き直って、女の子を俺おれの方に向けた。

「私の妹の優だ」

「あ、あの……高瀬優と申します。いつもお姉ちゃんがお世話になっています」

「高瀬の同級生の桜さくら井い真まさ人と。よろしくね」

　丁てい寧ねいに頭を下げる高瀬の妹こと優ちゃんを、ついじっと見つめてしまう。

　なるほど確かに以前高瀬が言っていたように女の子らしい。

　肩口付近までの黒髪は高瀬に負けず劣らず艶つややかで、少し幼く見える顔付きに大きく丸い瞳ひとみがなんとも愛らしい。そして細い肩に似合わない豊かな胸。女の子の武器と言える要素を全すべて集約してできている。そんな感じの子だ。

「高瀬チョップ」

　ガツンっ。
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「いてっ。な、なんだいきなり」

「……いや、なんとなく」

　なんとなくにしては、衝しよう撃げきで星が散らばるくらい重い一発だったような気がするんだけど。

「……それにしても、ここが高瀬家だったんだな……小さい頃ころは俺おれも友達も忍者屋敷なんだって思ってたよ」

　外がい壁へきに囲まれた家なんてこの付近じゃあまり見かけない。そのうえこれだけ立派な日本家屋なんだからそう思われもするだろう。

「道場があるせいでよけいにそう見えるのかもしれないな」

　道場？　なるほど。あの頃は読めなかったけど確かに年月を感じさせる重厚な木板に達筆で「ここは剣道と空手の道場で、うちはその家元です」という旨むねの文字が書かれている。

　道理で高瀬がこんな格好良い感じに育ってしまうわけだ。そしてそんな高瀬に反するように妹は女の子らしくなった、と。

　なるほど。高瀬家の人間関係が見えてくるな。

「お母さんは何か言っていたか？」

「ううん。特に何も言ってなかったよ。でも、男の子と帰ってきたりしてって笑いながら言ってた」

「……そうか」

　高たか瀬せは屈服しましたとばかりに笑う。さすが高瀬のお母さま……正解です。

「先に母さんに説明してくるから優ゆうは引き続きここで見張っていてくれ」

「うん。分かった」

　そう言い残すと高瀬は、これまた年代物の表札の横に設もうけられた重たそうな木戸を開き、その中へと入っていった。

　思わず安あん堵どの息が漏もれた。嬉うれしかった。もう高瀬との関係は、二人の間に流れる空気は以前のものに戻っている。

　……本当に、良かった。

「あの……」

　俺おれの言葉一つ一つに喜んだり、チョップしたり、心配してくれたり、あの頃の居心地の良い距離感だ。

「あのー？」

「えっ？」

　気が付くと優ゆうちゃんの大きな目が下から俺おれをのぞき込んでいた。

「あ、ごめんごめん。なんだっけ？」

「えっと……あの、桜さくら井いさんはお姉ちゃんの彼氏さんなんですか？」

「ぶはーっ！」

　いきなりなんてことを聞いてくるんだ最近の若い子はっ。

「いいいいや、違うよ。同級生だよ」

「そうなんですか？　お姉ちゃん家にいる時はいつも桜井さんと寿ことぶきさんのことを話していたので、そうなのかと思っていました」

「そ、そうなんだ」

　高たか瀬せはどんな風に俺や寿のことを家族に話しているんだろう。想像もつかないけど、なんだか少しくすぐったい。

「お二人のことを話す時はすごく楽しそうにしていて、でも最近すごく思い詰めた感じだったから心配だったんです。それが今日、桜井さんと一緒に帰ってきたらまた、とっても優しい雰囲気になっていて……それって桜井さんと一緒だからなんだと思います。あっでも、お父さんもおじいちゃんもお姉ちゃんのこと特別大事にしてますから、大変だと思いますよ。涼りようが欲しければ、自分を倒してからにしろ。って、言われると思います」

　そんな大げさな。いくらなんでも今時そんなのあり得ないだろう……。

　すると熱弁をふるった優ちゃんは、なぜか途と端たんに意気を落とした。

「……その、なんて言うかやっぱり、男の人は綺き麗れいな人の方がいいんですよね……」

「はい？」

　優ちゃんの言うことはずいぶんといきなりで、その論旨を理解できない。

「わたしもお姉ちゃんみたいになりたかったです」

「どういうこと？」

「はい。お姉ちゃんは何を着ても似合うし、モデルさんみたいなんです。髪も本当にサラサラですし」

　優ちゃんは、以前高瀬が見せたものと似たため息を吐ついた。

　そう言えば高瀬も同じようなことを優ちゃんに対して言ってたよな。なんていう高レベルなないものねだりなんだろう……。

「好みは人によると思うけど、まあ少なくとも優ちゃんはそんなこと悩まなくても大丈夫だよ」

「へ？　どうしてですか」

　真まっ直すぐに俺を見上げる優ちゃんのキラキラした目は真剣そのものだ。

「確かに高瀬とタイプは違うけど、優ちゃんは可愛かわいいから。だから大丈夫」

「え？　ほ、本当ですか？」

「いや本当本当。優ゆうちゃんには誰だれにも負けない優ちゃんだけの良さがある」

　それだけは間違いない。正々堂々純粋な美少女。優ちゃんを評するならそんな言葉が適当だと思う。心配なんてするだけ無駄だ。

「あ、ありがとうございますっ！」

　感極きわまったのか優ちゃんは大げさなアクションで頭を下げると、俺おれの手を取り両手で包み込むようにして抱きしめる。

「そんな風に言ってもらえたの……初めてです」

　恥ずかしそうに微笑ほほえむ優ちゃんはわずかに頰ほおを赤くしていた。

　これは……すごい破は壊かい力りよくだ……。

「……お姉ちゃんが好きになるのも分かります……」

「ん？」

「なっ、なんでもないですっ」

「……遅くなった」

　説明を終えたのか高たか瀬せがまた俺たちのところに戻ってきた。

　優ちゃんは慌てて体を離した。

「お、どうだった？」

「……別に。問題ない」

　……なんだろう。少しだけ不ふ機き嫌げんになってる気がする。お母さんに何か言われたのかしら。

「優、ありがとう。もういいよ」

「あ、うん。あの桜さくら井いさん……さようなら」

　優ちゃんは可愛かわいらしくぺこりと頭を下げると高瀬家へ戻っていった。

「今日は本当に迷惑を掛けてしまった。申し訳ない。そのうえ、家まで送ってもらってしまって」

「あぁ、別に構かまわないよ。俺も寿ことぶきも当然のことをしたくらいにしか思ってないし。あ、そうだマフラーありがとうな」

「いや、着けて帰ってくれ。帰り道に体を冷やしてしまったら、風邪かぜをひいてしまうかもしれないだろう」

「いいの？　それじゃあ借りていくことにするよ。高瀬も風邪には気を付けろよ」

「うん。それじゃあまた……明日」

「おう」と軽く返事して踵きびすを返し、俺は元来た道を歩き出す。

　長い一日になったけど、無事問題が解決してくれて良かった。

　またこれで高瀬は皆と楽しくやっていけるはずだ。

　むしろ今日の一件はその絆きずなを強くしてくれたようにすら思える。

　寿もさぞかし喜んでいるだろう。明日にはさっそくお得意のタックルが見られそうだな。

　そんな風に想像すると口元が自然とほころんでしまう。

　良かった。これで今回の事件も一段落だな。

　そして、長い坂道を降り始めようとした時だった。




「……桜さくら井い君っ！」




　呼ばれた俺おれはゆっくりと振り返る。

　きっと笑顔で見送ってくれるんだ。そう思っていた。

　でも、俺を呼び止めた高たか瀬せは……泣いていた。

　凜り々りしい高瀬の目からぽろぽろと涙がこぼれ落ちて、頰ほおからあごへと輝く軌跡を描いている。

　高瀬は鼻をすすって、目じりにたまった涙を両手で拭ぬぐうと小さく一度深呼吸をした。

「私は幸せ者だっ。あんな場面でも自分のことを友達だと言ってくれる人がいるのだからっ……」

　そしてかすかに震える声で続ける。

「……少しだけかもしれないけど、私は変わることができた。信じることができた」

　また一粒、涙が足元に落ちて弾はじけた。

「桜井君……ほんとうに、ほんとうに……」

　その綺き麗れいで美しい濡ぬれた瞳ひとみが真まっ直すぐに俺を捕らえた。

「ありがとうっ」

　あふれ続ける涙をもう一度拭った高瀬は、とても、とても優しい、温かな笑顔でそう言うと、小さく手を振ってくれた。

　そしてゆっくりと木戸を開き、自宅へと入っていった。

　俺は呼ばれて振り返った姿勢のまま動くことができなかった。

　高瀬の涙を、言葉を、笑顔の余よ韻いんを、静寂に包まれた街路で一人嚙かみしめる。

　高瀬が巻いてくれたマフラーにそっと触れる。

　胸の中に広がっていく温かさ、かすかな痛み。それは熱に変わって脈打ち始める。顔が焼けるように熱い。どんどん大きくなっていく鼓動が聴覚を占領してしまう。

　ギューっと締しめ付つけられる胸の痛みと、相反する気持ち良さ。

　そうか……やっと気が付いた。

　クラスも、男女も越えて高瀬が仲良くできる人がいればいい。

　そう思って作戦を立案したのに、男子生徒と一緒に帰る高瀬を見てからずっと憂ゆう鬱うつだったその理由。

　そして今日の昼休み、新につ田たに聞かれて口ごもってしまったあの問いの答え。




　──俺おれは高たか瀬せのことが好きなんだ。




　なんだ。もっと早く気が付いても良さそうなものだったのに。

　俺は友達としてじゃなく、高瀬のそばにいたいんだ。

　今日のような突然の出来事だってあるだろう。その時、寿ことぶきのような存在が近くにいるとは限らない。

　高瀬に何かがあった時に誰だれかが……違う。俺がそばにいて、俺が助けたいんだ。

　だから……俺が進むべき道は……。

　そう、思い至った途と端たんだった。

　腹の底から熱い何かが湧わき上あがってくる。その何かはあっと言う間に胸をいっぱいにして、それでも足りずに全身を駆け巡る。

　俺は自然と歩き出し、その足取りはどんどん早くなって、ついに我慢できずに走り出した。

　俺はきっと慢心していた。

『推すい薦せん』とも『受じゆ験けん』とも違う進路を決めたことで、どちらとも違う良い未来が待っていると思っていたし、高瀬に仲間が増え、寿と仲良くなったことで高瀬の未来も良い方向へ向かせることができたと考えていた。そして毎日勉強をすることで充実していると勘違いしていた。

　だから模試の結果一つに落ち込んで、高瀬に起きたピンチに目を伏せようとした。さらに最低なことに「せめて受験だけでも上手うまく……」だなんて情けないことまで考えた。

　あの時、なんとか立ち上がることができたから誤解を解くことができたけど、もしもあのまま諦あきらめていたら今いま頃ごろ、俺は一人きりの受験勉強を続けていただろう。

　俺のことを考えてくれた高瀬を置き去りにしたままで。

　だから今のままじゃダメだ。ダメなんだ。

　高瀬のそばにいたいなら、今みたいに何かあったらすぐになくなってしまうような仮かり初そめの自信と、しているつもりの努力に満足していちゃダメなんだ。

　何が「せめて半年前に戻れたら」だっ。戻ったら今の、これからの高瀬のそばに誰がいるんだっ！　そんな情けないヤツに何ができるって言うんだ！

　そう。俺には自分の望む未来をつかもうとするための『覚悟』が必要だ。

　高瀬一人を先に行かせるわけにはいかない。

　俺も一緒に同じ場所に進むんだ。ダメだったらもう一年努力すればいい、なんて絶対に考えちゃいけない。俺が止まっていたら高瀬は気に掛けてくれるだろう。それこそ自分の身に何が起きても我慢して。

　正々堂々と高瀬のそばにいなきゃいけないんだ。俺は。

　だからもう覚悟を決めるんだ。高瀬涼りようの隣となりにいるために全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭かけると。

　人通りの多い駅前を縫ぬうように俺は駆け抜ける。

　走り続けて息はあがり、鼓動は激はげしく鳴り続けているっていうのに、足を止める気になんてならなかった。

　それどころかもどかしくて仕方ない。家までの、この数十分程度の距離が。悔しくて仕方ない。もっと早く走ることのできないこの体が。

　体中で荒れ狂うこのエネルギーのぶつけ先はもう一つしかない。

　ひんやりと澄すんだ夜空に月が煌こう々こうと輝いていた。

　俺おれは駆ける。高たか瀬せと歩いたこの道を。家まであともう少し。




「絶対に……絶対に合格してやる！」




　俺はようやく、ようやく本当に自分が進むべき道を見つけられたような気がした。













　　　第四章　　　挑め！　未来へ







「うわー。まだお昼過ぎなのにもう普通に寒いねー」

　放課後、昇降口から飛び出していく寿ことぶきの後に俺おれ、そして高たか瀬せが続く。

　新につ田たとその彼に「二人仲良くしてほしい」なんて大真面目まじめに言い放ったとされるあの事件の日以降、新田やその彼、金髪軍団の気配はなくなり、学年中に広がっていたイヤな雰囲気も、悪評も消え去った。

　今ではこうして俺、高瀬、寿と三人並んで帰ることが定番になっていた。

「あ、高瀬ちゃん寿ちゃんまたねー」

　クラスの女子が校舎から手を振っている。

「うん。また明日」

「ばいばーい！」

　二人が返事する。同級生たちも前みたいな馬ば鹿か騒さわぎでないにしろ、高瀬と仲良くしているところがまた見られるようになった。

　元通りどころか、前よりももっと良好な関係が生まれたと俺は思っている。

　受験が一段落したらクラス全員で遊ぶ約束もある。それどころか卒業旅行まで考えているんだとか。

『推すい薦せん』の言っていた『お祭り的な盛り上がりの産物』ではない仲間ができたんだ。もう孤立なんてすることはないだろう。新たな場所へ進んだって、今の高瀬ならやっていける。

　もちろん、未来組も知らないこの世界の未来のことだし、油断はできないけど。

「桜さくら井いも一応またねー」

「おい！　扱いの差！」

　相変わらずの人望のなさに苦にが笑わらいしながらも、俺は大おお雑ざつ把ぱに手を振り返してやった。

「あっそうだ。高瀬、これ借りてたマフラー」

　先日の夜、高瀬に巻いてもらった真っ白なマフラーを鞄かばんから取り出すと、受け取った高瀬は、じっと俺の顔を見つめた。

「桜井君。ひょっとしてなんだが、今日どこか体調を悪くしていないか」

「あ、言われてみれば顔色が少し悪い気がするね。大丈夫？　風邪かぜとかひかないようにね」

　気にかけてくれる二人。言われてみれば今日は食欲もなかったし、喉のどは痛いし、なんとなく足元がおぼつかない感じはある。

「大丈夫だよ。ちょっと寝不足気味なだけだから」

　それでも問題はないはずだ。確かに体は重たく感じるけど、それは単に眠たいからだろう。

　睡眠時間は二時間もあれば十分だし、もうこの生活にも慣れた。

　そんなことより今は一分でも勉強に割く時間を増やして、一パーセントでも合格率を上げなくてはならない。いや違う。百パーセント合格しなければならないんだから。

　高たか瀬せの涙を見た時にした決意は、衰えることなく轟ごう々ごうと燃え続けている。

　病は気から。この気合いがあれば風邪かぜなんか吹き飛ばせるはずだ。

「あまり無理はしないようにな。それと桜さくら井い君は、マフラーとか持っていないのか？」

「あー、ないなぁ」

　そう答えると、高瀬は受け取ったばかりのマフラーを広げ、俺おれの首元に巻いてくれた。

「もし、良かったら……これ、もらってくれ」

「でも……いいの？」

「私は他ほかにも持っているから。これからは体調にも気を遣つかわないといけないだろう？」

「そっか……あ、ありがと」

「うん……」

　俺は巻いてもらったマフラーにそっと触れた。この白いマフラーを見ると、あの帰り道のことを思い出して胸が熱くなる。

　俺は「一緒に行けるといいな」って言ってくれたことだって忘れていない。その期待に必ず応こたえてみせるから。

　今日は帰ったらまず夕飯まで英文法の見直しをしよう。その後は長文の読解を朝までだ。

「涼りようちゃんも風邪には気を付けてね。受験生なんだから」

「うん。ありがとう」

　寿ことぶきは一足早く推すい薦せんでの進学が決まるみたいだった。てっきり『元気』の一芸入試だとばかり思っていたから、しっかりと推薦枠を押さえていたことがちょっと意外だった。

　できることなら寿も同じ進学先なら良かったけど、さすがにそれは贅ぜい沢たくを言いすぎだ。

　寿と高瀬の仲は進む道が同じでなくても続いていくものだと思うし、その辺りの心配は無用だろう。

　それに、いつまでも寿にばかり期待していないで自分自身でなんにだって向かって行けるようにならないと。

　校門の前で立ち止まる。三人とも家の方向はバラバラだから一緒に歩けるのはここまでだ。

「桜井君はくれぐれも体調に気を付けてな。また明日」

　高瀬が一足早く帰路を進み始める。

「また明日ぁー！」

「高瀬も風邪なんかひかないようにな」

　寿と二人で高瀬を見送った。

「それでどうかな。時間取れそう？」

　高たか瀬せが見えなくなったのを確認して、この場に残ったままの寿ことぶきが小声で尋ねてくる。

「取れる。いや取るよ」

「うん。それじゃあ当日は図書館待ち合わせで、帰りに……」

「分かった。図書館っていう場所も俺おれとしては助かる」

「うん。二人は受じゆ験けん生せいだし、もう時期も時期だから遊びに行っても落ち着けないかなって思って」

「そうだな。良い選択だと思う」

「うん。それじゃあ準備だけはしておいてね。じゃ、またねー」

　一応の決定を見たところで寿は手をブンブン振って、何を急いでいるわけでもないだろうに走っていってしまった。

　寿の提案は高瀬の誕生日祝いをしようというものだった。せっかくだから受験の景気付けも兼ねて三人で集まろうということらしい。

　誕生日までチェックしている辺りはさすがに女子だなと感心した。俺にはそんな文化はまったくと言っていいほどなかったし。

　何かプレゼントを考えておかないとな。

　さて、それはそれとして俺も今日はさっさと帰って勉強しよう。

　そう思って一歩踏み出したその時だった。視界が少しゆがんだ気がした。

　あ、あれ。どうしたんだ一体……？

　それをきっかけにして今度は辺りがぐにゃりと曲がって見え始めた。さらに氷水でも掛けられたかのような急きゆう激げきな寒気に襲おそわれる。

　震え出す体、フラつく足元。突然の事態に内心でうろたえながらも俺は、電柱や壁かべを伝ってどうにかこうにか進んでいく。

　どんっ。

　それはちょうど角を曲がろうとした時だった。俺は何かにぶつかってその場にしりもちをついてしまった。

「あいたたた」

「……すいません。大丈夫ですか」

　ぶつかってしまった相手はそう言って手を差し出してきた。

「は、はい」

　正直なところ、もう立ち上がるのもつらい状況で、全然大丈夫じゃない。

　でも、幸い特に外傷とかはなさそうだった。下手へたに心配させても悪いし、俺は相手の手を取ってできるだけ自然に立ち上がる。

「こっちこそすいません」

　ぶつかった相手は俺おれを見てなぜかびくっと一度体を震わせた。

　ニット帽を目ま深ぶかにかぶり、大きなマスクをしたコート姿の男。背丈は俺と同じくらいだけど、顔がほとんど隠れてしまっているせいで、表情までは見ることができない。

「……怪け我がとかはありませんか？」

「あ、はい」

「それは良かった。それでは失礼します」

　一度頭を下げてから男は立ち去っていった。

　俺は再び壁かべに寄りかかって息を整える。すると……。

「……思いっ切り衝しよう突とつしたが……問題、ないみたいだな」

　という声が聞こえた。

　……どこかで聞いたような声だな。と、ぼんやりする頭で考えながら、俺はフラつく足を進め、どうにかこうにか家まで帰りついた。

　とりあえず水を飲んで胃の気持ち悪さを抑えよう。

　コップに水道水をなみなみ注ぎ、一息で飲み干した。

　思わず身震いした。……なんだこれ。常温の水一杯飲んだだけなのに鳥肌が立つほど寒い。

　流しにコップを転がし、部屋に戻ろうとしたところで気が付いた。

　リビングのテーブルの上に置かれた見覚えのある大判の封書……あれは模も擬ぎ試験の結果だ。

　手が震えているのは寒気のせいだけじゃない。

　そっと封書を手に取る。

　今度こそ大丈夫なはずだ。

　前回の結果を受けて俺は自分の甘さを知った。そして高たか瀬せが涙をこぼしたあの日から毎日死ぬ気でやってきたんだ。それだけの結果が出ているはずだ。

　フラフラしながらなんとか階段を上がって部屋に戻り、鞄かばんを落とし、マフラーだけはそっとハンガーにかけ、ベルトを外してシャツを脱ぎ捨てると、いつもより一枚多く部屋着を着込んでから思い切って封書を破る。

　……信じられなかった。信じたくなかった。

　ふと、自分をつり上げている糸のようなものが切れたように感じた。急きゆう激げきに重たくなった体を支え切れずに俺はベッドに倒れ込む。

「どうしたんだ？　おい、大丈夫か？」

　ずいぶんと久しぶりに『受じゆ験けん』の声を聞いたような気がする。遠くなっていく意識、その中にえらく真剣そうな顔でのぞき込んでくる冴さえない俺が見えた。




「あれ……どうしてたんだ、俺」

　目が覚めると俺は布団の中にいた。

「無理を続けていたせいだろうな。帰ってきてすぐに倒れ込んだんだ。覚えていないか？」

　イスに座り、読んでいた本から視線を寄こしたのは『受じゆ験けん』だった。

　そうだ……模試の結果。

　右手に感じるガサガサとした感触。布団から引っ張り出してみると、握りつぶされ折り目だらけになった模も擬ぎ試験の結果表だった。汗を吸ってすっかり柔らかくなってしまっている。

「それだけは意地でも離さなかったな。見せてもらっても良いか」

　ベッドまで寄ってきた『受験』にクシャクシャになった結果表を渡す。

「なるほど。前回よりはマシといったところか」

『受験』は冷静にそう言うと、結果の詳細を読み始める。

　夢でもなんでもない、これは現実だった。

　結果はＤ判定。合格率にして二十五パーセント。

　それが意識を変え、死ぬ気になって勉強していたはずの俺おれに叩たたきつけられた結果だった。

「まあ、もともと難なん易い度どの高いところを選んでいるんだ。仕方あるまい」

　そっけなく『受験』は言い放った。

　でも俺にとっては「仕方ない」の一言で済むような問題じゃない。

「なあ、どうしたらいい？　頼む。なんでもいいから教えてくれ。このままじゃダメなんだ。俺はどうしても先に進みたいんだ。まだ足りないって言うのならもっと寝る時間を減らしてもいい。どんな努力だって惜しまない。だから頼む。教えてくれ」

　声を出すと喉のどが痛む。でも俺はワラにもすがりたいほど必死だった。

「……最近の無理は目に余る。もうここのところずっと根を生やしたかのように机にかじりつきっぱなしではないか。まともな睡眠は何時間も取っていないだろう。今日はゆっくり休んだらどうだ」

　それにもかかわらず『受験』の答えは「休んだらどうだ？」なんてありがちなものだった。

　それで判定が上がるのならいくらだって休むよ俺は……。

　真剣に答えてもらえないのなら俺のすることは一つだった。わずかとはいえ眠ったおかげで、帰ってきたばかりの時よりは体調が幾分かマシになっている。

　掛け布団を押しのけ体を起こす。それでもベッドから出るとまだ寒気と立ちくらみがひどかった。

「何をする気だ？」

『受験』は問いかけてくる。そんなの決まっている。

　俺は机に向かい参考書を開く。諦あきらめるわけにはいかない。判定は大して変わっていなかったけど、それでも成績自体は各科目微妙に上がっていた。理系科目に関しては安定してアドバンテージを稼かせぐことができるくらいだ。

　もっと効果的で効率的な、俺に、現状に合った勉強法があるのかもしれない。でも今の俺にその方法が分からない以上、ただただ少しでも長く、多く量をこなすしかない。

　ペンを取り参考書に目を走らせる。もう一読しただけじゃ内容が理解できない。それどころか、少しはマシになったと思っていた体調は決して回復なんてしていなかった。

　寒気が手を、脚を震わせ、息を飲む度たび、つばを飲み込む度に喉のどに痛みが走る。

　気が付けば、傾かたむいていく体を両ひじで支え、意地だけで問いに向き合っていた。

　そして英文が二重三重に見え始めた頃ころ、ついに消え去った平へい衡こう感覚をひじだけで支えることができなくなり、俺おれはゆっくりと机からすべり落ちた。

　荒い息が部屋に反はん響きようする。フローリングの冷たさが頰ほおから伝わり、強烈な寒気が背中を駆け抜けた。

　それでも俺は立ち上がらないと、机に向かわないといけない。どうにか床に手を突き、体を持ち上げる。

「そんな状態では何をしても身に付きはしないだろう。一度しっかり休んだ方が良い」

　そんな俺を見かねてか、『受じゆ験けん』が再度休むよう促うながしてきた。

「……ダメなんだよ。俺は絶対に高たか瀬せのそばを離れるわけにはいかない。そのためならどんな手だって使うし、無理だってする」

　イスに着き、俺はもう一度ペンを取る。

　机にもたれかかりながら、もはやただの文字の羅ら列れつにしか見えなくなってきた熟じゆく語ごを回らない頭でノートに並べ、一つ一つ見直していく。

　しかしほどなくしてまた、俺は崩れ落ちた。ただ体を起こしておくということがこんなにも体力の必要なことだったなんて思わなかった……。

　まるで鉛にでもなってしまったかのように体が鈍にぶく重たい。それでも俺は立ち上がり執念で机に向かう。

「……聞こえていたか？」

「ん？　何が？」

「夕飯だからいい加減降りてこい。だそうだ」

「そっか……じゃあ行ってくる」

「三度目だ。母さんが呼びに来たのは。三度目はドアを開けて直接言っていた」

「マジか。集中してると気が付かないもんだな」

　時計を見るともう九時を回っていた。いつもならもうとっくに夕飯を終えている時間だ。

　いつの間にかずいぶんと時間が経たっていたんだな。

「それじゃ夕飯食べてくるわ」

　そう言って部屋を出ようとしたところで俺の体は大きく傾かしいだ。次の瞬しゆん間かん、見えたものは迫るフローリングの床だった。

「大丈夫か！　しっかりしろ！」

　またも意識が遠くなっていく。最後に見えたものはやっぱり、慌てふためく冴さえない顔をした俺おれだった。




　静かな夜だった。

　目を覚ますともう部屋の明かりは落ち、俺はまた布団の中にいた。

　携帯で時間を確認する。深夜二時半。

　またずいぶんと眠ってしまっていたようだ。体を起こして感覚を確かめる。

　うん。かなり楽になってる。

　喉のどの痛みもわずかながら緩かん和わされている。

　さあ、続きだ。眠ってしまった分も取り戻さないとな。

　机に向かおうと俺はベッドを抜け出した。

「何を……するつもりだ？」

　低く抑えられた声が聞こえた。

　星明かりでかすかにその輪郭をのぞかせる『受じゆ験けん』はイスに座り、じっと俺を見据えていた。

「かなり時間取っちゃったからな。長文読解を進めないと」

「……もう、やめてくれ」

　抑えた声のまま、しかし絞り出すように『受験』はこぼした。

「体ならだいぶ良くなったから。問題なくやれるレベルだよ」

「そうではない……そうでは……ないんだ」

『受験』は肩を落としてうつむく。

「……高たか瀬せがさ「私は変わることができた」って言ってたんだよ。だからきっともう、孤独の中一人で問題を抱え込んで、そのまま飲み込まれてしまうようなことにはならないと思う。……未来のことだし、絶対とは言い切れないかもしれないけどさ」

　それは高瀬が勇気を持って踏ふみ出だしたからだ。

　そして心の内に秘めていたことも教えてくれた。信じてくれた。

「だから次は俺の番。ここからはもう俺自身の問題なんだ。やっと分かったんだよ。自分がどうしたいのか。俺は高瀬のそばにいたいんだ。だから、やるしかない。こういうやり方しか知らない以上、俺は今できる方法で、たとえ体を壊こわしてでもやり続けるしかない」

「無理をして倒れるくらい。いや、倒れてもまだ机に向かおうとするほどに……ということか」

　しばらく黙だまり込こんでいた『受験』は視線を落としたまま何かを抑え込むように語り始めた。

「最初は自分の未来を変えるために、この世界の桜さくら井い真まさ人との進路を変える、と意気込んでいた。だが、情けない話だが今はもう納得したいんだ。受験でも推すい薦せんでもダメ、これでこの世界の新たな選択肢さえもダメならば……何を選んでも暗い未来なのだから仕方がなかったんだ、と。それに、私たちとは違う未来をつかむ可能性、そして自分の行方ゆくえを決め、そのために命がけになるその姿勢。私には終ついぞ至ることのできなかったその覚悟は、少しまぶしすぎるんだ」

　俺おれはこの時初めて『受じゆ験けん』の心に触れた気がした。同じ俺だっていうのに、そんなことを思っていたなんて想像もしなかった。

　自分の生き方を変えたいと未来からやってきた桜さくら井い真まさ人との苦悩を俺は知った。

　──でも。

「そっか……ごめん。でも、それでも俺はやらなくちゃならない」

「これまでの経過は厳きびしい、そして体調まで壊こわしている。それでも、どうしてもなのか？」

『受験』は必死な、しかし真剣な面おも持もちで問いただす。

「どうしても、だよ」

　だから俺はまばたきすらせず、まっすぐに『受験』を見据えてそう告げた。

「……そうか。分かった」

　嚙かみしめるように『受験』は言った。

「桜井真人は、これだけの強さを持っていたのだな」

　そして、わずかにその相そう貌ぼうを崩す。

「私も……桜井真人の選ぶ新たな道を、この目で見てみたくなった」

　小さくため息を一つ。頭を振った『受験』は顔を上げる。

「私が言えることは、決して多くはない」

　その目はいつも通り理知的な輝きをたたえていた。




「なめるな」




　冷静な言い方だった。『受験』が大きく一度息を吸う音が聞こえた。

「高たか瀬せさんのそばにいると決めたのだろう？　ならば全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭かけろ！　そして常に冷静でいるんだ！」

　強い口調のまま『受験』は続ける。

「受験戦争という言葉くらい知っているだろう。誰だれもが自分の人生を賭けてその場に立っているんだ。体調の管理一つできない者が勝ち残れるほど甘くはない！」

　その言葉は強く、そして真剣そのものだった。

　ふう。と小さく息を吐き、『受験』は模試の結果表を机の引き出しから取り出す。

「やはり問題は英語だ。英語に関してはもう長文の読解に絞って慣れてしまうことだ。単語、熟じゆく語ごはこれまで長い時間を割いて覚えてきただろう。読めないということはないはずだ。いかに記き憶おくの量を増やしても、それを使いこなせないのでは意味がない。とにかく慣れるんだ。英語は長文問題に一番配点が高く設定されているのだから。それと大学ごとの過去問題集が出ている。それは何年分もさかのぼって徹てつ底てい的てきに解いておくこと」

『受じゆ験けん』は結果表を折りたたんで、シワを伸ばすように手のひらを擦こすりつけた。

「それからこれは浪人時代に気が付いたことだが、二時間前後の睡眠を取るのなら思い切って三時間寝てしまった方が良い。九十分単位の方が目覚めも良くて結果集中できる。それと、明け方まで起きているくらいなら少し早めに寝て朝勉強した方が桜さくら井い真まさ人との体質には合っているようだ」

『受験』は机の引き出しに結果表を戻した。

　そっか。じゃあ、やらなきゃ。

『受験』が教えてくれた。俺おれに足りなかった要素を。これできっと成績を上げることができる。

　……このヒントを一秒でも少しでも早く実行に移したい。

　平へい衡こう感覚の危うい足元に注意して立ち上がると、『受験』が俺の腕をつかんだ。

「自分の敵は自分自身だ」

　それなのに『受験』はそんな風につぶやき、俺の腕を取ったまま机から離れようとはしなかった。

「時間を無駄にしたくない。そういう思いで無理を続けていたのだろう。その気持ちも分かるが、無理をすることが努力なのではない。できる範はん囲いで最善を尽くすことが大事なんだ。そして体調を管理し、続けてきた努力の全すべてをたった一日で出し切る。それは……焦あせる気持ちを抑えて休むべき時に休む。それくらいの決断ができないような者には不可能だ」
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　やはり相手は俺おれだった。見透かされていたらしい。

「雌し伏ふくの時もあろう。だが耐たえるんだ。今日は一日しっかりと休んで、風邪かぜを治して心機一転する方が良い」

　落ち着いた声でそう諭さとしてくる『受じゆ験けん』を前に、俺はもう何も言えなかった。

『受験』の言う通り今日はもう休もう。そしてきっちり治してまたがんばろう。

　俺はベッドに戻り目を閉じる。

　その間ま際ぎわ、ずっと窓の外を向いていた『推すい薦せん』と一いつ瞬しゆんだけ目が合った。

　その視線は、怒りでも悲観でもなく真剣そのもので、なぜだろう、少し勇気づけられた気がした。

　この寒気も、焼けつくような喉のどの痛みも、気持ちの悪い浮遊感も、明日中には引いてくれるだろう。いや、引かせてみせる。

　小さな炎がゆっくり、そして静かに腹の奥に灯ともる。

　この休息は新たな一歩への準備だ。焦あせる心はある。でも今はそんな自分を抑えてしっかり休んで、『受験』のアドバイスを参考にした戦略で戦うための英気を取り戻すんだ。

　覚悟を決めて俺は大きく一度息を吐いた。

　そして俺は、遠くへ落ちていくような感覚に身をゆだねた。




　久しぶりに取った十分な睡眠のおかげで、昨日の不調が噓うそだったかのように体が軽い。

　寒気も喉の痛みも引いていた。

　うん、治ってる。学校を休んでまで寝続けた甲斐かいがあったな。

　もう外は暗くなり始めていて、空はほんのりと紫がかっていた。

　換気のために窓を開け、一度ググッと伸びをした。

　沈んでいく太陽。町が訪れる夜への準備を始めるほんの少しの時間。

　冷たい空気を吸い込むと身が引ひき締しまる思いがした。

　生まれた新たな決意。またゆっくりと体が熱くなっていくのを感じる。

『受験』は眠っているようだった。俺は起こさないように気を遣つかいながらそっと机に着いた。

　そう言えば『推薦』はどこに行ったんだろう。

「ほら……食えよ」

『推薦』を捜して部屋を見回した時に、ちょうどその本人が部屋に戻ってきた。その手には雑ぞう炊すいと一杯のお茶。

「あんまり食ってないんだろ。母さん出かけてるみたいだったからァ」

　今朝薬を飲むために少し腹に入れた以外、何も口にしていなかったこともあって、鼻をくすぐるいい匂においに反応して腹がぐーと鳴った。

「風邪かぜとか引いて時間が開いた後の飯はァ、胃に優しいものってのが基本だから」

「あ……ありがとう」

「別に礼とかいらねーし。まあなんだ、がんばれよ」

　意外すぎる展開にちょっと虚をつかれながらも『推すい薦せん』の手料理を口に運ぶ。

「うまい……」

　思わず本音がこぼれた。同じ自分が作ったとはとても思えないような繊せん細さいな味付けだった。昨日からロクに食べてなかった俺おれは、舌が火傷やけどするのも気にせずバクバクとかき込む。

「む、良い匂においがする」

　目を覚ました『受じゆ験けん』も鼻を鳴らしながら視線を動かし、匂いの元である雑ぞう炊すいに目を付けた。

「一口食べてみなよ」

　勧すすめると『受験』はスプーンで雑炊をすくった。

「では一口……これは……うまい」

『受験』は一ひと嚙かみ一嚙みを確かめるように繰くり返かえし、時間をかけて飲み込んだ。

「何でこんなレベルになってんの？　他ほかの料理もできるの？」

『推薦』にこんな特技があったことに驚おどろきを隠せない。

「まーね。モテるためならァ、どんな努力もするって感じ？　特にィ、病気で寝込んでる時とか病み上がりの時って狙ねらい目めだから」

「ふーむ。それにしてもかなりの腕だぞこれは。私も一人暮らしが長かったから多少の心得はあるが……」

『受験』もこれには驚きを隠せないようだ。

「なんつーの？　一人暮らしの料理は自分の腹さえ一杯になればいい感あるけどォ、誰だれか狙いの料理は相手に好印象を持たせるためのもんだから手とか抜かねえし」

『推薦』は得意気に語る。

『受験』はあろうことか『推薦』の言葉をメモしていた。

　こんな風に未来組と会話をするのはどれくらいぶりになるんだろう。

　何がきっかけになったのかは分からないけど、ようやくこの部屋に桜さくら井い真まさ人と三人の、いつも通りのバカな空気が戻ってきたような気がした。

　雑炊を完食した俺おれは、お茶を飲み干し気合いを入れて机に向かう。

「うん、うまかった。それと『推薦』──」

「作り方、レシピなんぞを私にご教授ください！　後学のために！」

　割って入ってきたのはもちろん『受験』だ。なんで正座なんだ。

「仕方ねーなー、まだ材料あまってたからいいか。付いてきなァ」

「はいっ！」

　言うや否や、『推薦』は『受験』を引きつれて部屋を出ていく。

「──ありがとな」

　その言葉に顔だけで振り返った『推すい薦せん』は、得意気に笑ってみせることで応こたえた。

　未来組はバタバタと階段を下りていく。

　二人の思うところは分からない。でも、なんでだろう。今度のことで未来組とは少し意識というか覚悟を分かちあえたような気がした。同じ自分同士だっていうのに。

　よし、俺おれもがんばろう。




　　　◆◆◆




「そう言えばさ、近いうちに高たか瀬せの誕生日祝いをするんだけどさ、何かいいプレゼントの案ない？」

　切りの良いところで勉強の手を止めた俺は、未来組の二人に声を掛ける。以前のように自然に話しかけることができた。

　誕生日プレゼント。という女の子絡がらみなキーワードに反応したのか、すぐに『受じゆ験けん』は目を輝かせながら考え込み始める。

「やはり……アクセサリーだろうな」

「やっぱりそうなるよな」

　女の子相手なら他ほかにないよな。そうなると問題はそこから何を選ぶかなんだけど……。

「ネックレス辺りがいいんじゃないか？」

「いいな。じゃあそうしようか」

　机の一番下の引き出しから赤い丸型のポストを模した貯金箱を取り出す。中に一、二万円くらい入っていたはずだ。

「……二人ともォ、それ本気で言ってるわけェ？」

　決まりかけていた高瀬へのプレゼント案に水を差したのは『推薦』の一言だった。

「ど、どうして？」

「な、なぜ」

　思わず二人して嚙かんじゃったよ。

「……あー。あれだけ高瀬ちゃんへの想おもいを語っておいてそーいう感じなんだー」

『推薦』は「あきれた」という顔で頭をかきながらドッカリと床に胡坐あぐらをかいた。

　え？　そんなにガッカリされちゃうようなプレゼントか？　アクセサリーって。

「な、なぁ、おかしい理由を教えてくれよ。できれば高瀬に喜んでほしいんだよ」

「私からも頼む。後学のために」

『受験』と二人で『推薦』の前に座り教えを乞こう。『受験』に至っては早くも正座で、いざとなれば土下座すら辞さない勢いだ。

　俺おれとしてもやっぱり高たか瀬せが喜んでくれるものがいい。そうしたらまた高瀬は笑ってくれるだろうから。

　こういうことなら、モテるためにあれだけの雑ぞう炊すいを作り上げた『推すい薦せん』の言葉は間違いなく役に立ってくれるだろう。

「……あのさァ、まだ微妙な仲の二人なわけでしょー。いきなり身に着ける物は相手も困るってーの。着けてなきゃいけない。みたいな脅きよう迫はく感かんもあるしー。それともあれだけの覚悟をしてるのにィ、関係を微妙にしたいわけェ？」

　そういうものなのか……てっきりアクセサリーならなんでも喜ばれるものとばかり……。

「そうなのか……てっきりアクセサリーならどんなものでも喜ばれると思っていた」

　うわ、『受じゆ験けん』と同じこと考えてたのか。なんだか心の中を読まれたみたいで恥ずかしい。

「それにィ、センスの問題もあるしー」

「「……」」

　今度は一転して二人とも無言。

「遊園地で受けた印象によるとォ、高瀬ちゃんピュアなタイプっぽいしー。高校生なら花で十分みたいな？」

「花かぁ……」

　やっぱりバラか。そうなると。

「バラの花束というわけだな」

「ブッブー」

　ま、また間違っただとっ？

　……それにしても、何かいちいち『受験』が俺の心の中を読んでくるんだけど。思考のレベルが同じなのが恥ずかしい。そんなにダメなのか？　……俺。

「小さいブーケが安く買えるからァ、それにお祝いのメッセージでオーケー。絶対高瀬ちゃんみたいな子は喜ぶから」

　なんだろう。想像してみると可愛かわいらしくて素敵なプレゼントに思える。

「自分のあげたいものを突き付けるのはァ、男友達でいいわけ。バカ笑いしてェ、反はん撃げきされてまた笑えばいいんじゃん。こういう場合の基本はァ、相手のことを考えたうえでェ、あくまで相手に喜んでもらえる物ってね。喜んでほしい。大事なのはそういう気持ちなわーけ」

　ただの馬ば鹿か面づらに見えていた『推薦』が、軽率な顔と話し方、芸術の域に達したラインの眉まゆと無駄にサラサラな髪がイラつくだけだった『推薦』が……輝いて見える。

　未来組とのやり取りのおかげで妙な感じに入っていた気を抜くことができた。

　……『推薦』って意外な時に頼りになるんだよな。

　おかげで高瀬へのプレゼントの案がまとまった。ブーケを買うどころか花屋に行くこと自体考えてみれば初めてだ。

　同じ俺おれでもそれぞれの経験があるんだなぁ……。未来組には未来組の長所があるし、なんだかんだ言っても二人は人生の先せん輩ぱいなんだと、今いま頃ごろになって感じた俺だった。




　　　◆◆◆




「なんだか高たか瀬せに頼ることが多くて悪いなぁ」

　図書館に設置された自習コーナーに寿ことぶき、高瀬、俺の順で並んだ状態で勉強を始めてもう三時間。

　俺は、『受じゆ験けん』のアドバイス通り過去問題集を解いていた。

　目標を同じくする高瀬が、隣となりで自分と同じ問題を解いているのを見て改めて思い知った。

　やはり高瀬はデキる。

　俺が不得意とする英語なんかは答えを書き込んでいく速度が違う。

　これが『受験』の言う読解への慣れなんだろう。この速度なら制限時間内に十分見直しまですることができる。今の俺に足りないものだ。

「そんなことはない。私も復習ができて良い勉強になっているよ」

　高瀬はそう言ってくれた。

　せめて高瀬の選択科目に理系科目が一つでもあれば多少は助けになれるのになぁ。

　……ちょっとはいいところも見せられるし。

「桜さくら井いくん。ここ何度やってもこの答えにならないよー」

　寿は最後に送る内申書のために期末テストも気が抜けないらしく、期末試験用の対策に余念がない。

　間違いの原因を寿の教科書にざっと書き出してみせる。それで理解してくれたのだろう寿は、答えを導みちびき出だすことに成功した。

　俺が助けになれるのは寿だけだ。

　そう考えると高瀬は俺と寿に、俺は寿に教えるばかりで高瀬は誰だれにも頼れないという……。なんだか申し訳ない。

　……これだったら一人でやっていた方が効率的なんじゃないだろうか。

「やっぱり申し訳ないな。高瀬には聞くばっかりになっちゃってるよ」

「そんなことないよねー。涼りようちゃんものすごく早くから待ってたくらいだもんね」

「なっなっ、何を言い出すんだ」

　寿の言葉に高瀬は急に慌て始める。

「だってわたしは用があって早めに出てきたんだけど、こんなに寒いのに待ち合わせ三十分前には涼ちゃんもう図書館前にいたよね？　なんでかなー？」

　寿の言う『用』は誕生日プレゼントを買うために早く出てきていたということだろう。

「い、いやあれは早めに来て使えそうな席の位置とか、辞書が揃そろっているかとかを把握しておこうと思って……」

「楽しみにしてたんだよねー？」

「ちっち違うんだ！　たまたま早く家を出ただけなんだっ！」

「ほんとーに？」

「……だ、だからっ！」

　静かな図書館に高たか瀬せの声が響ひびき渡わたり、周りの利用者の視線が突き刺さる。

　わざわざ立ち上がって否定の声を上げた高瀬は、そっと頭を下げると音を立てずに席に着いた。

　顔を赤くしたまま過去問に意識を戻す高瀬。寿ことぶきもニコニコしながら期末対策に戻る。

　そんな二人を横目に、俺おれも英文の解答に集中することにした。

　こうして俺たちは各自の勉強を進めていき、日が落ち始めた頃ころに切り上げることにした。

　帰り道はさりげなく寿が先せん導どうして、上手うまいこと高瀬家の前まで話をつないだ。

「二人は良かったのか？　ここまで送ってもらう形になってしまったけど……」

　高瀬家の門の前で足を止めた俺たち。寿がちらっと目め配くばせしてきた。

　寿の合図を受けてメッセージカード付きの小さなブーケを大型書店の紙袋から取り出す。

　つぶしてしまわないように、高瀬に中身を見られないように、常に気を遣つかいながら一日過ごすのは想像以上に注意力が必要だった。

　どうにも男一人で花屋に入るっていうことが恥ずかしくて、店の前を行ったり来たりしたうえに、いざ入ってみたら数種類しかないブーケの中から一つを選び出すのに三十分も悩み、その挙あげ句く俺が選んだのはお供そなえ花。店員のお姉さんが確認を取ってくれなかったらそれはそれは恥ずかしい事態におちいるところだった。

　そのうえ店から出ると見慣れた顔を二つ電柱の陰に発見。

　笑いながら逃げ出す『推すい薦せん』と、慌てて転ぶ『受じゆ験けん』は、俺がちゃんとプレゼントを買えるか気になって見に来たとのことだった。買い物ぐらい一人でできるわ！

　そんなドタバタの中でようやっと決められたのが、高瀬をイメージした白が基調のこのブーケだ。

　これならどうだろう。高瀬は喜んでくれるだろうか。震え出しそうになる手に力を入れて抑えつつ寿とタイミングを合わせる。

「誕生日おめでとう」

「おめでとー！」

　二人して高瀬にプレゼントを差し出す。寿の用意したプレゼントは可愛かわいらしいピンクの包装紙に包まれた小さな箱だった。赤いリボンがいかにも誕生日って感じだ。

「おー。なんだか素敵なプレゼントですなー。やるじゃん桜さくら井いくん」

　寿ことぶきは相変わらずのテンションでバンバン俺おれの背を叩たたいてくる。

「ま、まあな」

　そう言われると照れるな……さすが『推すい薦せん』のセンスだ。これは素直に感かん謝しやしておこう。

「あ……ありがとう」

　高たか瀬せは二つのプレゼントをそっと抱きしめた。そして、

「えへへ」

　信じられない言葉を発した。

　高瀬は嬉うれしそうに、本当に嬉しそうに笑ってくれた。それこそこのまま溶けちゃうんじゃないかってくらい。

　まだまだ、もっともっと俺はがんばれる。

　胸に広がる熱い何かは、隠したままの想おもいを喉のど元もとまで押し上げてきた。

　つられて思わず言葉にしてしまいそうになる。

　……いつの間にか、俺の想いはこんなところまで来てしまっていた。

　受験本番はもう目前。時間が経たつのがびっくりするほど早くて目が回ってしまいそうだ。

　そんな中でも俺が迷わずに走り続けていられるのは高瀬がいるからなんだ。

　だから高瀬。もしも一緒に合格することができたら、その時はこの気持ちを伝えてもいいかな？

　目が合った。高瀬は恥ずかしそうにもう一度笑ってくれた。

　俺と寿は高瀬が自宅へ戻ったのを確認し、誕生祝いの成功をハイタッチで喜び合った。

「よっしゃー。それじゃわたしもダッシュで帰るよ！　不覚にも夕飯の買い出しを頼まれちゃっててね。帰りが遅くなればなるほど夕飯が遅くなってしまうのさ！」

「おう。お疲れさま。気を付けて帰れよー」

「うんっ。それじゃーねー」

　手をブンブン振りながら寿は登ってきた坂とは違う方向へかけていった。おそらくそっちが近道なんだろう。

「さて、俺も帰って勉強の続きをやるか」

「……桜さくら井いさん」

「あれ、優ゆうちゃんか？　どうしたんだそんなところで」

　なぜか電信柱の陰から優ちゃんがひょっこりと顔を出していた。

　優ちゃんは、ぱたぱたと俺の前にやってくると、ぺこりと頭を下げた。

「お久しぶりです」

　そしてはにかみながら挨あい拶さつをしてくれる。

　なんだろう。優ちゃんはこういう何気ない仕草ですら異常に可愛かわいく見える。

「うん。どうしたのあんなところに隠れて」

「あ、いえ、その桜さくら井いさんたちが何かお話ししていたので、お邪じや魔ましちゃいけないなって思って」

「なんだそんなことか。別に気にしなくてもいいのに」

「……ありがとうございます。ええと、その」

　もじもじと手先をいじる優ゆうちゃん。

「さっきのってお姉ちゃんの誕生日プレゼントですよね」

「うん、そうだよ」

「……やっぱり」

　そう言う優ちゃんの手元には小さな紙袋が握られていた。おそらく高たか瀬せへのプレゼントを買ってきたところなんだろう。

「ひょっとしてかぶっちゃった？」

「あ、いえ違うんです……その、ブーケって素敵だなって思って」

『推すい薦せん』よ。やはりお前のチョイスはかなり好評だぞ。

「あ、ありがとう。高瀬も喜んでくれたかな」

「はい！　お姉ちゃん絶対に嬉うれしいはずです！」

　優ちゃんにまでお墨付きがもらえるとは。間違えてお供そなえ花にしなくて本当に良かった。

「いいなぁ。わたしにも桜井さんみたいな……」

「へ？　俺がなんて？」

　尋ねると、明後日あさつての方を向いたまま呆ほうけていた優ちゃんは、突然火でも点ついたかのように顔を真っ赤にした。

「な、なんでもないですっ！　し、失礼しますっ！」

　ブンッ、と豪快に頭を下げて優ちゃんは逃げ出すように高瀬家へと駆け込んでいってしまった。

「どうしたんだろう急に……俺、何か変なこと言っちゃったかな……」

　優ちゃんを赤面させちゃうようなこと言った覚えはないんだけどな……。

「……あの超絶美少女は一体、何者だ？」

　突然耳元でささやかれた変質者ボイスに思わず鳥肌が立った。

　とっさに振り返ると、そこには見るからに怪しい格好の男が！

「うわっ！　おまわりさん変質者です！　…………俺です」

「出会いがしらになんて失礼なことを言うんだ君は」

　よく見ると、いや、よく見なくてもそれは、残念ながら俺の顔だった。

「……なんで『受じゆ験けん』がこんなところにいるんだよ」

「ああいや、後学のためにあのプレゼントの効果の程が知りたくてな」

「ていうかよく高瀬の家の場所知ってたな」

「何を言う、その程度のこと」

　まあ賢かしこい『受じゆ験けん』のことだ、俺おれが知らないような住所の調べ方を使ったのかもしれない。

　公共のサービスにそんなものでもあるんだろうか。俺は『受験』の答えを待つ。

「後を付けてきたに決まっているではないか」

　ストーキングかよ！

　そんなダメな桜さくら井い真まさ人とを即座に確保し、引きずりながら俺は帰路に就ついた。

　執しつ拗ように説明を求める『受験』に、優ゆうちゃんが高たか瀬せの妹であることを伝えながら自室のドアを開けると……。

「……なんだこれ」

　つい今朝までいつも通りだったはずの部屋は、めちゃくちゃに荒れていた。

　部屋の前で絶句する俺と『受験』。

　すると、どこに行っていたのか『推すい薦せん』が階段を上がってきた。

「二人してなーにつっ立ってんだよ？　うおっ、なんだこれ」

「なんだこれって、『推薦』がやったんだろ？」

「いやちげーよ！　なんでオレがこんなことするんだよ！」

「だって俺は出かけてたし、『受験』はストーキングしてたし」

「ストーキングではない。後学のためだ」

「最後まで残ってたのは『推薦』だろ？」

「そうだけどォ、オレが出かける前もこんなんじゃなかったしィ」

　見れば『推薦』の手には缶コーヒーが数本。それ以外に何かを持っていたり、隠していたりする感じはない。もしも『推薦』の言っている通りなのだとすれば、わずか十分程度の間に部屋は荒らされたことになるけど……。

「……ていうかそのコーヒーどこで買ってきたんだよ」

「ん？　そこの自販機だけどー？」

「そこの自販機だけど。って、端はたから見たら缶コーヒーが宙に浮かんでる状況じゃねえか」

「ちゃんと隠れながら行ってきたってェ」

　そんなバカじゃねーしィ。って、バカ丸出しの顔で言われても……。

「まあ、気を遣つかってるならいいけど。で、本当に何か捜したりはしなかった？　漫画とかさ」

「してねえって。オレが出かける前まではァ、間違いなく綺き麗れいなままだった」

「だが、確かにまるで何かを捜しているかのような荒れ様だな」

　机、本棚の一部、タンスの小物入れと、開けっ放しになっている箇所は確かに『俺』が大切なものを置いておきがちな場所だけ。まさに狙ねらい撃うちといった形だった。

「とりあえず……片付けようか」

「オレじゃねーからな！　なんだよ「そう言うならいいけど」みたいなこの空気感はァ！」

「こういう疑惑が掛けられたことは以前私にもあったな……」

　……そういえばそんなこともあったな。でもあれは進路を決める前のことで、今から何かしたところであの時下した決断が変わるわけじゃないし、未来組の二人は間違いなく俺おれを応援してくれている。それは間違いない。

　じゃあ誰だれが、なんのためにこんなことをしたっていうんだ？

　やっぱり財布やら携帯やらは持って出かけていたし、貯金箱やら残高の少ない通帳やらも手つかずのまま残っていた。

　一応確認しに家中を回ってみたけど、俺の部屋以外は一いつ切さい手を付けられた形跡はなかった。

　そうなるといよいよ目的が分からない。

　俺らは三人して首を傾かしげるしかなかった。

「とりあえず片付けよう。これじゃ勉強もできないし、お前らも落ち着かないだろ」

　土地勘？のある三人が同時にやるとそれはもう次々と片付いていくもので、俺が家を出る前の状態に戻るのに、大して時間は掛からなかった。

「んでさ、どうだった？　どうだった？」

　部屋の片付けを終えて一息吐つくと、『推すい薦せん』が誕生日祝いの結果報告を催促してきた。

「高たか瀬せどころか女性陣全員に好評だったよ。ちょっと花屋に入るのは恥ずかしかったけどさ」

「ふっふーん。まァ、俺は絶対に高瀬のそばを離れるわけにはいかない。みたいな恥ずかしいことを平気で言えるくらいならァ、花屋の一つや二つくらいハシゴできんじゃないのォ？」

「ぐっ」

　やはり聞かれてたのか。俺は恥ずかしくなって思わず視線をそらし、口ごもる。

　両手を腰に当てて得意気に胸をそらす『推薦』は、相も変わらず鬱うつ陶とうしい長髪をなびかせた。

「なるほど……花はずいぶんと有効なんだな」

「あーでもォ、相手によるかなー。いつでも誰にでも花でイケるって思うと痛い目見るよォ」

「なっ。そうなのか？　やはり難むずかしいものなんだな……」

『推薦』の忠告に『受じゆ験けん』は難しそうな顔をしながら空を仰あおいだ。

　なんだか、男三人でこんな話をしていることが、自分のことながら妙に微笑ほほえましかった。

『受験』を前に偉そうに講こう釈しやくを始める『推薦』。

　高瀬へ想おもいを伝えよう。今日、そう思えたのは『推薦』のアドバイスがあったからだ。

『推薦』の言葉通りにプレゼントを選んで喜ばれたっていうのは少し悔しいけど、今日のところは素直に感かん謝しやしておこう。

　来年には喜んでもらえるものを自分で選べるようにセンスを磨みがいておかないと。

　……それにしても、高瀬の解答の早さ、正確さはさすがの一言だったな。

　受験まで残された時間は少ない。いよいよ追い込みの時期になる。

　でも、胸を熱くするこのエネルギーは留とどまることを知らない。これなら最後まで走りぬけられるはずだ。

　桜さくら井い真まさ人とのために、そして高たか瀬せの隣となりにいるために、俺おれは負けられない。




　　　◆◆◆




「ふあー、もう眠たくなってきた」

『受じゆ験けん』の進言通り、ここしばらくは少し早めに寝て、朝早く起きるという生活を守っていた。

　そのせいか、ここ数日は遊び疲れた小学生並みに眠気が訪れるのが早い。

「ふむ、いよいよ明日だな」

　もはや『受験』は桜井真人専属のトレーナーみたいになっていた。

「結局Ｃ判定だったなぁ」

　受験前、最後に受けた模も擬ぎ試験の結果表を取り出す。

　合格する可能性は五十パーセント。五分五分というやつだ。

　これを見るとやっぱり緊きん張ちようしてしまう。進路を決めてからというもの、どれだけの時間を机に向かって過ごしてきただろう。

　その時間の、思いの全すべてを明日一日、その内の数時間の試験で出し切らなければならない。

　ゆっくりと机に頰ほおを付ける。この子供っぽい明るい色合いの木目も、ひんやりした感覚も、今となってはどこか愛いとしかった。

『推すい薦せん』が高瀬との信頼を結ぶヒントをくれた。

『受験』が勉強のアドバイスをくれた。

　そして高瀬のおかげで進路を決めることができた。「一緒に行けるといい」と言ってくれた。

　皆の力を借りながら、俺は最大限の努力を尽くしてきた。

　その全てを俺は今背負っている。

「Ｃ判定なら十分合格を狙ねらえる範はん囲いだ。とにかく全力を出し切るんだ。前にも言ったが、解けない問題があっても意地になってそこで立ち止まるな。とにかく最後まで一通り解いてから、もう一度見直しに戻るのだぞ。でないと時間をいたずらに消費してしまうからな」

「分かった」

　経験から来る『受験』の言葉は確かで心強い。

「明日バシッと決めればァ、高瀬ちゃんと一緒になれるじゃーん」

　そしてあまりに軽い『推薦』の言葉に『受験』共々ずっこけた。

「はぁ。軽く言ってくれるよなぁ。上手うまくいくとは限らないってのに」

「まーまー。思い詰めたところで何も変わんないしィ」

　その軽い言い方に、なんだか肩の力が抜けた気がした。

『推薦』はこういうのにも強い性格なんだな。まあなんだ、助かるよ。

『受じゆ験けん』と二人だけだったらもっと小こ難むずかしく考えてしまっていただろう。緊きん張ちようが解けなくてなかなか落ち着けなかったかもしれない。

　まったくいつも予想外の方向から助けられるなぁ、『推すい薦せん』には。

　未来組は俺おれのことを応援してくれている。そして俺も、ここにいるのは全員自分にもかかわらず、長きを共にした仲間のように感じていた。

　この選択肢の行き先が、進路が決まった時、未来組がどうなるのかは未いまだもって分からないままだ。それでもこうしてサポートしてくれた二人に応こたえたい。

「そろそろ休むとよい。この時間から寝ておけばまた明日も自然と早く起きることができるだろう」

『受験』の言葉に俺は大きなあくびで応える。

「よーし、それじゃあさっさと明日の準備を終わらせるか」

　立ち上がり、机の上の鞄かばんを取り出したところで携帯が震え出した。

「お、メールだ」

　着信したメールを確認すると、差出人は高たか瀬せだった。

「誰だれからー？」

「もしや、高瀬さんか？」

「な、なんだよ、のぞくなよっ」

「いいじゃん見せろよー」

「……後学のために」

「『受験』は後学のためって言えば何してもいいと思ってるだろ！」

　未来組がまとわりついてくる。このまま隠しててもなんだし、俺は二人に左右に挟まれた状態でメールを開くことにした。

『明日は共にがんばろう』

　絵文字も顔文字もなしのシンプルな内容。高瀬らしい簡かん潔けつすぎる文章に思わず笑みがこぼれてしまう。

「いやっほォーう！　いいねェ、シンプルだねェ、高瀬ちゃんらしくて可愛かわいいねェ」

「ふむ、なんという心温まる内容だ。素晴らしい」

　踊り出す未来組を尻しり目めに、俺は『もちろん！』とだけ打って返信した。

　皆に助けられてばかりの俺だったけど、一つだけ自信を持って言えることがある。

　それは「俺は間違いなくできる限りのことをやった」ということだ。

　それだけは何時でも誰にでも胸を張って言うことができる。

「よし、それじゃあ明日の準備始めるぞ！」

「おーゥ！」

「ふむ！」

　高たか瀬せからのメールにすっかりテンションの上がった俺おれの歓声に未来組が続く。

「財布、携帯よし！」

「よーし！」

『推すい薦せん』がキューティクルヘアをかき上げる。

「筆記用具よし！」

「よし！」

『受じゆ験けん』が力強くうなずく。

「そしてー……」

　俺は保管用に買っておいたファイルを机上に備そなえ付つけの書棚から取り出し、その中を探さぐる。

「……ん？」

　思わぬ間が開いて前のめり状態の未来組は、虚を突かれたように体を揺らして俺のアクションを待つ。

「どうしたー？」

「どうした？」

　そして俺の言葉を今か今かと待つ二人に、血の気の引いた俺が発した言葉。それは……。




「受験票が……ない」




　それから二時間。三人がかりで部屋中ありとあらゆる箇所を捜し回った。

　にもかかわらず、受験票が見つかることはなかった。それどころか学生証までもなくなっていることが発覚した。

「君はもう寝ろ。あとは我々が捜しておく」

「でも！」

　こんな状態で眠れるはずがない。

「明日に備そなえるんだ。受験票が見つかったところで、君が全力を出せる状態でなければ意味がない」

「……でも」

「私を、私たちを信じろ」「まっかせとけェ！」

『受験』と『推薦』の目は、真剣そのものだった。

「分かった。二人を……信じる」

「良い判断だ」

『受験』はうなずき、笑った。

「それでは、寝る前にここ最近出かけた場所を全すべて教えてくれ」

　そもそも、ここ最近はそのほとんどの時間をこの部屋で過ごしてきた。受験票が手元に届いてから行った場所なんて本当に片手で数えられるほどだ。

　例外がないか思い出しつつ数か所を挙げると、『推すい薦せん』が静かに立ち上がった。

「オッケー。外回るのはオレに任せなァ。姿が見えないっていうのも、こういう時には使えるじゃねーか」

　長ったらしい髪を大おお雑ざつ把ぱに結んだ『推薦』は、振り返ることすらなく、風のように夜の町へと駆け出して行った。

「この部屋は私が徹てつ底てい的てきに捜しておこう」

「……悪いな」

「こうなったら見てみたいからな。第三の選択をした桜さくら井い真まさ人との行く道を」

　早くも本棚から一冊ずつ本を取り出し始めている『受じゆ験けん』。

　俺おれのすべきことは、ただ二人を信じてしっかりと休むことだけだ。

「おやすみ」

「ああ、おやすみ」

『受験』は、本一冊一冊を入念に調べながら、落ち着いた声で返事をしてくれた。

　それは「任せろ」と強く肩を叩たたかれているような気分だった。




　　　◆◆◆




　──数年ぶりの降雪は一晩のうちに町を白一色に塗り替えていた。

　しかし天気はこれ以上ないってくらいの快晴。

　足元に少し不安があるものの、澄すんだ空気の心地ここち好よい朝だった。

「どう？　見つかった？」

　目を覚ました俺が最初に発した言葉がそれだった。

「すまない……見つからなかった」

　悔しそうに、本当に悔しそうに『受験』はそうつぶやいた。

　同時に体中に雪を積もらせた『推薦』が部屋に駆け込んできた。あれだけいつも気にしていた髪をめちゃくちゃに乱れさせた『推薦』は、息も絶え絶えに結果を報告する。

「はあっはあっはあっ。わりィ……見つけられなかった」

「俺も今から捜すよ」

「いや、もう無駄だろう。丸々一晩二人掛かりで捜して見つからない物が、今から一時間程度で見つかるとは思えない」

「でも、諦あきらめるわけにはいかないだろっ！」

「……分かった。私たちはギリギリまで捜すことにする。だから君は出かける準備を終わらせておいてくれ」

「……分かった」

『受じゆ験けん』の冷静な指示に従って、俺おれは一階へ降りて顔を洗い、朝食を摂とった。

　やっぱり、受験票も学生証も見つからない。

　どう考えてもおかしい。まとめておいたファイル自体を持ち出したことは一度もない。そもそも受験票自体を取り出す必要なんてないからだ。

　進路希望に悩んでいた時からここまで、色んな事態におちいってきたけど、今度ばかりは今までの苦労を全すべてまとめて帳消しにしかねない恐るべき窮きゆう地ちだ。

「妙だな。受験票だけならまだしも、学生証まで見当たらないとはどういうことだ？」

『受験』曰いわく、受験票の紛失はどこの試験会場でも起こり得る事態らしい。

　そういう受験者のために身分証を提示し、確認することで仮の受験票を発行してくれるとのことなんだけど、まるでそれすらも見越したかのような状況だ。

　もし、学生証すらない場合どうなってしまうのか。そこまでは『受験』も知るところではなかった。

「もう君はいい。とにかく会場に行け」

　家具という家具をひっくり返したような部屋の中心に立った『受験』はそう告げた。

「でも！」

「こうなってしまったら一秒でも早く会場で現状を相談した方が良い。何か手があるかもしれない」

「でっでも、もしかしたらまだ捜してない場所が」

「私たちは捜し続ける。そして見つけたら必ず追いかける。だから君は会場で現状打破の可能性を探すんだ」

　なおも食い下がろうとする俺に、『受験』はそう言い放った。

　それは冷静な思考、的確な判断。

「ここは俺たちに任せて先に行けェ！」

　なんて言い方をする『推すい薦せん』も、その目におふざけの色はない。

「……分かった。行ってくる」

　俺は改めて受験票捜しを始めた二人を残し、高たか瀬せにもらったマフラーを鞄かばんに押し込みながら家を飛び出した。

　白く染まった道を、駅へと向かって駆ける。こうなったら一秒でも早く着いた方がいい。

　もし運良く受験が可能だとしても、本人の確認や事務手続きには当然時間が掛かるはずだ。それでなくても五分五分の合格率の俺にとって、時間のロスはそのまま命取りになる。

　大通りに出る道はやめて、ショートカットのできる裏通りを使おう。

　まだ足跡もついていない新雪を踏ふみしめ、とにかく先を急ぐ。

　角を曲がると、一面白色の道の先、その真ん中に誰だれかがぽつんと立っていた。

　こんな裏通りを息も荒く駆ける俺おれが気になったのか、その身体からだは真まっ直すぐに俺に向いている。

　妙な雰囲気だ。

　でも今はそんなことに構かまっている場合じゃない。

　俺は速度を落とすことなく、足元の雪を蹴けり上あげながら進んでいく。

　そして、その距離が数メートルのところまで近付いたその時だった。

「……やっぱりこの近道を選んだな」

　その男がそんなことを口走ったのは。

　なんだかわからないけど、今は誰かの相手をしてる暇ひまなんてない。先を急ぐんだ。

　俺はそのまま男の横を通り過ぎた。見れば男はニットキャップをかぶり、顔の下半分を丸々隠すようなマスクをしていた。

「結局、直接こうするしかないんだろうな……なぁ、桜さくら井い……真まさ人と」

　なんで俺の名前をっ？

　これにはさすがに驚おどろいて、足を止めて振り返る。

　すると男もゆっくりとこっちに振り返った。

「……誰だよ。なんで俺のことを知ってるんだ」

　少なくとも俺にはこんな妙な姿をした知り合いはいないし、こんなところで声を掛けられるような覚えもない。

「知ってるさ。お前は桜井真人。さんざん悩んで受じゆ験けんを決め、今からその会場に向かうところ。そうだろう？」

　しかし男は俺のことを知っている。進路の選択に悩んだことまで。

「だから誰なんだよお前はっ！」

　薄気味悪さに背を押されるようにして、俺は男に問いかける。

「まだ分からないのか？」

　どれだけ頭を高速回転させて考えても、こんなことをするやつのあてが俺にはない。

　すると無言のままでいる俺に見切りをつけたのか、男は小こ馬ば鹿かにするかのようなため息を吐ついてから、答えた。

「……俺だよ」

　そして鼻から下をすっぽりと隠していたマスクを外し、続いて目ま深ぶかにかぶったニットキャップを雑に取り去り、わざとらしく放り投げてみせた。

　──そして、そこにいたのは。




「……桜井真人だよ」




「……俺おれ……だ」

　まごうことなき、桜さくら井い真まさ人とだった。

　頭から足元まで、どこからどこまでも完全な、桜井真人がそこにいた。

「やっぱり、こうして直面しても特に問題はないみたいだな」

　驚きよう愕がくに硬直する俺を差し置いて、もう一人の桜井真人は何かを確認しているようだった。

「お前……何者なんだよ」

「だから、桜井真人だよ」

「だって『推すい薦せん』も『受じゆ験けん』も家にいる。それにそのどっちとも」

　違う。その顔には『推薦』独特の軽薄さも、『受験』のような頼りなさもない。

　そこにいるのはいたって普通の姿をした桜井真人だ。

　俺の知る未来組のどちらでもない。

「まさか……ッ！」

　一つの閃ひらめきが走る。

『推薦』でも『受験』でもない俺。そうなれば、残るのはそれ以外の選択をした桜井真人ということになる。

　それはつまり──。

「そうだよ。俺は平行世界の桜井真人じゃない。正しよう真しん正しよう銘めいこの時間軸の先の桜井真人。未来のお前だよ」

　そう告げる顔に表情はない。

「なんで？」

「『推薦』や『受験』は、進んだ未来に後悔して戻ってきた。ここまで言えばもう分かるだろ？」

「未来を、変えるため？」

「そうだ。俺はそのためにここにいる。未来組と違って俺なら過去を変えることで未来を変えることができるはずだ」

「なんで……今いま頃ごろになって」

「今頃？　違うな。俺は『推薦』や『受験』より先に、この世界に到着していた」

「それならどうして、その時に姿を現さなかったんだ？」

「できなかったんだ。思い出してみろ。平行世界説でない場合、俺の知識にある設定はどんなものだった？」

　平行世界でない場合。

　以前『受験』が平行世界説を語った時、必要なかった方の話。

　過去を変えるとそれに準じた形で未来が変わる場合、同一人物がはち合わせてしまうと当人の存在自体、話によっては世界が消滅してしまう。ってやつか。

「そういうことだ。それが正しいのかどうかなんて分からなかったが、少なくとも俺おれが知っていたのはその設定だけだったからな。過去に……この世界で言う数か月前、お前の部屋に着いた途と端たんに自分の置かれた状況を悟った俺は、恐ろしくなってとっさに逃げ出したんだ」

「それから今までどうしてたんだよ？」

「色々したさ。校内に忍び込んで進路希望調査書を勝手に提出しようとした時は、お前が戻ってきてしまったから慌てて逃げた。学校に電話して推すい薦せんを取るよう担任に伝えた時は、直接伝えに来いと言われて失敗した。あの時点でならどんなささいなことでも、進路を決める後押しになるものがあれば、それで決めてやろうと思っていたはずだから期待したんだけどな。声はすれども姿は見えず、そのうえ、過去の自分とはち合わせしないよう逃げ回らないといけない。そんな状態じゃできることはたかが知れてた。そもそも、俺にとっては何年も前のこと、日付単位で出来事を記き憶おくしていたものなんて、日直と涼りようの誕生日、それと受じゆ験けん日である今日くらいのものだったからな」

『受験』に疑いを掛けたあの電話。あれは目の前の桜さくら井い真まさ人とが起こしたことだったのか。

「その制限のせいで桜井真人サイドから過去を変えるのは難むずかしかった。それでも新につ田たたちの事件を遊園地に行くよりも先に、そして学年単位の大きな規模で引き起こすことに成功した時は、これ以上ないと思ったんだけどな。思い出になる出来事が一つなくなったうえに、新田たちに立ち向かえば学年中の嫌きらわれ者ものになる。そんな状況下なら過去の俺がする選択は変わると思った。諦あきらめると思った」

　あの事態の異常な広がり方にもこんな理由があったのか。

「だが、それでも涼はお前たちの誘いを受け、関係は深まってしまった。そしてお前は新田たちに立ち向かい問題を解決してしまった……あれだけの窮きゆう地ちの中で。正直焦あせったよ。だから俺は、最後の手段としてこうして直接の接触ができるのかどうかを確かめ、ここで待っていた」

　未来の俺はゆっくりと歩き出し、再び俺を追い越して立ち止まると、ため息を吐き出した。

　でも、それは高たか瀬せの孤立を阻止したっていう成功の話じゃないか。どうしてそれを変える必要があるんだ？

「……どうして未来を変えなきゃいけないんだ？　まさか高瀬は……この世界でもっ？」

　しかし未来の俺はその問いに首を振って答えた。

「希望通り、涼は悲運を乗り越えたよ。寿ことぶきをはじめ、頼れる仲間もいる。こんなにあっさりでいいのかってくらいだった」

『推薦』の言った悲運を打開する鍵かぎは、やはり間違っていなかった。その言葉を聞いた俺は、安あん堵どの息を漏もらす。

「でも……それなら……どうして？」

「涼りように問題がないのなら、もう答えは一つだろ？　俺おれは俺のために未来を変えに来た。だからここから先には行かせない。こんなことなら最初からこの瞬しゆん間かんに備そなえていれば良かったな」

　そう言って振り返った未来の俺は、スッとその目を細めて俺の前に立ちふさがった。

　こいつ、本気だ。

「俺は高たか瀬せのそばにいるって決めたんだ。悪いけどそういうことなら全力で逃げさせてもらう」

　相手は同じ俺だし一人きり。逃げることだけならどうにでもなりそうなものだ。

「そう言うと思ったさ。でもこれを見ても、行けるか？」

　それを見た俺は、驚おどろきを隠すことができなかった。

　未来の俺がコートのポケットから取り出したのは、昨日からずっと捜していたはずの受じゆ験けん票ひようと、俺の学生証だったからだ。

　未来組はあれだけ必死になって捜してくれた。今も全力で捜してくれているだろう。でも、見つかるわけがなかったんだ。こいつが持っているんだから。

　そうか、部屋が荒らされていた日、あれは高瀬の誕生日だった。あの時持ち出されていたのか。俺は貴重品ばかり気にしてたから気が付かなかったわけだ……。

「俺はお前を止める。力ずくでも」




　──俺の前に最後に立ちはだかったのは、誰だれでもない。未来の俺自身だった。




　受験票も学生証も未来の俺が持っている以上、それを捜している未来組が追いかけてきてくれる可能性はない。

　もう、目の前の桜さくら井い真まさ人とから奪い返すしかない。

　俺は覚悟を決めた。

　いかに未来の自分って言ったって、腕力に大きな差があるとは思えない。

　奪い返すことは可能なはずだっ。

　俺は一気に未来の俺との距離を詰め、その胸倉をつかみにかかる。

　しかし、予想もしない軽い身動き一つでそれをかわした未来の俺は、右の拳こぶしを俺の腹へと打ち込んできた。

「ぐはッ」

　息が漏もれ、鞄かばんを落とした。痛みに身を屈かがめた俺の視界に、今まさに振り上げられようとする左脚が見えた。

　ヤバい。と、思った時にはもう遅かった。右の脇わき腹ばらに重い衝しよう撃げきが走る。

　思わず身体からだを引くと、未来の俺も動きを止めた。

「お前はこのまま進めば思い通りの日々が送れると思ってるんだろうな。だがそんなことはない。仕事は上手うまくいかない。ろくに自由な時間も取れず、涼りようと会って話をすることすらまともにできない。周りのやつらは皆上手くやれているのに、なんでだろうな？」

「うるさい！　いいから返せっ」

　今度は直接、未来の俺おれの顔面目がけて力任せに右拳こぶしを突き出した。

　だが、やはりそれも身体からだを後退させることで軽々とよけられてしまう。でも今度はそれも承知だ。俺は続けざまに左拳を振り回した。

　ガッ。

　その音は、俺の拳が相手のひじ払いで受け流されて鳴ったものだった。

　そして次の瞬しゆん間かんには、相手の左ストレートが俺の顔面を捉とらえていた。

　バキィッ。イヤな音が鳴る。

　激はげしい痛みに顔がゆがむ。それでも、もう退ひけなかった。

　俺は続けざまに相手を狙ねらって攻こう撃げきを繰くり出だす。しかし、その全すべてがよけられ、受けられ、手痛い反撃となって返ってくる。

「どうして同じ自分なのにこれだけの違いが出たと思う？」

　俺の攻撃を払いのけた未来の俺は、そんなことを尋ねてきた。

「そんなの知るかっ！」

　そしてまた、鋭するどい蹴けりが俺の肋ろつ骨こつの下辺りにめり込んだ。

「あ、ぐううっ」

「お前みたいな貧弱な者が、涼を連れ回すなってお父さんに言われたんだ。信じられるか？　今どき一対一で闘たたかって、認められなきゃ一緒にいることは許さないなんて。でも、それでも俺は諦あきらめなかった。それがこの違いを生んだ理由だ」

　未来の俺が振りかぶるのが見えた。俺はとっさに両腕を組んで相手の打撃を……。

　グキッ。

「うああァァァっ！」

　受けた左腕は当たりどころが悪かったのか異常なほどの痛みを訴える。まるで内側の何かが切れたかのような鋭い痛みだ。思わず抱え込んで守ろうとしたところに今度は絶え間ない殴おう打だが続く。

　脇わき腹ばらを殴られ、それを守ろうとすれば顔に拳が飛んでくる。

　まさに一方的だった。痛みに身体中が悲ひ鳴めいを上げる。今まで聞いたことのないようなイヤな音があちこちで鳴っていた。

「さらにそこへダメ押しとばかりに両親は見合い話を持ってきた！　涼は行ってしまったよ」

「そんなことを高たか瀬せが簡単に決めるはずないっ！」

「事実だ。両親と共に出かけていくところを確認したからなァ！」

　そこでようやく攻撃の手が止まった。

「分かったか？　この世界の桜さくら井い真まさ人とにも輝かしい未来なんてない。ただ一人取り残されるだけだ。それは『推すい薦せん』より、『受じゆ験けん』よりひどい道になるだろう。それでもお前は……この未来を選ぶのかっ！」

　全身を苛さいなむ痛みによろめきながらも、俺おれは体勢を立て直し、顔を上げる。そしてゆがむ視界に映る未来の俺を見た。

　その顔は悲しみに満ちていた。

　どうやら、俺が進もうとしているこの進路でも、桜井真人は追い詰められてしまうらしい。

　二人の間に、沈ちん黙もくが降りる。

「どうだ？　未来に失望しただろう」

「……それは、キツイな……高たか瀬せと一緒にいたくて選んだ道……だもんな」

　未来の俺の言葉にショックを受けていないと言えば噓うそになる。

「そうだろう。だから変えるんだ。どんな道でもいい。他ほかの可能性へ進むために、俺は最後の可能性を賭としてここに立っているんだ。今日の試験を受けなければ、また違った未来になるはずだ」

「……そっか」

　確かに今、この瞬しゆん間かんは一つのターニングポイントになり得るだろう。

　試験を受けなければ、少なくとも目前の俺の言う未来はやってこない。

「高瀬は、本当に俺を、未来の俺を、置いていっちゃったのか？」

「……何もかも上手うまくいかず、時間もろくに取れず、父や祖父に認められない俺が選ばれると思うか？　俺は悲報を告げられる前にここに来た。このまま未来に戻れば、悲しい終わりが待つだけだろう」

　その言葉は悲観に満ちている。

「今なら間に合うはずだ！　他の道を行くんだ。そうすればこんな思いをしなくてすむ。もともとベストコンディションで五分五分の試験なんだ。そんな前後不覚な状態じゃまともに力を発揮できないだろう」

　未来の俺は、まくしたてるようにそう提案した。

　だから、俺はその言葉にできるだけ毅き然ぜんと答える。

「でも。それでも、俺は行く」

「お前……まだ分からないのかよ！」

「分かったからだよ！」

　再び声が荒ぶる。

　火花を散らしそうな熱い視線がぶつかった。

「……俺は未来組の話を聞いて、そのどれとも違う、幸せな進路を見つけて進んだつもりでいた。でも分かったんだ。未来を選ぶということは必ずしも楽な道を選ぶことじゃない。結局どんな道を選んでも、いつかは障害が立ちはだかる。すごろくみたいに簡単に進む未来なんてない。だからその選択を、誇れるようになるには、その決断の先にある未来を、最善を尽くして進むしかないんだ！」

「分かったようなこと言うな！」

　未来の俺おれの拳こぶしが再び俺目がけて飛んでくる。

「分かってないのはお前だっ！」

　同時に俺も未来の俺に拳を放つ。

「が、はっ」

　口内に鉄のような味が広がる。

　相手の拳は俺の頰ほおを捉とらえ、俺の拳は空を切っていた。

　よろけた俺に続けざまに拳が叩たたき込こまれる。

「重ねた時間があるからこその思いがあるっ。お前にはない強く確かな思いだっ！」

　もはや意地だった。相手の的確な打だ撃げきに、ただひざをつかないよう必死に体勢を立て直す。

「その代わりに、今俺の中にあるこの気持ちを忘れたのかっ！」

　叫びと共に放った拳はやはり、相手のひじに払われ、腹への重い一撃となって返ってきた。

「その結果がこれだ！　俺は未来を、俺の今を変えるんだっ！」

「……逃げてんじゃねえよ！　桜さくら井い真まさ人とォォォ！」

「黙だまれェェェっ！」

　その言葉に、未来の俺は大きく身体からだをそらしてためを作り、咆ほう哮こうを上げた。

　今までにない全力の一撃が……来る！

「──俺が信じろって言ったんじゃないか高たか瀬せに。だから、誰だれよりも俺が……」

　残された力の全すべてを乗せて、俺は拳を握る。




「俺が高瀬を信じなくてどうすんだよォォォっ！」




　未来の俺の動きが一いつ瞬しゆん、だけど確かに止まった。

　忘れていた大切なこと、それを思い出したんだ。俺はそう感じた。

　放った拳は初めて、未来の俺の頰を捉え、炸さく裂れつする。

　勉強ばかりでなまり切った、そもそもロクに喧けん嘩かもしたことのない俺の一撃が、果たしてどれだけのダメージを与えられたのかは分からない。

　でも、未来の俺はひざを折った。うつむき、俺を圧倒した拳も解かれ、下ろされた。

　未来組は自分の選んだ進路を後悔していた。

『推すい薦せん』も『受じゆ験けん』も、そして未来の俺も、自分が一番ひどいと言い張った。きっと誰もがそう思っているんだろう。

　でも『推すい薦せん』は人の機微に鋭するどく、『受じゆ験けん』はいざという時にとても頼もしかった。

　二人には二人の生きた時間があって、それぞれの成長を遂とげていた。

　少なくとも今の自分にはないものをしっかりと持っていた。

　そんな二人が認めてくれた俺おれが信じた道は、高たか瀬せと共に進むことなんだから。

　俺はどの桜さくら井い真まさ人とより高瀬を信じなきゃいけない。

　強こわ張ばったままだった肩の力を抜き、大きく息を吐くと、雪化粧を施ほどこされた朝の町に再び静寂が戻った。

「受験票と学生証は返してもらうよ」

　未来の俺のポケットから受験票と学生証を取り返す。抵抗はなかった。

　鞄かばんを拾おうと手を伸ばすと、家を飛び出してきたからだろう、閉まり切っていないファスナーの隙すき間まから、白いマフラーが半分ほど飛び出していた。

　俺はそれをそっと取り出し、首に巻く。

　それは、自分の想おもいに気が付いたあの日に初めて、高瀬が巻いてくれたもの。

「覚えてるだろ。この日のこと」

　真っ白なマフラーを見た未来の俺の顔が、泣く寸前の子供のように激はげしくゆがんだ。

「覚えて……るさ」

　高瀬を家まで送っていったあの夜のこと。「変わることができた」と言った高瀬の言葉。

「あの言葉は、信じて進むには足りないものだったか？」

　未来の俺は、首を振ってそれを否定した。

「それとも、俺の想おもいは、そのあと簡単に揺れちゃう程度のものだったのか？」

「そんなはずないっ！」

　未来の俺はコートのボタンを引きちぎるようにして首元を開く。




　そこには、別色かと思うほどに色あせ、毛玉だらけになった──白いマフラー。




　それは、共にいた時間、変わらなかった想いの結晶だろう。俺がしているこのマフラーは、この先こうして時間を重ねていくんだ。

「……なんだ。自分の選んだ道をずっと進み続けてきたんじゃないか。高瀬は隠さず、話してくれたんだろ…………信じろよ。高瀬はどこにも行っていないよ」

　鞄を肩に掛け直し、俺は駅へと歩き出す。

　痛くないところなんてなかった。顔は全体が腫はれ上あがっているのか焼けるように熱く、腹部の痛みは嘔おう吐と感かんを伴っている。激はげしい動どう悸きにめまいが止まらない。

　痛みのひどい個所をかばうようにしながら歩く姿は奇妙だろう。でも、これならなんとかたどり着けそうだ。俺は一歩一歩確かめるように進んでいく。

　するとその背に、聞きなれた声が聞こえてきた。

「そう……だったな。誰だれよりも俺おれが、涼りようのことを知ってるはず、だもんな。不安に迷う必要なんて……なかったんだ」

　その声には少し、優しさが含まれているように聞こえた。

「……帰ろう。涼のところに」

　振り返ると、そこにはまるで最初から誰もいなかったかのように、白色の朝の景色が広がっているだけだった。

「こんなに強かったんだな、〝俺〟の想いは……」

　俺は一つ息を吐き、重たい身体からだを引きずるようにして、最後の闘たたかいへと向かった。













　　　第五章　　　俺おれと君とが進む路みち







　試験を終えると同時に、俺の意識は落ちてしまったらしい。

　見るからに満まん身しん創そう痍いだった俺は、医務室で傷の手当てをされ、目を覚ました時にはすでに試験会場に受験生の姿はなく、閑散としていた。

　そんなひどい状況に付き添ってくれたのは高たか瀬せだった。

　どうやら高瀬は、試験終了後に俺のことを捜しに来てくれたらしい。そこで搬送されていく俺の姿を見つけて、慌てて付いてきてくれたんだとか。

　心配してくれる高瀬に「雪と緊きん張ちようのせいで、階段で足を滑らせた」と、苦にが笑わらいしながら説明すると、ものすごく優しいチョップをもらうことになった。

　ちなみに、未来組には未来の俺のことを隠さず全すべて告げておいた。

　二人とも神妙な表情でいたことをよく覚えている。

　結果を待つ日々は不思議と穏おだやかだった。

　刑の執行を待つ囚人のように、胃の痛みに耐たえながら発表までの日々を過ごすことになるものとばかり思っていたのに。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいを尽くした後はこういう感覚になるものなんだろうか。

　今はもう「あの時こうしておけば」みたいな後悔は何一つとして浮かんでこなかった。

　もはや消化試合をこなすだけになった学校では、高瀬が同級生たちと楽しそうに卒業パーティの計画を立てていた。

　強しいて言うなら、全員参加っぽいその場に俺も呼んでもらえるのかということだけが心穏やかでいられないことだな……いや、いくら人望に欠けているとは言え、高瀬と寿ことぶきが計画チームに入っているんだから大丈夫だと思いたいけど。

　ちなみに寿は無事、推すい薦せんでの進学を決めていた。自宅から十分通える距離とのことだし、やはり寿と高瀬の仲は続いていくんだろう。

　卒業パーティの計画に盛り上がる二人と違って、これといってすることのなかった俺がしたことと言えば、合格発表の後に高瀬との待ち合わせを取りつけたくらいだ。

　まさに果報を寝て待つような生活をしてきたのだった。

　それでも当日になると、目を覚ました瞬しゆん間かんから色々考えてしまって落ち着かなかった。

　未来組と三人横並びでテレビを見ている時も常にそわそわしっぱなしだった。

「さすがに発表当日ともなると緊張するな。今日で全部決まっちゃうなんてさ」

「なに、心配することはない。自分……桜さくら井い真まさ人との力を信じるんだ」

「え、でもそれで『受じゆ験けん』は落ちたんだろォ？　信用できねー」

「うるさい！　二年目にはしっかり合格したからいいんだ！」

「まああま落ち着けって。今日は俺おれの発表日だっての」

　相変わらずの二人に苦にが笑わらいすると、なんだか体が軽くなったような気がした。

　その後、俺は頃ころ合あいを見計らって昼食を摂とり、制服に着替えた。

　合否を確認したらその足で学校に報告に行こう。と高たか瀬せに提案してあるからだ。

　着なれた制服も、今日ばかりは入学式の時のような心地ここち好よい緊きん張ちよう感かんと気合いをくれる。自然と背筋も伸びる。

「まだ少し待ち合わせには早いけど……そろそろ行くかな」

「今日は久しぶりに私たちも同行させてもらってもよいか？」

『受験』は立ち上がってよれよれジャケットを羽は織おり直なおした。『推すい薦せん』も鏡を見ながらウザいキューティクルヘアをミリ単位のこだわりでセットしている。

　だから俺以外には見えてないってのに。毎度のことだからもうツッコまないけどさ。

　どうやら今日は二人揃そろって付いてくるつもりらしい。

「いいけど、大丈夫なの？」

　遊園地の時にも外出していたし、受験票騒さわぎの時は『推薦』が駆け回ってくれたみたいだから不可能ではないんだろうけど、それぞれ街から離れた場所に直通バスで向かう形だったり、深夜だったりと条件が良かった。でも今日は人通りの多い真っ昼間の繁はん華か街がいも通るし、幹線駅も利用するんだけど。

「ああ。やはり周りに認識されていないというのは危険な状態だが、ルートを検索してみた限り、気を付けて移動すれば問題ないはずだ」

「いよーし！　セット完了！　行っちゃいますか！」

　俺にはどこが変わったのかよく分からないけど『推薦』は満足したのだろう、イラつくキメ顔をしながらギラギラ派手な装飾付きの手鏡を閉じた。

「なんだか不思議だなぁ。もう今の時点ではとっくに結果なんて決まってるはずなのに、どうしても神頼みしたくなっちゃうよ」

「私もそうだったな。発表を確認しに向かう時間中にやたらと祈ったものだ」

　懐なつかしそうに『受験』は苦笑する。

「あー分かるなァ。オレもォ、サボりまくった授業も単位取れてますようにって、すげえ祈ったからなァ」

「それ分かってねえよ！」「分かっていないぞそれは」

　頭をかきながら『推薦』はバカ笑いを始める。

「でもなんつーの？　今はすっげードキドキしてェ、神頼みしたくなる感じ分かるわー」

　相変わらずお気楽な『推薦』につられて俺も『受験』も笑った。

　玄関を出ると温かな陽光が目にまぶしかった。

　春の到来を予感させる柔らかな風に背を押され、俺おれたち三人は進む。

「おっ、カワイイ子発見！」

『推すい薦せん』が横断歩道の向こう側にいる女の子を指差した。

「こんな時に何を言ってるんだよ」

「ちょっと行ってくる！」

　そう言って『推薦』は信号を無視して駆け出した。

　そして案の定、そこへ自動車が真まっ直すぐに接近してくる。

「うおわっ！　あっぶねー！　ノーブレーキで突っ込まれるところだったァ」

　なぜかジャンピング後ろ受け身で自動車を回かい避ひした『推薦』は、セーフ。と両手を広げて左右を確認。改めて女の子のもとへ走り寄っていく。

「やれやれだな」

『受じゆ験けん』は苦にが笑わらいしてみせた。しかしその『推薦』を見る目に嘲あざけりの色はない。むしろどこか敬意と羨せん望ぼうのようなものが見える。

　きっと『受験』も認めてるのだろう。自分とは違う選択をし、まったく別の能力を身に付けた桜さくら井い真まさ人とのことを。

「ほらもう行くぞー」

「オッケー」

『推薦』が戻ってきたのを確認して、俺たちは駅へと向かう。

　目的の駅に着き、自動改札を抜けたところで俺は、若干一名が付いてこれていないことに気が付いた。

「何やってんの？　『受験』は」

「んー、上手うまいこと人の隙すき間まを抜けられてない感じィ？」

　華か麗れいなフットワークで人波をよけ、自動改札を抜けてきた『推薦』と違い、『受験』は次々と通行人にぶつかって左右に流され、さらに横並びで歩くグループに押し返されてあらぬ方向へと流されていく。

「要領悪いなぁ」

　いくら周りの人に見えていないって言っても、同じ桜井真人がこれだけ余裕で抜けてきてるっていうのに……。

「だなァ。あんだけ冷静に物事考えられんのにィ、スゲーんだか頼りないんだか」

　頭の後ろで両手を組んで『受験』の漂流ぶりを眺めていた『推薦』は「仕方ねーなー」とため息一つ。

「ちょっくら助けに行ってくるわー」

　そう言い残し、人ゴミの隙間をすり抜けながら『受験』の救出に向かった。

　ほどなくして『推すい薦せん』に連れてこられた『受じゆ験けん』は、自動改札に挟まれてよれよれジャケットをはだけさせた。

　これにはさすがに『推薦』と二人、声を出して笑ってしまう。

　きっと周りの人たちには「ひとりごとの多いヤツがいる……」とか思われていたんだろうけど、もう気にならなかった。なんだか楽しくて。

　俺おれたちは笑い合いながら新たな通学路になる予定の道を進んでいった。




　視線の先に美術館のような洗練された趣おもむきの建物が入ってきた。

　その規模はもう敷しき地ちの面積からして今まで俺が持っていた学校のイメージとは違うものだ。

　俺たち三人は、学部ごとに分けられた合格発表掲示板が視界に入ったところで自然と足を止める。

　電話や封書で合否が確認できる今、こうしてわざわざ直接確認に来る人はそんなに多くないのか、集まっている人は数十人程度だ。

　俺を中心にして三人、そこに並んだままでいた。

　推薦での進学を選び、遊あそび上手じようずになった桜さくら井い真まさ人と。

　受験を選び、一人浪人時代を闘たたかい抜ぬいた桜井真人。

　そして、第三の進路を選んだ桜井真人の進路は、ここで一つの帰結を迎えようとしてる。

　そう思うと感かん慨がい深くて、なんでだろう。怖いわけでもないのに不思議と足が進まない。

　……ああそうか。きっと、過去のどの瞬しゆん間かんよりも充実していたこの日々が終わってしまうのが心惜しいんだ。

　俺が踏ふみ出だすのを待っているのか、『推薦』も『受験』もただ黙だまって隣となりに立っている。

　そうだよな。今の時点じゃまだ何もなしていないもんな。

　一陣のそよ風が背を押してくれた。俺はゆっくりと足を踏み出した。

　受験生たちの間を抜けて掲示板の前へとたどり着く。

　ポケットから受験票を取り出し、掲示板に表示された数字を冒頭から順に確認していく。

　まるでテレビのワンシーンみたいだった。

　若い番号が続いていく。

　まだ……まだ……。

　自分の番号が近付くにつれて、耳に届くほど鼓動が早く、強くなっていく。

　まだ……まだ……。

　もどかしくてしかたないのに、それでも俺は順番にその数字を確認していく。

　もう少し……もう少しだ……。

　そこで一気に、心臓が飛び出すんじゃないかってくらい派手に一度、鼓動が鳴った。




　そして俺おれは確認した。その番号を──合格を。




　確認する。何度も。何度も。大きな掲示板に書かれた小さな数字を。

　間違いない。俺は進むことができたんだ。悩み抜き、そのうえで選んだこの進路に。

　あふれる涙に視界が、掲示板に書かれた数字がゆがみ始める。

　こらえ切れなくなった涙がせきを切ってこぼれ出した。

「……ありがとう。二人がいなかったら俺は、ここまで来ることはできなかった」

　きっと進路を適当に決めてしまっていた。

　高たか瀬せとは会話を交かわすことすらなかったに違いない。

　何かに本気になることなんて、知らないままだったかもしれない。

「ありがとう」

　だから背後でただ見守ってくれている二人に感かん謝しやの言葉を送る。

　気が付けば周りにいた受験生たちは俺を避さけるように距離を取っていた。

　当然だよな。周りから見れば俺はひとりごとを言いながら泣いている変なヤツにしか見えないんだから。

　でも、いいよな。今日くらいはいいよな。アスファルトに落ちる涙が水たまりになったって、池になって湖になったって。

「む、まだ終わりではないようだぞ」

「おおっとォ。これって最高のタイミングってやつ？　さあ桜さくら井い真まさ人と、男なら涙を拭ふきなァ……下手へたにあれこれ考えるなよ。シンプルに、思うままでいい」

　急に真面目まじめな声を出した『推すい薦せん』にポンと肩を叩たたかれた。

　なんだよ。今くらいいいだろ。急せかすなよ。

　制服の袖そでで涙を拭ぬぐい、余裕顔を作ってから振り返る。

　しかしそこにいたのは馬ば鹿か面づらの俺でも冴さえない俺でもなく、俺の心を捉とらえて離さない、たった一人のヒロインだった。

「おめでとう。でいいんだよな？」

　高瀬はにこやかにそう尋ねてきた。

「もちろん」

　俺はそれに簡かん潔けつに答える。

「良かった。桜井君がんばっていたもんな」

　祝福してくれる高瀬の優しい表情を見ると胸が高鳴る。

　──思えば話すようになったのは進路希望の提出が遅れたからだった。

「まあ本気を出せばざっとこんなものかな」

　──『氷の女王』は悩む俺に誰だれよりも早く自分の進路を教えてくれた。

「もちろん高たか瀬せは余裕の合格だよな？」

　──日直になった時は率先して助けてくれた。

「余裕かどうかは分からないが、一応な」

　──高瀬の窮きゆう地ちに大した助けになれなかった俺おれに、わざわざ礼を言いに来てくれた。

「なあ、高瀬」

　──俺が友達で幸せだと、涙をこぼしてくれた。

「なんだ？」

　──俺をここまで走らせてくれた。後悔なんてないと胸を張れるまで。

「……聞いてほしいことがあるんだ」

　──そうしていつの間にか、一つの想おもいが生まれていた。

「ああ。どうした？」

　高瀬はいつも通りだ。

　これから起こる展開を予想すらしていないだろう。

　そんな高瀬を見ながら、俺は居ずまいを正して、覚悟を決める。

　──果たしてこの想いは、届くのだろうか。

　そして、ほとんど同じ高さにある高瀬の目を、真まっ直すぐに見つめた。




「俺、高瀬のことが好きだ」




　高瀬は頭の先からつま先まで、まるで時が止まったかのように完全に凍結した。

　訪れる沈ちん黙もく。でもなぜか気持ちは落ち着いていた。

　これ以上何か言う必要はない。

　だから俺は静かに高瀬の言葉を待つ。

「そ、その」

　高瀬はチラッと俺の目を見て慌てて視線をそらした。

「ええと、だからその」

　またおずおずと視線を俺の方に戻して、今度はうつむいてしまう。

　細く可か憐れんな指先を握ってみたり、俺の目を引き続けてきた綺き麗れいな髪をいじってみたりと、その動揺ぶりが一目見て分かるほどに伝わってくる。

　鼓動が耳に響ひびく。

　胸の痛みは強くなる一方だ。

「うん」

　それでも、高瀬を急せかしてしまわないように、できるだけ穏おだやかに俺は相づちを打った。

　恥ずかしさだったり、言葉を探すのだったりで、もしかしたら高瀬の頭の中は大変なことになっているのかもしれない。初めて見るそんな恥じらいの姿は、やっぱり可愛かわいかった。

　それでもやがて、意を決したかのように高たか瀬せはもう一度顔を上げた。

　小さく息を吸って、恥ずかしさに負けないように、その視線を懸けん命めいに俺おれへ向けようとする。

「わ、私も……」

　顔を真っ赤にした高瀬の返事は……。

「私も同じ気持ちです」

　なぜか急に丁てい寧ねい語ごだった。

「うん。良かった」

　あふれだしそうになる嬉うれしさと、体の芯しんを優しくなでられるような安あん堵ど感かん。

　……嬉うれしくて、また泣いちゃいそうだ。

「……ふぅぅ」

　紅こう潮ちようした顔のまま、高瀬もようやく一つ息を吐いた。

「ああでも良かったぁ。ダメだったらどうしようかと思った」

「そんなことはあり得ない……私だって」

　わずかな間をおいて、高瀬は目を細めた。

「でも、いいのか？　私で」

「高瀬がいいんだよ。俺は」
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　そう告げると高たか瀬せは背筋を伸ばし、俺おれの真正面に立った。

「よ、よろしくおねがいします」

　そして深々と頭を下げた。

「こちらこそ、よろしくおねがいします」

　高瀬が再び顔を上げた時、俺が大好きな涼しげで凜りんとしたその瞳ひとみは、キラキラと輝いていた。




　俺と高瀬は当初の予定通り、合格発表を確認したその足で担任への報告へ向かうことにした。

　気を利きかせて隠れてくれていた未来組も、今は俺と高瀬の後ろに付いてきている。

　……うーん。同じ自分とは言えなんだか恥ずかしいな。

「そうだ。少し遅くなったがおめでとう。新しい可能性を見つけ、成なし遂とげた桜さくら井い真まさ人と」

「おっめでとー」

　未来組から祝福の声が掛けられる。

　さすがに高瀬がそばにいるから返事はできないけど、帰ったら祝勝会だな。これは。

　飲み会慣れしている『推すい薦せん』のことだ、きっとテンション高く飲みまくるんだろうなぁ。

　テレビでしか見たことのないような合いの手やらコールやらをド派手にやってくれるに違いない。『受じゆ験けん』はそんなコールに合わせて一気飲みなんかして、すぐに酔っぱらって小こ難むずかしい説教を始めるんだ。

　想像するだけで楽しくて仕方がなかった。

　いや待てよ、大量の酒類の空きビンやら空き缶をどう捨てるかが問題だな。

　アルコールの空きビンが一晩で大量に出てきたら父さん母さんもさすがに驚おどろくだろう。

　やっぱり小分けにしてコンビニのゴミ箱とかに捨てるのがいいか？　いやでも家庭ゴミはさすがに捨てちゃまずいか……うーん難しい。

　まあいいや。それは後で考えよう。『受験』に相談すれば何か良い案が出るかもしれないし。

「……さてと」

『受験』はまるで次の予定でもあるかのような切り出し方をした。

「だな」

『推薦』がそれに答える。

　未来組の歩みが、遅くなっていく。

「じゃあオレたちはァ、元の世界に帰るわー」

「えっ？」

「いきなり何を言い出すんだよ。帰るってなんで？　どうやって？」

　嬉うれしそうに先行して歩を進めていく高瀬と、ゆっくりになっていく未来組との距離が離れていく。その間に、俺は立たされていた。

　不自然にならないよう、視線だけは前を向けたまま、未来組に尋ねる。

「同じ桜さくら井い真まさ人とでも『推すい薦せん』のように気楽に考えて生きる自分もあり得たと思うと、今からでも色々なことを前向きに考えられるような気がするんだ」

「なんのことを言ってんだよそれ……意味分かんねえよ」

「オレもォ、こんな感じの真面目まじめで硬いしゃべり方する可能性があったんだって思うとォ、もうちょっとちゃんと未来を考えられるかも。みたいな？」

「『推薦』まで何言ってんだよ。そんなこといきなり言われて、納得できるわけないだろっ」

　大きな声を出せずにいる俺おれを差し置いて、二人は続ける。

「それに何より、この世界を生きる桜井真人を見て自分もがんばろう、いやがんばりたいと思うことができた。私は、青春は戻らないもの、一定の期間にしかなし得ないものだと思い込んでいた。しかし、青春という時間の中にいる時、その本人は気が付いていないものなんだろうな。必死に悩んで、迷って、走り回って、いつか振り返った時に初めて気が付くことができるのだろう。だから私も自分自身でこれから、自分の選んだ道の上でそれを実感したいんだ」

「そーそー。同じオレにィ、こんなに本気を見せつけられちゃねェ。今から色々勉強とかしてがんばってみたいんだよなァ。久々にやってやるぜ！　何せ桜井真人はァ、必死になって努力するなんてダセェことをマジでやれるヤツなんだって、証拠を目まの当あたりにしたからな！」

　二人の思いを知って思わず息が詰まってしまった。

「だからさー。オレたちはもう……帰るよ！」

　何の前触れもなく帰ると言い出した二人を、俺は引きとめたかったんだろう。振り返ろうとしたところを、

「そのまま前を向いていろ。この世界の……いや、もう桜井真人には振り返る必要なんてないのだから」

　覚悟を乗せた力強い『受じゆ験けん』の言葉に制止された。

「で、でも」

「正直なところなんだが。今はもういち早く自分の世界に帰りたくて仕方がないんだ。諦あきらめることが鍵かぎではなかった。踏ふみ出だそうと決意することこそが鍵だったんだ。それは何かに触れることはできても、君の視界にしか映らないこの世界ではなく、自分自身の言葉で、姿で、決断で運命を切り開くことのできる、私自身が生きている世界でないとかなわない」

「オレももう気合い入りまくりだぜ！　何度倒れても机に向かうあの姿を見て熱くならないやつがいるかってーんだ！　それがこんな最高の結果まで出しやがってよー！」

「……二人がいてくれたからだよ。それは」

「確かにアドバイスはしたがな。でも何より、胸を張ることのできる努力なくしてこの結果に至ることはなかった。自みずからの手で勝ち取ったんだ、未来を。もう君は私たちなどいなくとも立派にやれる。そして私たちはその姿に勇気をもらった。私たちがこんな風に思えるようになったのは他ほかの誰だれでもない。君の、この世界の桜井真人のおかげなんだ」

　俺おれが二人の……思いを変えた。

「だから今度は私たちから言わせてくれ」

「だーなっ。ここに来て良かった！」

　俺にはもう言葉を挟むことができなかった。




「「ありがとう！」」




　未来組の発したお礼の言葉を最後に、今まで聞こえていたはずの足音が、俺のものだけになった。

　俺は足を止めてしまった。

　振り返りたい。振り返ればまだ二人がそこにいて、今ならまだ引き止められるかもしれない。

　いつの間にかそこにいるのが当たり前になってしまった馬ば鹿か面づらの俺と冴さえない俺は、それでも俺にとっては共に悩み、闘たたかってくれた先せん輩ぱいであり、明るい未来を望む仲間だった。

　……でも。分かる。分かってしまうんだ。

　きっと未来組の二人は、俺が高たか瀬せの涙を見たあの夜のように熱い何かで胸がいっぱいで、歩き出したくて、走り出したくて仕方ないんだろう。

　だから……俺は振り向かなかった。

「どうしたー？」

　突然立ち止まった俺に高瀬が振り向いた。

　俺が、この世界を生きる桜さくら井い真まさ人とだけが見つけた未来、大切な人。

　高瀬涼りようが俺の前にいる。

「なんでもない。ただ……」

　せめてもう一度。

「ありがとう」

　俺は力いっぱい地面を蹴けって高瀬を追いかけ、そのまま調子と勢いに乗って白く綺き麗れいな手を取った。

「な……ななな」

　仰のけ反ぞって硬直する高瀬。それでもこの手は離さない。

　まだここで終わりじゃない。俺がつかみ取ったこの道にも、いつかまた新たな問題が、壁かべとして立ちふさがるに違いない。

　そしてそれが終わることもないんだろう。

　でも恐れることなんて何もない。

　未来の『俺ら』に負けないように。

　俺は振り返らずに歩いていける。

「こここらっ。そんなに引っ張るなっ」

　この手を引いて。













　　　最終章　　　未来は無限の選択肢







　高たか瀬せと一緒に合格の報告をしに行くと、担任に気持ち悪いくらいベタ褒ぼめされた。

　どうやら俺おれの成績で合格するとは考えていなかったらしく、俺の行き先を不安に思っていたらしい。

　そして帰宅すると今度は、両親が揃そろって俺を待まち構かまえていた。結果を伝えると誰だれかさんみたいに小こ躍おどりをして喜んだ。今夜は豪勢に寿司すしの出前を取るらしい。

　そんなお祭り騒さわぎの中、俺は自分の部屋の前で足を止めた。

　もう……桜さくら井い真まさ人とは俺以外にいないんだよな。

　目標への到達、つながった俺と高瀬の気持ち、大きな大きな喜びの中にぽっかりと空いた穴。

　意外と感傷的になっちゃうもんだな……。

　もう同じ顔、同じ声で「おかえり」と言ってくれるやつらはいないんだ。

　これから受けるわずかな寂しさに心の準備をするように一つ長く息を吐き、思いっ切り吸い込んだ。

「よし」

　意を決してドアを開く。

「おかえりィ」「ふむ、ようやく帰ったか」

「ぶはーっ！」

　ドアを開けた状態のまま俺は盛大に吹き出した。

「おい、お前らなんでここにいるんだよ！　さっき帰ったばっかりだろ！」

　我が部屋のようにくつろぐ二人を詰きつ問もんする。

「入学、そして新歓。女子との交流法を学ぶ最大の機会を見逃すこともあるまいと思ってな」

　なにその早すぎる出戻り。返せ、俺の感傷を返せ。あと相変わらず冴さえねえな！

　しれっと言い放つ頼りなさそうな男は完全に俺。ていうか『受じゆ験けん』。

「桜井真人が本気になれるものがなんなのかァ、探したいと思ってまーす」

　……『推すい薦せん』は「よ、久しぶり」と相変わらずの軽さで挨あい拶さつしてくる。

　あ、一応それなりの期間が経たってるんだ。そっちでは。

　一いつ瞬しゆんで元に戻ってしまった部屋の光景に俺は思わず苦笑してしまう。

「まあなんだ。大学始まったら色々見たり、考えたりしていこうかな」

「何を言ってんだ！」

　突然上がったその声に、『俺たち』全員が振り返る。

「大学に入ったら、いや、今すぐにでも格かく闘とう技ぎを始めるんだっ！」

　体を満たしていた達成感と、わずかに覚えていた寂しさ。そして本当に少しだけ感じた再会の嬉うれしさ。そんなものを全すべて吹き飛ばすような勢いで唐突な話を持ち掛けてくる男は、どこをどう見ても完全に俺。

「はぁ……えーと、なんだろう。誰だれ？　じゃなくてどの俺？」

　俺は半なかば呆あきれ返かえりながら問い掛ける。

「俺だよ俺！　ほら、俺、俺、俺だって！」

「だからどの俺だよ！」

「これはまた私にそっくりだな……」

「うわー俺そっくりィ。おもしれー」

　ため息交じりの俺に反して、未来組は興味深そうになりゆきを眺めている。自分のことなのに他人ひと事ごとってどうなのよ。とりあえずその半笑いをやめろっ。

「だから、あの雪の日に一戦交えた桜さくら井い真まさ人とだよ」

　そう言って未来の俺は拳こぶしを作り構かまえて見せた。

　なるほど、この桜井真人は受験の日に俺と対決したやつか。

　それにしてもボロボロだな。よくよく見れば全身に擦すり傷きずやら切り傷が散見できるし、アザも多い。

　なんでこんなことになってるんだ？

　……まさか、高たか瀬せに何かあったのかっ！

　嫌いやな予感に全身に寒気が走り、鼓動が跳ねあがる。

「な、何があったんだ？」

　呼吸の仕方を忘れてしまった肺に無理やり酸素を送り込み、絞り出すようにして質問の言葉をつむぐ。

　すると未来の俺は、ゆっくりとその重い口を開いた。

「……いいか？　涼りようのお父さんは鬼人だ。だがな、祖父は……修しゆ羅らだ」

　……ん？　なんだか想像してるのと違う感じだな。

「鬼人たる涼のお父さんはまだ、それでも人の領域にある。俺は努力を重ね、何度倒れても誠心誠意向き合い続けることでどうにか認めてもらうことができたんだ」

　お父さんに認められた……ってことは、やっぱり高瀬を信じて良かったんじゃないか！

　実際にお見合いに行ってどうこうなんてことになってたら、こんな展開にはならないはずだろうし。

　安心に思わず口の端はしがゆるんでしまう。

　しかし未来の俺は、むしろここからが本題だと言わんばかりの真剣さで続ける。

「だがな。本命は、いや本当の闘たたかいはここからだったんだ……」

「大げさだなぁ。それでその高たか瀬せのおじいちゃんはどんな人なんだよ」

「…………」

　問いかけると、未来の俺おれはみるみるうちに顔を引きつらせていく。

「う、うわぁぁぁぁッ！」

　そしてガタガタと震える体を抱くようにしながら、未来の俺は断だん末まつ魔まのような悲ひ鳴めいを上げた。

「お、落ち着け。いくらなんでもそのリアクションは異常だろ！」

「す、素手だ」

　まさか武器を持った高瀬祖父に素手で立ち向かえって言われたのか？　それはいくらなんでも厳きびしすぎるだろ。確か剣道の道場でもあったよな、高瀬家は。

　……そりゃあ悲鳴も上げるわけだ。

　思い浮かぶのはうずくまる俺。そこへ竹刀しないで執しつ拗ような攻こう撃げきを加える阿あ修しゆ羅ら像ぞうの姿。

「……素手で、熊くまを狩る」

「……はい？」

「涼りようの祖父は素手で熊を狩るんだ！　それで「涼が欲しければワシを倒せ」だぞ！　勝てるわけないだろそんなの！」

　現実は俺の想像より一枚上うわ手てだったみたいだ。確かに、鍛きたえた方がいいかもしれない。

「格かく闘とう技ぎを始めるんだ。もちろんサークルも自身の強化を考えたうえで選ぶんだぞ！」

「何を言っている！　入るのであれば女子の多いサークルに決まっているだろう！」

　ここまで他人ひと事ごとでなりゆきを見ていた『受じゆ験けん』が、急に立ち上がって異を唱となえた。

「いや、とにかく体を作りその時に備えるべきだ！」

「むさくるしい青春反対！　せっかく良い進路を選んだんだ。共に闘たたかった桜さくら井い真まさ人とにむざむざ暗い道を歩ませる必要はない！　……あと、私の後学のために」

　絶対後者が本当の目的だよな！　まあ確かに暑苦しいよりは爽さわやかな青春志望だけどさぁ。

「いーや！　ここはァ、将来資格とか技術になるタイプのサークルに行くべきだね！」

　睨にらみ合あう二人の間に、さらに『推すい薦せん』が割って入った。その意見も、まあ分かるなぁ。

「何言ってんだ！　涼と進む路みちのみが俺の全すべて。そのためにこれからの四年間を全て武の道に捧げることが正解だ！」

「そっちこそ何を言っているんだ！　男しかいない縦たて社会は「彼女がいるので……」なんて言い訳が通じる世界じゃない！　そういう勝ち組こそ帰らせないのが掟おきてだ！　もちろん私も意地でも帰らせなかった。それでもいいのか！」

「だーかーらァ。どっちも将来につながんねーじゃん！　そんなことよりィ、資格とかの勉強をした方がいいに決まってるね！　それなら女の子と飲んだりするきっかけもあるしィ、仕事に困らねーだろ」

「俺の言うことが正しい！」「何を言う、私こそが正しい！」「いーや、オレだね！」

　……なんだろう。六年後の俺おれって過去に戻りやすい体質になっているのかしら……いやいやどんな体質だよそれ。ていうか友達の家に遊びに行くような感覚でここに来てんじゃねえよ。

　むしろ懐なつかしさすら覚える無益な争いを、俺は横目にしながら頭を振った。

　まあなんだ。結局どこまで行っても選択肢は尽きないし、迷いもなくならないんだろう。

「よし、それならこの時代を生きる桜さくら井い真まさ人とに決めてもらおうではないか！」

「望むところだァ！」

　しかも勝手に話が決められてるし。

「「「桜井真人！」」」

　三人が同時に俺を呼んだ。気が付けば俺は『俺ら』に取り囲まれていた。

　そして──。

「「「さあ」」」

　未来の俺たちは、ずいっと顔を寄せてくる。

「「「どれにする？」」」

　俺は大きく一つ息を吐いて、ゆっくりと肺の限界まで酸素を吸い込んだ。

「帰れーっ！」







　あとがき




　皆様はじめまして。

　第十八回電でん撃げき小説大賞で電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ賞を頂きました、高たか樹ぎ凛りんと申します。

　突然ですが、それまでの人生でただの一度も何かで表彰されたことがなく、さらに宝くじ、懸けん賞しようはおろか福引き、ビンゴ大会ですら何かの賞をもらったことのない人間が、いきなり電撃小説大賞で賞を頂いたらどう思うでしょうか。

　……使い切った。これ使い切ってるよ一生分の運を。それも『事故とかに遭あわずにただ生きていられる』みたいな最低限の運までごっそりと。ということは……このあとがきは……。

『このあとがきを読んでいるということは、私はもうこの世にはいないのだろう……』

　こう始めるのが適切かもしれない。……僕が最終的にたどり着いたのは、こんな妄想の極致でした。

　正直最初は、『ドッキリ』か『キツネの仕業』だと思いました。低空飛行を続ける毎日の中で、突然受賞という輝かしいお話を頂いたわけですが、奥深い山道に迷っているところに美女が出てきて、「今夜はもう遅い。ウチに泊まっていってください」って言ったらそれはもう絶対にキツネじゃないですか！　目が覚めたら身ぐるみはがされて山の中じゃないですか！

　ですが、授賞式や打ち合わせを行い、改稿を繰くり返かえしていくと、ドッキリやキツネの類たぐいだとしたら『大がかり過ぎる』かも？　と思い始め、結果前述の『運を使い果たした説』にたどり着いたわけです。

　……と、とりあえず、ノートパソコンの中身の消去は誰だれかに頼んでおくことにしよう……。あ、あと閲えつ覧らん履り歴れきもかな……。うわ、一時期だけ書いてた、今読むと赤面ものの日記もだ。早く、早く対処するんだ！　間に合わなくなってから後悔しても遅いぞーッ！

　……さて、本作は誰でも一度は考える「昔の自分に会えたらこう言ってやりたい」というテーマで書いたものなのですが、今のところ僕の前に未来の自分は現れていません。考えてみると、この度たびの受賞で僕自身ももう過去に戻りたいとは思わなくなりました。過去を変えたら、今が違ったものになってしまうかもしれないからです。そう考えると、未来の僕がやってこないのはきっと輝かしい……いや、待てよ、もしかして単純にもうこの世にはいな……。

　ま、まさかそんな。で、では、気を取り直してここからは謝しや辞じを。

　まずは拙せつ作さくを選出し、誉ほまれ高い賞を与えてくださったキツネ……じゃなくて編集部そして選考委員の皆様に深い感謝を。頂いた賞に恥じぬよう全力を尽くします。

　担当編集の粂くめ田た様。僕は完全に「……やり直してきて」「え、えと、どこからですか？」「四歳くらいから？」「僕自身が幼少からやり直すのッ？」という、作者の人生レベルの改稿を要求されると想像していました。自作への手厚いご支援、本当にありがとうございます。

　イラストレーターのぎん様。高たか瀬せ涼りようは、ぎん様のお力によって本当に綺き麗れいさと可愛かわいさを併せ持った素敵な女の子になりました。しかも表紙は黒タイツ、開けば黒ニーソ。僕は脚フェチです。ありがとうございます！　ありがとうございますっ！

　投稿前、最後の山場に関しての相談を聞いてくれた無む迅じん氏。「……っていうのどうかな！」と息巻いて尋ねた僕の問いに「ふぇ？　あ、いいんじゃない（どうでも）」と、夜勤明けの八割寝た状態で答えてくれてありがとう。

　そして校こう閲えつ様を始め、本作の出版に携たずさわって頂いた全すべての方々に御礼を申し上げます。

　……そうなると今の僕を形成した出会いの全部にも……いや、中学生時代、バレンタインに「ね、ねえ高たか樹ぎくん」と恥ずかしそうに人気のない校庭の端はしに僕を呼び出しておいて、「Ｏ君（サッカー部のエースで同級生）、呼んで来てもらってもいいかな？」と言い放ったあの子には……さすがにいらないかな……？　まあいいや、とにかくありがとう！

　最後に、読者の皆様。

　一冊の本として世に出るまでには、たくさんの方々のご尽力がありました。それが街角で、書店で、ご自宅で、本作を手にして頂けているのかと思うと、胸が熱くなる思いです。よってその出会いに、これ以上に相応ふさわしい言葉はありません。




「『明日から俺らがやってきた』を手に取って頂き、ありがとうございました！」


高たか樹ぎ　凛りん
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高たか樹ぎ 凛りん

神奈川県横浜市在住。今日やれることを明日に先延ばし、翌々日あたりに「もうやらなくてもいいかな」とか思い始めちゃうくらい出不精。そのくせ日が暮れると「どこか出かければ良かった」とかちょっと後悔したり。でも、呼ばれて出かけるのは好きなんです。
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イラスト／ぎん

はじめまして、ぎんです。近所に水泳教室がありまして、夜その前を通ると旗とか結ぶ棒みたいなのがあるんですけどアレが一本だけグワングワン動いてるんです。怖いですねぇ。
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明日あすから俺おれらがやってきた








高たか樹ぎ 凛りん
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